
゜
●発行／9月和村役場〒 370-07 群馬凛邑楽祀9月和村大字新里288番地・編集／企画課広報係•印刷／東京広告（株）

9
7年
。

9

成
1

(

1

 

No.4 3 3 
〔 10 日（鉗発行〕

成人式に臨み喜ひに満ちた



第3回村議会定例会は、 9月11 日から19日まで

の会期9 日間で開かれ、平成8年度一般会計をは

じめ各種特別会計決算の認定や助役の選任なと18

案件（村長提出16件、議員提出2件）について審

議され、いすれも原案とあり可決承認されましだ。
その主な内容をお知らせします。

平
成
八
年
度
明
和
村
水
道
事
業
会
計

の
継
続
費
精
算
報
告
で
、
上
水
道
第
四

次
拡
張
事
業
に
お
い
て
平
成
六
年
か
ら

平
成
八
年
の
三
年
間
の
継
続
費
で
す
。

全
体
計
画
の
年
割
額
八
億
三
、
四
六

一
万
円
に
対
し
、
実
績
で
は
七
億
五
、

七
六
六
万
八
千
円
で
あ
り
、
計
画
額
の

九
0

・
八
％
で
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

精継

続
費

算
報

報

告

書
告

助
役
に
江
原
勉
さ
ん
選
任

侶
竺
各
種
会
計
決
算
を
認
定

第
三

回
村
議
会
定
例
会

の

教
育
委
員
会
委
員
に

鯉
寛
治
さ
ん

沼

江
原
勉
さ
ん

(
6
2歳
・
館
林
市
岡

野
町
）
を
助
役
に
選
任
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
教
育
委
員
会
委
員
の
鯉
沼
寛
治
さ

ん

(
4
7歳・
川
俣
）
を
再
度
、
同
委
員

助
役
の
選
任

議

案

本
村
の
人
権
擁
護
委
員
が
欠
員
と
な

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
関
根
二
朗
さ
ん

(
6
1歳・
須
賀
）
を
推
せ
ん
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

関
根
朗
さ
ん

次
ロ

＿
＿
―
-
ロ

問

本
村
の
公
平
委
員
会
委
員
が
空
席
と

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
原
口
忠
男
さ

ん

(
7
3歳・
大
輪
）
を
同
委
員
に
選
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

多
田
正
雄
さ
ん
お
よ
び
田
口
嘉
彰
さ
ん

が
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
り
ま
す
の
で
、
後
任
に
田
口
辰
さ
ん

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

田
口
辰
さ
ん

金
子
竹
雄
さ
ん

原口忠男さん

公
平
委
員
会
委
員
に

原
口
忠
男
さ
ん

鯉沼寛治さん

に
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平成 9 年10 月 10 日（金） (2) 



九
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
村
議

会
の
同
意
を
得
て
、
助
役
に
江
原
勉

さ
ん

(
6
2歳
・
館
林
市
岡
野
町
）
が

十
月
一
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

江
原
さ
ん
は
、
明
和
村
千
津
井
の

出
身
で
昭
和
二
十
五
年
五
月
、
群
馬 江原 几

又
ノ
イ助

念
贔
勉

江
原
勉
さ
ん

助
役
に
就
任

金子竹雄さん 田ロ 辰さん

(
6
9歳
・
上
江
黒
）
お
よ
び
金
子
竹
雄
さ

ん

(
6
1歳・
入
ヶ
谷
）
を
同
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

補
佐
役
と
し
て

全
力
を
傾

注

就
任
あ
い
さ
つ

各
種
報
酬
が
次
の
と
お
り
改
正
に
な

り
ま
し
た
。
（
こ
れ
は
、
明
和
村
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
提
案

さ
れ
た
も
の
で
す
。
）

改
正
と
な
る
主
な
も
の
（
）
は
改
正
前

議
長
3
1
万
8
千
円

(
3
0万5
千
円
）

副
議
長
2
4
万
3
千
円

(
2
3万円
）

常
任
委
員
長
2
2
万
5
千
円

(
2
1万
2

千
円
）

議
員
2
2
万
円

(
2
0万7
千
円
）

〔
月
額
平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
〕

県
に
奉
職
。
館
林
保
健
所
、
館
林
土
木

事
務
所
な
ど
で
勤
務
し
、
が
ん
セ
ン
タ

ー
東
毛
病
院
事
務
局
長
を
最
後
に
平
成

七
年
三
月
定
年
退
職
。
こ
の
間
、
県
職

員
労
働
組
合
書
記
長
、
中
央
執
行
委
員

長
等
を
歴
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年

四
月
か
ら
現
在
ま
で
県
立
金
山
総
合
公

園
長
に
在
任
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
十
月
一
日

付
を
も
っ
て
助
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
村
で
生
ま
れ
育
ち
、
村
民
の
か

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
等
の
給
料
が
次
の
と
お
り
改

正
に
な
り
ま
し
た
。
（
こ
れ
は
、
明
和
村

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
け

て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
）

（
）
は
改
正
前

村
長
7
8
万
5
千
円

(
7
5万5
千
円
）

助
役
6
3
万
6
千
円

(
6
2万1
千
円
）

収
入
役
5
9
万
9
千
円

(
5
8万4
千
円
）

教
育
長
5
9
万
1
千
円

(
5
7万6
千
円
）

〔
月
額
平
成
9
年
4
月
1

日
か
ら
適
用
〕

た
が
た
に
お
世
話
に
な
っ
た
者
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
助
役
と
い

う
職
務
を
い
た
だ
き
、
そ
の
職
務
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
状
況
は

大
変
き
び
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

国
民
の
公
費
負
担
が
増
え
て
い
る
中

で
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
、
む
し
ろ
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
危
険
さ
え
あ
り
ま
す
。

私
は
斎
藤
村
長
を
補
佐
し
、
役
場

職
員
と
一
致
協
力
し
て
村
民
の
納
得

の
い
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
、

議
会
議
員
、
区
長
、
各
種
団
体
役
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
全
力
で

努
力
い
た
す
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

村
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長

の
諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正

財
産
の
取
得

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
三
0
万
七
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
0
億
九
九
0
万
七
千
円
に
し

ま
し
た
。

歳
入
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
国
庫
支
出
金
一
八
二
万
八
千
円
〔
一

億
四
五
九
万
九
千
円
〕

◇
県
支
出
金
一
八
六
万
八
千
円
〔
一

億
―
二
、
六
九
八
万
円
〕

◇
繰
入
金
三
八
万
九
千
円
減
〔
二
億

九
、
九
六
一
万
三
千
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
民
生
費
四
万
円
（
群
馬
の
塔
慰
霊

参
拝
団
員
に
対
す
る
助
成
金
〔
六
億

七
、
六
―
二
万
四
千
円
〕

◇
衛
生
費
二
七

0
万
六
千
円
（
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
追
加
等
）

〔
三
億
六
九
五
万
八
千
円
〕

◇
教
育
費
五
六
万
一
千
円
（
中
体
連

選
手
派
遣
補
助
金
追
加
等
）
〔
五
億
七
、

0
四
一
万
三
千
円
〕

東
小
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
を

開
設
す
る
た
め
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
機
器
一
式
（
本
体
二
十
一
台
ほ

か
）
を
指
名
業
者
五
社
に
よ
る
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
最
低
入
札
価
格
九
七

四
万
四
千
円
（
消
費
税
含
む
）
で
株
式

会
社
両
毛
シ
ス
テ
ム
ズ
（
桐
生
市
広
沢

平
成
九
年
度

般
会
計
補
正
予
算

全
額
国
庫
負
担
の
最
低
保
障
年
金
制

度
を
創
設
し
、
無
年
金
者
や
低
額
の
年

金
者
を
な
く
す
こ
と
。
基
礎
年
金
に
対

す
る
国
庫
負
担
を
た
だ
ち
に
二
分
の
一

に
増
額
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
全
額
と

す
る
こ
と
。
公
的
年
金
（
老
齢
）
の
支

給
開
始
年
齢
は
原
則
六
十
歳
と
す
る
こ

と
。
（
抜
粋
）

義
務
教
育
費
国
塵
負
担

制
度
の
現
行
水
準
の

維
持
に
関
す
る
意
見
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
今
後

更
に
縮
小
す
る
こ
と
は
、
地
方
財
政
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
義

務
教
育
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
重
大
な

影
響
を
及
ほ
す
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
村
議
会
は
政
府
に
対
し
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
現
行
水
準

を
維
持
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。（

抜
粋
）

国
民
年
金
等
年
金
制
度
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書

町
）
と
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

(3) 平成 9 年10 月 10 日（金）



一般会計決算

ふるさとつくりに

平
成
八
年
度
の
一
般
会
計
あ
よ

び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定

例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。
主

な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
学
校
結

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
小
学
校
へ

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
導
入
事
業

な
と
の
ほ
か
都
市
基
盤
の
整
備
、

産
業
の
振
興
、
生
活
壊
境
の
整
備
、

保
健
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の

向
上
等
に
努
め
ま
し
だ
。

村 税 15億4,798万9,351 円 (34.5%)

44億8,074万4,764円

依存財源
41.9％）自主財源

58.1% 

地方交付税 10億2,660万6,000円 (22.9%)

繰入金

村 債

諸収入

繰越金

県支出金

国塵支出金

地方譲与税

その他

5億0,858万1,268円 (11.4%)

2億5,370万0,000円 (5.7%)

2億2,247万5,212円 (4.9%)

2億1,377万2,459円(4.8%)

2億0,764万9,249円 (4.6%)

1億6,536万2,392円 (3.7%)

1億3,317万3,000円 (3.0%)

2億0, 143万5,833円 (4.5%)

（億円） 15 10 5
 

゜

平
成
八
年
度
は
、
景
気
が
今
―
っ

上
向
き
と
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
こ
で
、
国
で
は
前
年
同
様
、
景

気
浮
揚
策
と
し
て
、
制
度
減
税
な
ど

の
内
需
拡
大
策
の
諸
施
策
を
講
じ
、

景
気
の
浮
揚
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
人
口
の
高
齢
化
、

国
際
化
に
お
け
る
我
が
国
の
役
割
分

担
等
、
責
任
の
増
大
な
ど
、
流
動
的

な
内
外
経
済
等
の
推
移
に
即
応
し
、

そ
の
機
動
的
、
弾
力
的
運
用
を
図
り
、

以
前
に
も
増
し
た
弾
力
的
な
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
例
外
で
な

く
、
上
向
か
な
い
景
気
の
中
で
、
よ

り
一
層
の
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
従

米
か
ら
の
計
画
的
か
つ
、
重
点
的
な

財
源
配
分
等
、
長
期
的
展
望
に
た
っ

て
の
財
政
運
営
に
よ
り
、
村
民
だ
れ

も
が
豊
か
さ
と
生
き
が
い
を
感
じ
、

誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
、

村
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
平
成

明
和
村
長

斎
藤
憲

八
年
度
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
事
業
や
土
地
改
良
事
業
、
小
学
校

へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業
等
の

ハ
ー
ド
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
の
ソ

フ
ト
事
業
を
取
り
入
れ
な
が
ら
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
重
点
事
業
に

つ
き
ま
し
て
も
、
従
来
か
ら
実
施
し

て
い
る
事
業
で
は
、
質
お
よ
び
量
と

も
確
保
し
な
が
ら
村
道
の
整
備
等
都

市
基
盤
の
整
備
、
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
等
の
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境

の
整
備
、
保
健
福
祉
の
向
上
、
教
育

文
化
の
向
上
等
一
層
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
村
政
を
推
進
し
、
所
期
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
員
の
皆
様

が
た
を
は
じ
め
と
し
、
村
民
各
位
の

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
指
導
、
ご

協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
、
こ
こ
に
平
成
八
年
度
の
決

算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

決
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
八
年
度

平成 9 年10 月 10 日（金 (4) 



平成 8 年度

誇りと愛着のもてる

教育費 10億3,485万6,994円 (24.4%)

総務費 7億8,805万3,165円 (18.6%)

民生費 5億9,346万8,733円 (14.0%)

土木費 5億7,224万1,233円 (13.5%)

農林水産業費 4億3,021万0,633円 c10.1%)I (\ 42億3,875万0,010円

衛生費 3億0,343万5,643円 C 7.2%) 

公債費 2億3,222万2,649円 C 5.5%) 

消防費 1億8,738万6,567円 C 4.4%) 

議会費 7,536万8,485円 C 1.8%) 

その他 2,150万5,908円 C 0.5%) 
w 0.3 アo

゜
5 10 

村民 1 人当たりの収入と支出（平鴨門噌翡久見在）

村民 1 人が負担した税金

134,889円

村民 1 人に使われたお金

369,358円

15 （億円）

村民税

53,238円

固定資産税

71,832円

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費

員冨
軽自動車税 村だばこ税

1,318円 4,028円

三乙
(5) 平成 9 年10 月 10 日（金）

特別土地

保有税

4,473円
¥¥ l 

ヽ

6,567円 68,670円 51 ,714円 26,441 円 37,488円

` ど 皇⑳ 瓢
土木費

49,864円

梵？ ; 

消防費 教育費 公債費

16,329円 90, 176円 20,235円

芦會乙

その他

1,874円



一般会計決算 主な事業
万円未満四捨五入

このような事業に使われましだ

教育費

小学校費（コンピュータ導入事業な

ど） 1 億245万円

中学校費（北校舎廊下等補修工事な

ど） 6,029万円

幼稚園費 4,426万円

社会教育推進事業（各種学級開講、

青少年育成事業、公民館事業など）

3,402万円

ふるさと産業文化館費（ふるさとの

広場A ゾーン建設工事など）

1 億5,391万円

図書館費 3,688万円

保健体育事業（各種教室、大会の開

催、体育施設の充実） 1,955万円

海洋センター費 5,825万円

学校給食センター建設事業

4 億650万円

総務費

行政診断業務委託料 361万円

オフトーク通信電話回線使用料

2,047万円

本庁舎一階空調設備改修工事

交通安全対策事業

726万円

728万円

自治振興事業 1,113万円

幼児教育施設建設基金などの積立金

4 億312万円

全棟蒙屋調査業務委託料など
1,955万円

選挙費（衆議院議員） 556万円

民生費
村社会福祉協議会補助金 875万円

国民健康保険特別会計繰出金

957万円

国民年金費 1 億9,787万円

ホームヘルプサービス事業委託料

1,063万円

デイサービスセンター管理運営委託

料 1,160万円

特別養護老人ホーム入所委託料

2,907万円

老人保健特別会計繰出金

3,608万円

障害者福祉事業 1,314万円

医療福祉事業 2,813万円

老人福祉センター運営事業

児童手当関係費

保育園運営費

1,463万円

1,064万円

1 億896万円

土木費
道路維持補修事業 6,772万円

道路橋りょう新設改良事業

3 億4,941万円

公共下水道全体計画作成業務委託料

950万円

公園費（桜並木路整備事業など）

3,967万円

村営住宅上江黒団地トイレ水洗化工

事 433万円

農林水産業費

農業委員会費 936万円

農業振興費（流通園芸振興事業「群

馬の果樹」生産振興体制強化事業補

助金など） 4,481万円

農地費（新生産調整推進対策特別基

盤整備事業、村単独事業水路工事、

ふるさと農道緊急整備事業道路改良

工事、水田農業確立排水対策特別事

業負担金など） 3 億4,061万円

衛生費
邑楽館林医療事務組合負担金

3,843万円

邑楽館林医療事務組合出資金

983万円

母子保健・老人保健事業（各種予防

接種および検診など） 3,519万円
合併処理浄化槽設置補助金

1,688万円

水道事業会計繰出金 5,000万円

廃葉物収集運搬、焼却処分委託料な

ど 5,344万円

館林衛生施設組合負担金

3,219万円

公債費
長期債償還元金

長期債利子

1 億2,745万円

1 億437万円

ー消防費

館林地区消防組合負担金（常備・非

常備・施設費） 1 億7,890万円

災害対策費 849万円

議 会 費
議会費 7,537万円

商 工 費
商工会助成金 700万円

商工会融資利子補給金 150万円

商業設備近代化資金貸付金

124万円

諸支出金

土地開発基金利子繰出金 152万円

平成 9 年10 月 10 日（鉗 (6) 



平成8年度

特別会計決算

老人保健
歳入 6 億6,906万3,351 円

歳出 6 億6,475万1,224円

差し引き 431万2,127円

老人保健は、お年寄りの健康を守

るための事業です。

歳出の99.0％を占める医療費は、

高齢化社会を反映して老人人口の増

加や入院医療費の増加により、前年

度に比べ約 1 億355万円（18.7%) の

増加となりました。

I 

国民健康保険
歳入 6 億2,475万8,114円

歳出 5 億6,045万2,043円

差し引き 6,430万6,071 円

国民健康保険は、村民の皆さんの

健康を守る事業です。

歳出の大部分を占める医療費の伸

びは、年間で前年比14.2％の増加と

なり、高齢化が進む中にあって保険

給付支出が前年を上回りました。

水道事業

◇収益的収支（税込）

収入 1 億9,411万3,333円

支出 1 億2,266万7,656円

純利益 7,144万5,677円

水道料金などの収入に対して、電

気料金・修繕費などの支出が下回り、

純利益（税込）となりました。

第 6 回明和村納涼祭収入支出決算報告書
（単位円）

◎収入合計 6,294,852 ◎支出合計 5,185,436 
前回繰越金 1,296,442 舞台費 3,150 

明和村補助金 2,500,000 電源電灯工事 319,765 

寄付金 2,441,700 音響設備費 80,000 

一般住民 663,700 出演料 52,500 

運営委員 320,000 会議費 9,482 
内 明和村 50,000 通信費 22,400 

訳 明和村議会 50,000 消耗品賛 1,171,688 

商工会員 1,041,000 広報費 29,190 

一般企業等 317,000 会場賄い費 981,133 

雑入 56,710 花火経費 1,500,000 

クリーニング料 171,257 

◎次回繰越金 1, 109,416 抽選会 380,780 

ちびっ子広場設置関係費415,356

ご協力ありがとうござしヽました。 お神興保険料 21,310 

損害保険料 27,425 

(7) 平成 9 年10 月 10 日（金）

◇資本的収支（税込）

収 入 2 億円

支出 3 億5,695万2,697円

差し引き • 1 億5,695万2,697円

資本的収入額（企業債および出資

金）が資本的支出額（第 4 次拡張事

業など）に対して不足する額は、過

年度分損益勘定留保資金6,778万8,064

円、建設改良積立金7,200万円、減債

積立金611万4,723円、過年度分消費

税資本的収支調整額711万8,082円お

よび当年度分消費税資本的収支調整

額393万1,828円で補てんしました。

主な事業は、第 4 次拡張事業の最

終年にあたり、計装盤・中央監視・

自家発電装置等の設置工事を行うと

ともに、配水管の布設工事など長期

的展望にたった県表流水の受け入れ

体制の整備等、上水道の安定供給を

図るため実施しました。

10月は土地月閻です

土地は、私たちにとって限られ

た貴重な資源であり、日常生活や

経済活動に不可欠な基盤です。

そこで、土地についての基本理

念や土地の問題に関心を高め、理

解を深めていただこうとこの月間

か定められました。

土地を売買するときは、まず地

価公示・地価調査価格を調べまし

ょう。国では 1 月 1 日現在の地価

公示価格を、県では 7 月 1 日現在

の地価調査価格を毎年発表してい

ますので、売買の目安としてくだ

さしヽ。

地価公示・地価調査価格は、役

場都市開発課で閲覧できます。

※詳しくは、役場都市開発課合 (84)

3111へお問い合わせください。



9
月
3
日
現
在
の
行
政
区
別
無
事
故

・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
の
結
果
で
は
、
昨
年
同
期
に
比

べ
て
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
に
よ
る

違
反
件
数
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
は
、
本
人
の
自
覚
さ
え
あ

れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
転
者

と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
自
覚
し
、
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
せ
ず
、
ほ
か
の
運
転

者
に
も
飲
酒
運
転
防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
事
故
の
な
い
明
る
い
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
事
故
や
違
反
の
少
な
い
ベ
ス

ト
順
位
や
、
多
い
ワ
ー
ス
ト
順
位
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
平
成
9
年
1
月
1
日1

9

月

3
日
）

順位 行政区 違反率

1 干津井 11 36 

ベ 2 川俣 15 23 
ス 3 新里 22 95 
卜 4 田島 23 41 
5 南大島 33 97 
1 上江黒 80 71 

] 2 斗合田 57 74 
3 江口 56 25 

卜 4 大輔 52 22 
5 須賀 52 21 

行
政
区
別
無
事
故
無
違
反
中
間
報
告

飲
酒
運
転

違
反
が
増
加

群
馬
県
企
業
局
が
千
代
田
町
に
建
設

を
進
め
て
い
る
東
部
地
域
水
道
用
水
供

給
事
業
は
、
1
0
月
か
ら
一
部
給
水
が
始

ま
り
ま
す
。

利
根
川
を
水
源
と
し
て
取
水
し
、
当

面
は
館
林
市
、
板
倉
町
、
明
和
村
、
千

代
田
町
、
邑
楽
町
の
5
市
町
村
に
供
給

さ
れ
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
、
本
年
5
月
よ
り

地
下
水
を
水
源
と
し
て
給
水
を
開
始
し

ぃ
心
を
汀
ょ
う

て
い
る
南
大
島
浄
水
場
で
受
け
入
れ
、

地
下
水
と
併
せ
た
給
水
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
適
正
な
水
需
要
の
把
握
に
努

め
、
将
米
に
わ
た
り
安
定
し
た
水
の
供

給
を
し
て
い
き
ま
す
。

1
0月
か
ら
結
水
開
始

地
下
水
か
ら

一
部
表
流
水
へ

表流水を受け入れる

南大島浄水場配水池

（
東4
)
▽
河
内
山

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
村
審
査
が

9
月
1
0
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、

県
審
査
に
臨
む
小
学
生
1
0
点
、
中
学

生
1
0
点
の
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
県
選

挙
管
理
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
、
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

村
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
者
と
東

・
西
小
学
校
、
中
学
校
の
美
術
関
係

の
教
員
ら
が
審
査
に
あ
た
り
、
あ
ら

か
じ
め
各
校
単
位
で
選
考
し
た
小
学

校
8
4
点
、
中
学
校
2
0
点
の
中
か
ら
次

の
か
た
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

圏
小
学
生
の
部

▽
佐
瀬
友
紀
奈

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

高
齢
運
転
者
の
保
護
を
図
る
た
め
、

7
5
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
で
、
身
体

的
機
能
の
低
下
に
よ
り
自
動
車
の
運

転
に
影
響
を
及
ぽ
す
恐
れ
が
あ
る
と

自
ら
判
断
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

普
通
自
動
車
の
前
面
お
よ
び
後
面
に

下
記
の
標
識
を
付
け
て
普
通
自
動
車

を
運
転
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

1
0
月

3
0
日
か
ら
道
路

交
通
法
の
部
が
改
正

知
幸
（
西
l
)
▽
古
賀
亮
平
（
西
2
)

▽
駒
宮
秀
憲
（
西
2
)
▽
二
瓶
梢
（
西

2
)
▽
澤
浦
薫
（
西
2
)
▽
植
田
馨

（
西4
)
▽
高
橋
佑
丞
（
西
5
)
▽
本

澤
美
幸
（
西
5
)
▽
吉
永
俊
彦
（
西

6

)

 
0
中
学
生
の
部

▽
坂
上
智
恵
美
（
中

1
)
▽
多
田
愛

（
中1
)
▽
粟
津
梨
沙
（
中
1
)
▽
立

木
久
美
子
（
中

1
)
▽
石
村
佳
菜
子

（
中2
)
▽
清
水
由
香
理
（
中
2
)
▽

田
口
真
代
（
中
2
)
▽
高
橋
彩
子
（
中

3
)
▽
田
邊
美
由
紀
（
中

3
)
▽
新

井
祐
子
（
中
3
)

周
囲
の
運
転
者
は
、
こ
の
標
識
を
付

け
た
自
動
車
に
幅
寄
せ
や
割
り
込
み

運
転
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

20 

点

県

選
挙
啓
発
ポが

審
ス

査タ

I ヘ
高齢運転者標識

平成 9 年10 月 10 日（金） (8) 



中小 企 業者 . 勤労者向け

融資制度を活用してみませんか

商工業経営において、規模を拡大したり経営改善を図ろうとしたりする場合、また勤労者

が生活の安定に必要な場合には必ず多額の資金が必要となります。そこで、村等では中小企

業者・勤労者向け資金を、その目的に応じて用意していますので、役場経済課または商工会

に相談してください。

皆さんのご利用をお待ちしています。なお、融資制度は下表のとおりです。

制度名 融資対象 資金使途 融資限度額 融資期間 利 率 申込期間 取扱金融機関 申込先 備 考

①村内に店舗、工場又
運転 4 年以内

は事業所を有する者
（内据置 6 か月）

年間随時 ①銀行
保証料がかか I)

②小売業・サービス業 運転資金 700万円 ②信用金庫 取扱
小口資金

③卸売業 設備資金 以内
年3.6％以内

予定枠に達し ③信用組合 金融機関
ます

④その他の業種
設備 6 年以内

たとき締切る ④商工中金
保証人を付ける

⑤中小企業団体
（内据置 6 か月）

①村内で同一業種を 3 ①店舗の増改築・店 保証料がかかり
年以上営む者 舗内施設の新設・ ます

②資本金 1 億円以下、 改善のための資金 年間随時 ①銀行 保証料の1/2を村
中小企業設備 従業員300人以下の会 ②企業の近代化・合 500万円 5 年以内

年3 1 ％以内
②信用金庫 取 扱で補助、利子の

近代化資金 社個人 理化に必要な機械 以内 （内据置 1 年以内） 予定枠に達し ③信用組合 金融機関 1/3(3 年以内）を
設備 たとき締切る ④商工中金 村で補助

③公害防止の設備資 保証人 2 名を付

金 ける

①村内で卸、小売業を ①店舗の新築、増改
①10年以内

営む者 築 年間随時 ①銀行
商業設備 ②小売業・サーピス業 ②店舗の増改築・駐 2,000万円

（内据置 1 年以内）
②信用金庫 取 扱保証人等は金融

近代化資金 ③卸売業 車場設置 以内
年3.1 ％以内

予定枠に達し ③信用組合 金融機関 機関と協議
③店内外施設の改造

②③ 7 年以内
たとき締切る ④商工中金

増設
（内据置 1 年以内）

①村内に主たる事業所 ①労働環境整備の新
を有する者 設、増改築資金

①銀行
②小売業・サービス業 ②施設購入資金 年間随時

労働環境 ③卸売業 ③土地取得整備資金 10年以内
②信用金庫

取 扱 i躊付は年0.4%
整備資金 ④鉱業・建設業・製造 ④設備備品購入（改

3,000万円
（内据置 1 年以内）

年2 5％以内
予定枠に達し

③信用組合
金融機関 下げとなる

業・運輸通信業・ガ 造）資金 たとき締切る
④商工中金

ス・不動産業等
⑤労働金庫

⑤中小企業団体

①村内に 1 年以上居住 ①②冠医療婚葬費祭費し同一事業所に 1 年
1 世帯

年間随時
①群銀明和支店

勤労者 以上継続して勤務し ③教育費 取扱 保証人、担保は
生活資金 ている者 ④耐久消費財購入費

100万円 5 年以内 年3.3%
予定枠に達し

②館信明和支店
金融機関 金融機関と協議

②村税を完納している ⑤その他村長が必要
以内

たとき締切る
③労金館林支店

もの と認めるもの

推

進

月

間

国民年金キャラクター

舞ちゃん

で

す

1
1
月
は
国
民
年
金
制
度

1
1月
6

日
か
ら

1
2日
ま
で
は
、
『
明

日
の
あ
な
だ
を
考
え
て
・
・
・
年
金

は
あ
な
だ
が
主
人
公
で
す
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
、
全

国
統
一
の
「
年
金
週
間
」
で
す
。

今
や
、
日
本
は
世
界
一
の
長
舟
国

で
す
。
2
1
世
紀
に
向
け
、
本
格
的
な

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

公
的
年
金
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

公
的
年
金
は
、

若
い
現
役
世
代
が

1
1月
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
年
金

を
身
近
な
も
の
と
考
え
、
国
民
年
金

制
度
の
意
義
や
役
割
を
よ
り
正
し
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
国
民
年

金
制
度
推
進
月
間
」
で
す
。

期
間
中
は
、
県
と
市
町
村
が
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
通
じ
て
，
、
皆
さ
ん
に

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
理
解
を
呼
び

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

忙
し
い
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
将

米
の
こ
と
を
考
え
る
時
間
は
な
か
な

保
険
料
を
負
担
し
て
高
齢
者
の
生
活

を
支
え
、
現
役
世
代
が
年
を
と
っ
た

と
き
に
は
次
の
世
代
が
支
え
る
、
「
世

代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
公
的
年
金
制
度
が

十
分
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
私
た
ち
み
ん
な
で
年
金
を

支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

年
金
は
、
あ
な
た
が
主
人
公
な
の

で
す
。

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

老
後
や
年
金
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん

も
交
え
ご
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

r

年
金
週
間

L

で
す

1
1月
6

日
床
か
ら
1
2日
困
ま
で
は

(9) 平成 9 年10 月 10 日（金）



むらの ゎ
新たな決意を胸に

明和村成人式

小
雨
の
降
る
中
、
9
月

2
3
日
に
4
3
回
目
の
成
人
式

が
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

で
挙
行
さ
れ
、

1
8
3
名
の
か

た
か
法
律
的
に
も
杜
会
の

一
員
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
昭
和
3
3
年

か
ら
続
く
こ
の
成
人
式
を

男
性
代
表
答
辞

町
田
学
さ
ん

身
近
な
情
報
を
あ
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

C
⑬
3
1
1
1

家
族
同
様
、
先
祖
へ
の
敬
慕
の
念

を
忘
れ
な
い
た
め
に
秋
分
の
日
で

も
あ
る
9
月
2
3
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ

式
典
で
は
、
簡
素
で
清
楚
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
と
ワ

イ
シ
ャ
ツ
で
身
を
包
ん
だ
新
成
人

者
が
村
長
ら
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
、
「
人
生
の
先
輩
か
ら
の

教
訓
と
し
て
心
に
刻
ん
で
い
き
た

い
」
「
目
標
を
高
く
掲
げ
て
地
域
と

社
会
全
体
の
発
展
の
た
め
に
努
力

し
ま
す
」
と
新
た
な
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

18 種目に心地よい汗
総合福祉スポーツ大会

総
合
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
9
月

2
1
日
、
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
、
参

加
し
た
お
年
寄
り
や
身
体
障
害
者
、

母
子
・
寡
婦
家
庭
の
人
た
ち
約
3
5

0
人
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
、
体
力

づ
く
り
と
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
福

祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
今

回
が
1
8
回
目
。

三
ツ
玉
リ
レ
ー
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

競
争
、
玉
入
れ
な
ど
1
8
種
目
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
進
め
ら
れ
、
参
加
者
は
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

だ• L~ 

女
性
代
表
答
辞

阿
部
美
奈
子
さ
ん

9

し

ー
1
(
9／

．
づ
ー
‘
]

-
”
て
i
L

バ

縄文時代の深鉢なと展示
矢島遺跡発描速報展

矢
島
遺
跡
発
掘
調
査
で
新
た
に
発
見

さ
れ
た
土
器
や
石
器
な
ど
を
展
示
し
た

矢
島
遺
跡
発
掘
速
報
展
が
、
8

月
2
3
日

か
ら
2
9
日
ま
で
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

約
3
0
0
人
か
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
農
道
緊
急
整
備
事
業
に
伴

い
同
遺
跡
東
地
区
を
昨
年
1
1
月
か
ら
今

年
1

月
ま
で
発
掘
調
査
し
た
も
の
で
す
。ふか

展
示
室
に
は
、
縄
文
時
代
後
期
の
深

ば
ち
つ
印
せ
き
ふ

鉢
や
壷
、
石
斧
な
ど
3
5
7
点
の
ほ
か
、

ど
こ
う
ぼ

新
た
に
出
土
し
た
土
壊
墓
な
ど
の
写
真

パ
ネ
ル
も
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
発
掘
作
業
を
担
当
し
た
川
島

正
一
さ
ん
が
、
会
場
で
展
示
品
の
解
説

を
行
い
、
訪
れ
た
か
た
は
熱
心
に
見
人

っ
て
い
ま
し
た
。

平成 9 年10 月 10 日（金） (10) 



館林商工に 1 年留学
米国のデイブさん

役場に訪れたデイブさん（左から 3 人目）

1
年
交
換
留
学
生
と
し
て
9
月
か
ら
館

林
商
工
高
等
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た

米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
の
デ
イ
ブ
・
ギ
ャ
ソ
ウ

ェ
イ
さ
ん
⑰
が
8
月
2
6
日
、
関
係
者
と
役

場
を
訪
れ
、
斎
藤
村
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

デ
イ
ブ
さ
ん
は
、
館
林
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
来

日
し
約
6
ヵ
月
間
、
梅
原
の
山
野
井
文
治

さ
ん
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
通
学

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
野
井
さ
ん
宅
の
理
恵
さ
ん
聞

は
8
月
か
ら
1
年
間
米
国
へ
留
学
し
、
デ

イ
ブ
さ
ん
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
ま

す
。
デ
イ
ブ
さ
ん
は
「
外
国
の
文
化
を
体

験
し
、
自
国
で
そ
の
経
験
を
生
か
し
た
い
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

地震発生を想定して
非常召集訓練

第
2
5
回
邑
楽
・
館
林
ブ
ロ
ッ
ク
の
福

祉
パ
レ
ー
ド
が
9
月
3
日
に
開
か
れ
、

知
的
障
害
を
持
つ
か
た
や
そ
の
家
族
な

ど
が
、
知
的
障
害
に
つ
い
て
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
中
央
公
民
館
で
村
長
、

村
議
会
議
長
、
教
育
長
、
村
内
関
係
者

な
ど
約
5
0
人
が
出
迎
え
ま
し
た
。

村
の
心
身
障
害
児
療
育
父
母
の
会
会

長
の
宮
崎
敬
次
さ
ん
が
、
斎
藤
村
長
に

「
共
に
生
き
、
共
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
実
現
に
は
な
お
道
遠
く
、

障
害
者
と
そ
の
家
族
は
さ
ら
に
決
意
を

新
た
に
尽
力
を
誓
い
ま
す
」
と
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
期
間
中
の
9

月
2
2
日
、
村
交
通
対
策
協
議
会
で
は

田
島
地
内
で
村
の
特
産
品
の
梨
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
配
布
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
な
ど
の
街
頭
指
導
を
行
い
ま

し
た
。

村
安
全
協
会
婦
人
部
、
館
林
警
察

署
の
協
力
を
得
て
、
県
道
を
通
過
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
事
故
ナ
シ
、
違
反

ナ
シ
を
願
い
、
8
0
個
余
り
の
梨
（
豊

水
）
と
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
車
内
で
の
二

次
衝
突
を
防
ぎ
、
危
険
な
車
外
放
出

を
防
ぎ
ま
す
の
で
必
ず
着
用
し
ま
し

よ
、
つ
。-i ヽ•

村
で
は
、
防
災
週
間
中
の
8
月
3
0
日

早
朝
、
抜
き
打
ち
で
村
職
員
等
の
非
常

召
集
訓
練
を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
、
職
員
等
が
防
災
に
対
す
る

責
任
の
自
覚
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。
震

度
5
弱
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
午
前
6
時
に
災
害
対
策
本
部
を
役
場

に
設
置
し
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
等
で
非

常
召
集
。
召
集
対
象
者
は
、
村
職
員
係

長
、
消
防
団
分
団
長
以
上
な
ど
6
3
人
で
、

こ
の
う
ち
5
1
人
が
3
0
分
以
内
に
徒
歩
や

自
転
車
、
自
動
車
で
登
庁
し
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
は
「
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
被
害
状
況
を
調
査
し
て
、
被
害
が

最
小
限
に
な
る
よ
う
に
活
躍
を
期
待
し

ま
す
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

共に楽しむ地域社会を
福祉／＼゜レード

事故ナシ願い梨を配布
シートベルト着用指導

(11) 平成 9 年10 月 10 日（金）



いつまでもお元気で
高齢者宅を訪問

村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

9
月

5

日
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
8
5
歳
以

上
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
敬
老
慰
問

を
行
い
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
、
瀬
下
社
会
福
祉
協
議

会
長
ら
関
係
者
が
東
、
中
、
西
地
区

の
3
班
に
分
か
れ
て
、

1
6
6
人
（
男
5
7

人
、
女
1
0
9
人
）
の
自
宅
を
訪
問
し
、

敬
老
年
金
や
記
念
品
を
贈
り
長
痔
を

祝
い
ま
し
た
。

村
内
最
高
齢
者
の
細
田
金
次
郎
さ

ん
は
、
斎
藤
村
長
か
ら
「
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
さ
れ
る
と
「
大
変
あ
り
が
た

い
で
す
」
と
こ
た
え
、
若
い
頃
の
思

い
出
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

新鮮な野菜を食卓に
農産物直売所が完成

新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
提
供
す
る
農

産
物
直
売
所
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
北

側
に
新
築
さ
れ
1
0
月
1
日
、
新
装
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

2
年
前
か
ら
、
野
菜
直
売
所
と
し

て
保
健
セ
ン
タ
ー
の
駐
輪
場
で
開
店

し
て
い
ま
し
た
が
、
一
層
充
実
し
た

農
業
の
振
興
を
目
指
す
た
め
に
こ
の

施
設
を
建
設
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
直
売
所
で
は
、
毎
週
水
•
土

曜
日
の
午
後
1
2時
3
0
分
か
ら
2
時
ま

で
、
取
り
た
て
の
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、

ネ
ギ
、
切
り
花
な
ど
多
様
な
季
節
の

滅
農
薬
野
菜
等
を
安
く
販
売
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

農 産 物 直 売 所

優良道路愛護団体を表彰

千江田地区・都築鋼産（桐・明和中

•--••一·-^”m r 
•一・

平
成
9
年
度
優
良
道
路
愛
護
団
体
等

の
表
彰
式
が
9
月
1
7日
、
群
馬
県
民
会

館
で
行
わ
れ
、
本
村
で
は
千
江
田
地
区

道
路
愛
護
会
、
都
築
綱
産
昧
（
下
江
黒
）
、

明
和
中
学
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

千
江
田
地
区
道
路
愛
護
会
（
代
表
・

密
井
奎
二
さ
ん
）
は
、
公
共
マ
ナ
ー
啓

発
の
た
め
に
住
民
参
加
に
よ
る
道
路
の

維
持
保
全
を
行
っ
て
い
ま
す
。
都
築
綱

産
抹
は
、
工
場
開
設
以
来
1
0
年
に
わ
た

り
毎
月
1
回
、
東
北
道
両
側
側
道
の
ゴ

ミ
拾
い
・
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
明
和
中
学
校
は
、
年
2
回
学
校
周

辺
の
道
路
を
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て

清
掃
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

敬老の日に歌謡ショー
老人福祉センター

• •『・"-·

敬老の日符別企画山誦洋子ショ
. -c-ｷ :.. 

~.ら·‘認— r:ヤ

敬
老
の
日
の
9
月

1
5日
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
歌
手
の
山
崎
洋
子
さ

ん
を
迎
え
て
、
特
別
企
画
歌
謡
シ
ョ

ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
訪
れ
た
約

2
0
0
人
の
お
年
寄

り
は
、
。
フ
ロ
の
歌
声
に
耳
を
傾
け
な

か
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
後
、
明
和
駐
在
所
の

須
田
所
長
が
お
年
寄
り
の
交
通
事
故

が
急
増
し
て
い
る
た
め
、
交
通
安
全

講
話
を
行
い
ま
し
た
。
「
お
年
寄
り
の

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
守
り
初
心
に
帰
っ
て
注
意

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

平成 9 年10 月 10 日(~ (12) 
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参加しよう健塵教室
〈高脂血症教室〉
●対象者 総コレステロールや中性脂肪の高いかた

●血液検査も行います。

1 日目 9:30 体重、血圧測定

11 /17（月）
5 講話「高脂血症を防ぐ食事①」
12:00 1本脂肪測定、悟l別相談

2 日目 13:30 講話「こわい高脂血症」

12/12（金）
5 

講話「高脂血症を防ぐ日常生活」15:30 

体重、 1本脂肪測定、血液検査

3 日目 9:00 朝食、ビデオ上映

2/10（火）
s 

講話「高脂血症を防ぐ食事②」13:30 
調理実習、 1郡別相談

〈糖尿病予防教室〉
●対象者 血糖の高いかたまたは家族に糖尿病の人がいる

かた、肥満のかた

●血液検査も行います。

1 日目 13:00 体重、血圧測定、検尿、血糖検査

11/25（火）
5 

講話「恐い糖尿病」 1本脂肪測定15: 00 

2 日目 13: 30 ダンベル1本操実習

5 健康ワンボイントアドバイス
12/18（木） 15: 30 「肥満を防ごうj

3 日目 13:30 
5 講話「食事について」

1/14（水） 15:00 

4 日目 9:30 体重、血圧測定、検尿、血糖検査

2/13（金）
5 

調理実習、体脂肪測定、まとめ14:00 

〈育児学級〉
●対象者 2 歳児親子

1 日目 13:30 オリエンテーション、自己紹介

5 講話「楽しみなガら子育てを．／」
11 /17（月） 15:00 手づくりあやつ試食、交流

講言舌「子どもの好きな食べ物には

危険ガいつばい」

2 日目 10: 00 親子ふれあいタイム

12/8（目）
s 

「力らだを使って遊ほう」11 : 30 
手づくりあやつ試食、交流

育児ワンポイント戸ドバイス

村では、高脂血症教室やダンベル体操教室等を下

記のとあり開催します。参加費は無料で、会場は保

健センター等を予定しています。興昧のあるかだも

参加できますので、受講を希望されるかだは10月24

日（金）までに、保健センターヘあ申し込みください。

〈骨粗しょう症予防教室〉
●対象者 骨粗しょう症検診受診者

1 日目 13:30 骨粗しょう症検診結果説明

10/28（火）
5 講話「骨粗しょう症の発症のメカ
15:30 ニズムと予防」

2 日目 13:00 講言舌「骨組しょう症を防ぐ食事」

11 /7（金）
5 

悟l別相談15:00 

3 巳目 10ｷ00 運動実技

11 /13（木）
s 

「運動をして骨を丈夫にしよう」12: 00 

4 日目 10: 00 調理実習「カルシウムの吸収率を

12/12（金）
5 

高める食事」13: 00 

〈ダンベル体操教室〉
●ダンベル体操とは、鉄アレイのようなもの（自分に合っ

た重さのもの）を持って行う運動で、運動経験のないか

たでも手軽にできます。

●肥満、高脂血症、糖尿病、貧血、骨粗しょう症、便秘、

肩こり、腰痛予防に特に効果があります。

●対象者一般成人、先着 30名

1 日目 13:30 身長、体重、皿王測定、オリエンテーション

11/27（木）
5 講話「運動の意義」
16: 00 ウォーキング実習、 1本脂肪測定

健康ワンボイントアドバイス
2 日目 13:30 「肥満を防ごう」

12/18（木）
5 

講話「ダンベ）レ｛本操の意義」15: 30 
ダンベル1本操実習

3 日目 13: 30 健康ワンポイントアドバイス

1/29（木）
5 「乳製品をとろう」
15:30 ダンベル1本操実習

4 日目 13:30 健康ワンポイントアドバイス

2/5（木）
5 「減塩の工夫」
15:30 ダンベル1本操実習

5 日目 13: 15 1本重測定、グ）レープワーワ

3/19（木）
5 

ダンベル1本操実習、 1本脂肪混l定16. 00 

(13) 平成 9 年10 月 10 日（金）



優勝した一般男女の皆さん

◇
中
学
生
男
子
の
部

優
勝
武
田
祐
太
•
原
島
哲
也

準
優
勝
奈
良
幸
明
・
橋
本
達
也

3
位
新
井
啓
介
・
小
菅
康
昭

3

位
中
村
篤
史
・
奈
良
純
一

◇
中
学
生
女
子
の
部

優
勝
奈
良
浩
美
・
砂
賀
美
里

準
優
勝
石
橋
絵
美
・
小
池
絵
理

—
-]1

i 

こ

優勝した中学生男女の皆さん

第

2
3
回
村
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

◇
男
子
の
部

優
勝
江
川
博
幸
・
川
辺
秀
幸

準
優
勝
牧
日
俊
行
・
大
松
良
痔

3

位
書
上
文
博
・
江
森
大
介

3
位
坂
村
高
洋
・
山
岸
慎
吾

◇
女
子
の
部

優
勝
江
森
真
理
子
・
佐
藤
千
鶴
子

準
優
勝
今
成
喜
美
枝
・
武
井
玲
子

3
位
今
成
公
子
・
今
泉
美
香

第

3

回
村
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

位
清
水
み
き
・
佐
藤
裕
美

3

位
松
崎
美
穂
・
高
瀬
那
実
加

◇
一
般
男
子
の
部

優
勝
木
村
弘
・
堀
越
純

準
優
勝
丸
山
英
通
・
浦
野
健

3

位
新
井
和
彦
・
内
田
一
弘

◇
一
般
女
子
の
部

優
勝
池
田
潤
子
・
小
松
原
有
加

準
優
勝
小
林
綾
乃
・
小
野
章
子

3

位
堀
越
仁
恵
•
吉
田
祐
子

3
『
ロ

3
 

心
優勝した一般男女の皆さん

◇
男
子
の
部

第

4
1
回
村
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

3 3 準優
優

~r 一 ー一
-- ••ハー一位位勝勝

v,  

芦”m 

第
1
2回
村
民
テ
ニ
ス
大
会

（
敬
称
略
）

◇
一
般
男
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

優
勝
高
瀬
浩

丙面E]~
ゴE]而E]

⑳ 

準
優
勝
石
村
正

3
位
豪
佳
弘

◇
＿
般
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
高
瀬
浩
・
塩
谷
敏
彦

準
優
勝
小
林
秀
夫
・
庄
司
泰

3

位
樽
見
武
志
・
豪
佳
弘

◇
一
般
女
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

優
勝
平
野
裕
子

準
優
勝
豪
路
子

3
位
石
村
加
津
美

◇
一
般
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
平
野
裕
子
・
豪
路
子

準
優
勝
新
村
陽
子
•
井
上
玲
子

3

位
坂
村
登
美
江
・
持
田
秀
子

一王手、

優勝した「須賀」

須
賀

大
佐
貫

新
里

中
谷

第

1
6
回
村
民

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

社会体育館

合(84)4626

洒洋センター

合(84)5511

....... 

優勝した男女の皆さん

優勝した「リリーズ」 優勝した「 F ・モンキーズ」

優
勝

F

・
モ
ン
キ
ー
ズ

準
優
勝

A
B
C
S

◇
女
子
の
部

優
勝
リ
リ
ー
ズ

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

3

位
ウ
ィ
ン
グ
ス

平成 9 年10 月 10 日（金） (14) 



優
勝
マ
ー
ベ
ラ
ス

準
優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

第

1
2
回

村
長
杯
野
球
大

会

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗
争
鳶
リ
ー

グ
戦
が
4
月
2
4
日
か
ら
9
月
4
日
ま
で

の
夜
間
、
小
・
中
学
校
校
庭
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

7

チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
結
果
、
成
績
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

優
勝
フ
レ
ン
ド
ソ
フ
ト

準
優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

3

位
江
口
愛
好
会

第
1
3回
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
旗
争
奪
リ
ー
グ
戦

西
小
の
ち
び
っ
こ
野
球
チ
ー
ム
の
誕

生
で
す
。
9
月
1
日
を
区
切
り
に
新
チ

ー
ム
「
明
和
西
ウ
ル
ト
ラ
ナ
イ
ン
ズ
」

を
結
成
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
チ
ー
ム
結
成
に
伴
い
、
小
学
生

ら
し
い
伸
び
伸
び
し
た
元
気
な
楽
し
い

ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
活
動
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

多
数
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先

C
闘
2
5
2
2
松
本

”
C

闘
4
8
6
5
片
柳

明
和
西
ウ
ル
ト
ラ
ナ
イ
ン
ズ

入
部
者
を
募
集
し
ま
す

優
勝

準
優
勝

集）

優
勝
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

準
優
勝
役
場
職
員
ク
ラ
ブ

第

1
7
回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

準
優
勝
マ
ー
ベ
ラ
ス

第

5

サ

回
村
民

ッ
カ
大

会

争第

奪 9

野回

球会

大長

会杯

平
成
元
年
十
一
月
二
十
七
日
、
鉄
塔

予
定
地
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
て
い
た

渋
沢
義
雄
さ
ん
は
何
も
出
て
こ
な
い
枯

土
の
層
を
も
う
三
日
も
黙
々
と
掘
っ
て

い
た
。
こ
れ
は
縄
文
時
代
の
地
層
を
切

っ
て
古
墳
時
代
以
降
に
掘
ら
れ
た
南
北

に
走
る
溝
の
中
に
洪
水
で
た
ま
っ
た
粘

土
の
層
だ
っ
た
。
渋
沢
さ
ん
は
突
然
、
「
先

生
I

．
人
の
顔
み
た
い
の
が
出
ま
し
た
」

と
大
声
を
あ
げ
た
の
で
、
私
は
す
ぐ
に

そ
ば
へ
駆
け
寄
っ
た
。
他
の
人
た
ち
も

驚
い
て
皆
集
ま
っ
て
き
た
。
突
然
、
人

の
顔
を
し
た
人
形
の
よ
う
な
物
が
顔
を

出
し
た
の
で
あ
る
。
竹
ベ
ラ
で
て
い
ね

い
に
周
り
か
ら
少
し
ず
つ
掘
っ
て
い
く
。

溝
の
ふ
ち
に
埋
ま
っ
て
い
た
土
偶
（
土

で
で
き
た
人
の
形
を
し
た
も
の
）
の
上もん
よ
う

半
身
だ
っ
た
。
渦
巻
き
の
よ
う
な
文
様

No.26 

[ 発掘された矢島遺跡®]
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
土
偶
は
人
の
心

に
ま
つ
わ
る
事
の
知
ら
れ
る
貴
重
な
遺

物
な
の
で
、
出
土
の
時
の
状
況
が
後
に

問
題
に
な
る
。
慎
重
に
方
向
と
傾
斜
を

計
測
し
、
写
真
を
撮
っ
た
。
頭
の
方
向

は
ほ
ぱ
真
南
で
あ
り
、
三
十
度
南
へ
傾

い
て
い
た
。
こ
の
土
偶
は
そ
の
後
、
選

ば
れ
て
全
国
の
埋
蔵
文
化
財
関
係
の
新

聞
記
事
を
集
め
て
で
き
る
「
月
刊
文
化

財
発
掘
出
土
情
報
」
と
い
う
本
の
平
成

二
年
三
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
の
で
す
。

土
偶
は
信
仰
の
対
象
と
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
女
性
を
表
現
し
た
も
の
が
多

ほ
う
じ
ょ
•
r

＜
、
出
産
や
豊
穣
を
祈
願
し
た
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
縄
文
時
代
の
精
神
生

舌
を
示
す
も
の
は
、
そ
の
他
に
も
耳
飾
、

盆
型
＂

垂
飾
、
腕
輪
な
ど
の
装
飾
品
や
、
＇
儀
式

に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
石
剣
、

石
刀
、
石
棒
、
ど
賓
願
止
呻
ぃ

:
{
m応と

考
え
ら
れ
る
土
版
、
岩
版
、
彩
色
礫
な

ど
が
矢
島
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
精
神
生
活
を
示
す
遺

物
に
は
、
儀
式
な
ど
の
時
に
は
赤
い
色

が
塗
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
縄
文
時
代
の
顔
料
と
し
て
の
赤
に

は
朱
と
ベ
ン
ガ
ラ
の
二
種
類
が
あ
り
、

矢
島
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
中
に

も
、
そ
れ
ら
の
赤
い
顔
料
が
数
千
年
の

時
を
経
て
残
っ
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ

れ
ま
す
。
特
に
発
掘
し
て
い
て
土
の
中

か
ら
出
て
き
た
瞬
間
は
赤
い
色
が
と
て

も
鮮
や
か
で
す
。

ど
こ
う
ぼ

今
回
発
掘
さ
れ
た
も
の
に
土
壊
墓
と

考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
集

落
の
割
合
近
く
に
埋
葬
し
、
小
形
の
深

鉢
や
壺
な
ど
を
副
葬
し
、
埋
め
た
上
に

石
を
い
く
つ
か
置
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

埋
葬
の
穴
の
長
軸
の

方
向
は
ほ
ほ
決
ま
っ

て
お
り
、
埋
葬
ば
か

り
で
な
く
、
そ
の
方

向
に
も
一
定
の
決
ま

り
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
付
近
は
日

常
的
に
使
わ
れ
た
土

器
も
散
乱
し
て
い
る

所
な
の
で
、
縄
文
時

代
の
矢
島
遺
跡
の
人
々

は
死
者
と
共
に
生
き

る
生
活
空
間
を
持
っ

て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
矢
島
遺
跡
発
掘
担

当
者
川
島
正
一
記
）

土偶（縄文時代）

(15) 平成 9 年10 月 10 日（金）



利根川ミーティングに
参加しませんか

：←-財務事務所 合(72)4461 こ
群馬県と埼玉県では利根川を挟ん

だ両県との交流や水、環境を考える

契機とするため利根川ミーティング

を計画しています。たくさんのかた

のご来場をお待ちしています。

◇日時 10 月 26 日（日）午前 10時～午後

3 時

◇場所 赤岩渡船乗場付近（千代田

町赤岩）

◇主なイベント 物産展示即売、フ

リーマーケット、 E ボート（市町

村対抗）、利根川ウルトラクイズ、

自衛隊ボートによる利根川遊覧等

◎ Eボート大会こぎ手募集

◇募集人員大人（男） 10名（先着順）

◇申込期限 10月 20 日（月）

◇申込先役場企画課合 (84)3111 

l 村農業委員会 合(84)3111
農業者年金相談員が、皆さんの相

談に応じます。

◇日時 11 月 17 日（月） 午後 1 時30:分～

3 時30分

◇場所館林市役所 2 階201会議室

秋を歩こう

親と子のつとい

県立東毛少年自然の家

合0277(78)5666

◇期日 11 月 8 日（士）から 9 日（日）

1 泊 2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家

◇対象 小・中・養護学校の児童・

生徒とその保護者で、親子で参加

できるかた

◇内容 登山、自然観察、レクリエ

ーション、野外炊事等

◇参加費 1 人3,000円（食費、保険

料等）

◇募集人員親子120人（先着順）

◇申込期限 10月 27 日（月）

◇申し込み 住所・氏名・学年（子

どものみ） ・性別・電話番号を電

話またはファックスでご連絡くだ

さい。 FAX0277 (78) 7322 

年賀はがき発売

［川俣郵便局
合(84)3120

今年も 10月 31 日（鉗から平成10年お

年王付き年賀はがきが発売されま

す。

◇無地 50円

◇絵入り 55円〔全国版•••初雪、千両

地方版…タンポポ（群馬県版）〕

] 館林邑楽地区 館 林 地 区

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

根岸医院 小倉医院 菅沼医院 礫川堂医院
10 月 26 日

合 (72)3262 合 (72)0606 合 (72)9090 合(74)0184

日
土井クリニック 大神医院 清河堂医院 永寿堂医院

II 月 2 日
合（72)8841 合 (62)2200 合（72)3070 合 (72)4469

当
安楽岡医院 海宝病院

11 月 3 日
合(72)0572 合（74)0811

番
真中医院 川田（耳）医院 横田（善）医院 岡田医院

11 月 9 日
合 (72) 1630 合 (72)3314 合（72)4970 合 (72)3163

医
浜野病院 川村医院 大石医院 慶友病院

11 月 16 日
合 (88)5678 合 (72) 1337 合(74)2362 合（72)6000

10月は労働保険適用促進月閻です

屋外広告物の

ルールを守りましよう

l 県庁都市計画課合027(223)1111 ~ 
看板やポスターなどの屋外広告物

は、生活に役立つものですが、無秩

序に表示されると、まちなみや自然

の美しさを損ねてしまいます。

そのため、県では従来より屋外広

告物条例を制定し、必要な規制や指

導を行ってまいりました。

屋外に広告物を出すときは、この

条令に基づく許可が必要ですので、

県土木事務所で忘れずに許可を受け

てください。詳しくは、館林土木事

務所合（72)4355へ

「ラオスに学校を」

募金にご協力ください

l 役場企画課 合(84)3111
ラオスの子どもたちの小学校修学

率は非常に低く、義務教育の機会さ

えも十分に与えられていません。こ

のようなことから日本民際交流セン

ターでは、ラオスに学校校舎を建設

するために必要な費用若しくは基金

に充てるため募金の申し込みを受け

付けします。募金されるかたは、 10

月 31 日（命までに役場企画課へお申し

込みください。

※ >百 • 千代田 変人祝
板倉地区

明和地区
更科日
にのは

なにみ 昇
る限...__,

井上医院 小西医院 ]') 
厚
生

合 (82) 1131 合 (86)2261 』 病

り間
院
r 

まは 合

増田医院 館林地区と ] : (72) 3 
合 (82)2255 同じです。 で 1 I 

言 9 4 

゜しで ‘--ノ

てで が
かす 担
ら゜ 当

呑点ロク し
ま

し す
館林地区と 館林地区と て ゜

< ^ 内同じです。 同じです。 だ 科
さ
し‘ 外
゜わたらせクリニック 竹越医院 科

合 (77)2727 合 (84)3137 喜

平成 9 年10 月 10 日（~ (16) 



村の無料法律相談
◇日時＝ 11 月 10 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 11 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

...........................................,......... ｷ.... ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ • 
. • 5: :. ••.. •.. :. • ｷ..'.s....... :. •....'.: : :. • •. •.. :. •. ｷ •'.:: :... •.. •.. :. 9.,.  • 

乳児健診..: ：：：：均兌••:......•.. : . • : • • • : : : :·：；さ戸．．．．．．・•.. : . •・．．．．．．．ゞ終兌·7......•... ' •.. • • •. : ::::•;; ::_:...:: • • ••. : .. •.... : :: 

◇日時＝ 11 月 13 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年11 月、 9年4 月、 7月生

健康相談
◇日時＝ 11 月 4 日（火）・ 20 日（木）

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政•心配ごと相談
◇日時＝ 11 月 17 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
ｷｷｷｷ::,:;:::ｷｷｷｷ.. :........ _..,!::::··••:.:........ _..;:,,.-.-ｷｷｷｷ:.:... ｷｷｷｷｷ.-.-.. ,,,.,.-.:ｷｷｷｷ... ;....... _._. 

交通事故相談
... •:';':.'... •·.. :...-...-:ｷ'''.ｷｷ.. •·.. :.... •··.:';':.-... •· .. 

◇日時＝ 11 月 13 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年金相談
◇日時＝11 月 20 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
• •.... ｷｷ.. ;. ｷ. ｷ..... • :. • •. ｷ • ... ;.: •..... • :.. • •... :... ; :: ｷ. ·.••. ｷ • : •..... ｷ.. :. •... ｷ.. • : ••. • •. • .. 

• : :······•·.::c...... ;......... : 
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◇村県民税、国民健康保険税、利根

加用水賦課金、国民年金保険料、

水道料金

◇納期限＝ 10 月 31 日（鉗

平成 10年度保育園児

募集説明

役場福祉課（老人福祉センター内）

合(84)4926

◇日時 11 月 8 日（土）午前 8 時30分

◇会場 老人福祉センター集会室

◇入園資格村内の住民で母親が働

いていたり、病気などで幼児の保

育に当たれず、ほかにも保育に当

たる人かなく、家庭で保育に欠け

ると認められる世帯の幼児等。

※詳しくは、福祉課へ

赤い羽根共同募金に

ご協力ください

社会福祉協議会（老人福祉センタ

ー内） 合 (84)4926

今年も 10月 1 日から 12 月 31 日まで、

全国一斉に赤い羽根共同募金運動が

展開されています。

村でも運動期間中、区長、民生委

員のかたがたが各ご家庭や事業所に

お伺いして、募金をお願いしますの

で、ご協力くださしヽ。

この募金は、福祉施設の整備、老

人クラブの育成、身体障害者・知的

障害者・母子寡婦の体力づくり健康

促進活動、子どもの遊び場遊具補助、
地域福祉活動などに使われます。

全国植樹祭群馬県実行委員会事

務局 合027(221)1870

◇開催日平成10年 5 月 10 日（日）

◇場所迦葉・富士山森林公園（沼

田市・川場村）

◇募集人員 1,000人

◇応募条件 小学生以上県内在住者

（小・中学生は保護者と一緒に応募）

◇参加費用無料

◇応募方法 往復はがきで往信には

応募者 (1 通に 1 人。ただし家族

の場合は 3 人まで可）の住所、氏

名（ふりがな）、性別、年齢、電話

番号を記入し、返信の表書きには

ご自宅の住所、氏名を記入してく

ださし‘°
◇応募期限 10 月 31 日（鉗

◇参加者の決定返信はがきで通知

◇応募先 〒371 前橋市紅雲町1-13-

11 第49回全国植樹祭群馬県実行委

員会事務局「参加者募集」係

(17) 平成 9 年10 月 10 日（鉗

村営住宅

入居者募集

［役場建設課 合(84)3111 -
村では、村営仔宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は

◇新田団地 10戸

家賃…月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

健康まつり

平成9年秋季全国火災予防運動 11 月 9 日（日）から15日（土）までの7 日間

役場環境保健課（保健センター内）

合 (84)4686

◇期巳 11 月 2 日（日） 午前10時～午

後 3 時

◇場所保健センター

◇内容 試食・健康相談・フッ索塗

布・骨粗しょう症検診（先着50名）

などのコーナーがあります。ご家

族連れでぜひお出かけください。

緑の大地

群馬百選の募集

l 館林財務事務所 合 (72)4461 --
群馬県では、平成10年に開催され

る全国植樹祭を契機に、身近な自然

のすばらしさを再認識してもらい、

21世紀に残すことを目的に緑の大地

群馬百選を選定します。

◇テーマ 身近で地域に密着した自

然で、今まであまり人に知られて

いない次のような自然

〇水にちなんだ川、滝、湖沼など

〇緑にちなんだ鎮守の森、林など

0 カブトムシの林、イワナの住む

川など生き物の生息する水や緑

◇応募資格 どなたでも応募可

◇応募方法 明和村の自然で、推せ

んしたい自然に名前を付けて、選

んだ理由、あなたの思い入れを詳

しく推せん書に400字以内で書いて

送ってください。また、写真やイ

ラストなども参考に送ってくださ
し、

◇締切日 10 月 31 日（命必着

◇応募先 役場企画課または館林財

務事務所(〒374館林市仲町11-10)

※推せん書（応募用紙）は、応募先

に用意してあります。

[
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水
島
登
志
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今
は
亡
き
母
に
捧
け
し
彼
孝
花

降
る
雨
は
オ
ク
ラ
の
花
の
黄
の
グ

ラ
ス
に
冷
た
き
ワ
イ
ン
を
音
無
く

思
口
美
津
子

羞金おねが‘,、します
おおっきみなと

゜

野
本
み
ね
子

ハ
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独
リ
枯
娯
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C
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牛
喘
リ
代
む
袋
畢
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い
だ

た
‘
/
h径
り
t
り

ふ
ム
に
協
ヵl
I

凡
て
い
；
卜
で
オ

南
胤
の
幼
実
半
分
に
割
れ
お
リ

照
子ひ

ょ
う

通
り
魔
の
如
く
襲
い
し
タ
ベ
の
雹

い
）

奈
良

ペ
タ
ル
こ
ぎ
入
院
の
夫
に
達
ひ
に

ま
こ
も

行
く
上
手
に
奥
菰
の
雨
レ
ら
じ
ら

泉
田
政
子

輯
輯
に
咲
き
て
は
歎
リ
し
鉄
線
の

青
紫
を
今
輯
も
拾
い
し

原
ロ

文
江

そ
と
流
し
の
蛇
口
を
覆
う
紫
陽
花

ほ
う

の
花
色
見
つ
つ
庖
丁
を
研
ぐ

日
興
リ
カ
サ
ッ
カ
ー
部
（
日
興

S

C
)
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
日
興
リ
カ
の
関
連
会
社
に

日
興
エ
ス
シ
ー
昧
が
あ
り
ま
し
た

が
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
創
立
さ
れ
る
少

し
前
に
、
事
業
の
拡
大
発
展
の
た
め

エ
ス
シ
ー
は
リ
カ
に
吸
収
合
併
さ

れ
、
館
林
工
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
日
興
エ
ス
シ
ー
株
の
名
前
を

永
久
に
残
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
部

の
正
式
名
称
を
日
興
S
C

と
し
た
経

緯
か
あ
り
ま
す
。
補
足
と
な
り
ま
す

が
、
部
の
創
立
に
は
会
社
か
ら
の
多

大
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
生
産
部

の
2
0代
の
若
手
を
中
心
に
、
技
術
の

向
上
の
た
め
昼
休
み
に
ミ
ニ
サ
ッ
カ

ー
を
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
練
習
の
成
果
を
試
そ
う
と

い
う
こ
と
で
、
『
や
ま
う
サ
ッ
カ
ー

部
』
お
よ
び
『
明
和
村
役
場
サ
ッ
カ

1

部
』
の
皆
さ
ん
の
胸
を
お
借
り
し

て
練
習
試
合
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

福
田
初
江

を
滑
る
か
ご
と
く
舟
下
リ
行
く

小
魚
群
れ
か
じ
か
聞
こ
ゆ
る
渓
流

遠
文

富

士

ヨ興＇J力（株サ Iンカ一部
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了 10月 1 日現在（対前月比）
{t• 世帯数 3,258戸(+ I) ●交通事故 3 件ぺ；

,亨| :i: 人口総数 1 1,592人(+ 8) .争
し 男 5,837人・女 5,755人 ＇し、 病 8 件→：；

;('y ::: (9 月中の動き） •その他 5 件：
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さ
わ
や
か
な
実
り
の
秋
を
迎
え
、
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
農
産
物
が
食
卓
を
飾
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
地
元
で
収
穫
し

た
新
鮮
な
減
農
薬
野
菜
等
を
安
く
提
供
し
、

生
産
者
と
消
費
者
が
ふ
れ
あ
え
る
農
産
物
直

売
所
が
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に
季
節
の
野
菜
や
果
物
を
家
庭
で
味
わ
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
®

先
月
、
8
5
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
祝
う
敬

老
慰
問
が
行
わ
れ
、
こ
の
様
子
を
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
で
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
も
現
役
で
仕
事
を
し
て
い
る
か
た
、
老
人

セ
ン
タ
ー
で
友
達
と
の
会
話
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
な
ど
様
々
で
し
た
が
皆
さ
ん
す
て

き
な
人
ば
か
り
、
私
も
こ
ん
な
ふ
う
に
年
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
◎

1
8
3
名
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
9
月
2
3
日
の
秋
分
の
日
、
新
た
に

社
会
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
友
達
に

久
し
振
り
に
会
っ
た
か
た
も
、
よ
く
会
っ
て

い
た
か
た
も
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ

て
、
人
生
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
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暮
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美み智も名
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男
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合大称佐 佐
田島区略輪貫原輪貫口区

% % ］喜ー街;%男5 ％匁％闘

※掲載を希望されないかだは、届出の際に申し出てください。

江 i也 （
敬
称
略
）

平成 9 年10 月 10 日（鉗 (18) 
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村の財政状況

村税
1,709,378 
(42.6) 

単位千円
（）内％

歳 入
• 

予算現額

収入済額

収入割合

4,014,982干円

2,328,395干円

58.0 % 

こ
の
公
表
は
、
財
政
概
要
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
（
村
条
例
第
3
5

号
）
に
基
づ
き
、
村
の
財
政
状
況
を
あ

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
政
の
実

態
と
村
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
ご
理

解
を
い
だ
だ
き
、
村
政
の
発
展
に
つ
い

て
ご
協
力
を
得
る
だ
め
、
定
期
的
に
公

表
し
て
い
る
も
の
を
広
報
で
行
う
も
の

で
す
。

合
年
度
に
お
い
て
も
、
東
小
コ
ン
ピ

一
般
会
計
予
算
の
概
況

平
成
9

年
9

月

3
0日
現
在
）

ュ
ー
タ
整
備
事
業
、
土
地
改
良
総
合
整

備
事
業
、
道
路
新
設
改
良
事
業
、
上
水

道
第
2

浄
水
場
改
修
事
業
等
を
中
心
に

健
全
財
政
に
努
め
て
あ
り
ま
す
。

合
回
は
、
平
成
9

年
度
上
半
期

(
4

月
ー
9

月
）
に
あ
け
る
予
算
の
概
況
、

住
民
の
税
の
負
担
の
状
況
、
村
有
財
産

及
び
村
債
の
状
況
に
つ
い
て
あ
知
ら
せ

し
ま
す
。

口予算現額

ロ収入済額

（）は構成比

（）は収入割合

歳 出 • 

予算現額

支出済額

支出割合

4,014,982干円

1,253,856干円

31.2 % 

[J予算現額

[J支出済額

（）は構成比

（）は支出割合

133,339 

(46.2) 

ヽ
／費防

8

総務費
914,151 
(22.8) 

平成 9 年11 月 10 日（月） (2) 



村有財産および村債の状況 （平成 9 年 9 月 30 日現在ただし、基金・現金は平成 9 年10 月 13 日現在）
50 100 150億円

臼
）
心
）
財 産

基金
29億6千万円

借入金残高

26億8千万円

（目盛配分は地価公示価格の 7 割で試算）

村債

区 分 面 積 区 分 現在高

~ ~. /~ ~~ ~ ~ ~ 地~ .土~ .: ~~ ・~ ~~ ~＝~ ベ~~ヽ~：~ 9~~ 5 ~ え: ~ • .~ ~ 普行ら~.• 政通:~. 財財:~ ~ ~. 産~ 5 産ん ~ :~ • ~ • ~ ~ ~ ~ ~ 又16•• ~ 万：~ 也2；~ ~~ヽt.57·.0(. 1吋:m、 ’ •~ .9.~ ヽつ、~~~ ・・基. . .. 

財政調整基金
9• • • • 億•.,.7.• 千·• 万．• • 円• • • • • • •・

減債.基..... 金 3億9．千．．．．．．．．万．．円...... 

__.;. 建さ.̀. * ：マa 、^＾＾.^’.そ̀  : , ヤ＾ ‘ 物9 4 ‘、ベ 9•.. ^‘ 3万.•2* '9,. 亨:5'· ・チ•^^ 金·, ふるさとづ： : . <:り基金 3億7千万円> :.シ_;；^,' 9 : 17m2 
• * 9令i＇•・

土地、建物面積とも水道会計取得分、 その他の目的基金 12億3千万円
道路分は含まれません。 ヽ．」.·現.,. •·．・ャ：．＋令 金^ 12億9千万円

..-:...,. .,. 

建物，｀
` 3万2,517吋'’^

.. { l 
（目盛配分は取得価格で試算）

区 分 借入金残高

教 一自 債 15億8千万円

土 木 債 5億5千万円

農林水産業債 2億5千万円

そ の 他 3億0千万円

合 計 26億8千万円

住民の税等の負担状況 （平成 9 年 9 月 30 日現在）
区 分 村民税 固定資産税

贋
区 分 国民健康保険税

調定額 A 824,214千円 923,115千円 国民健康保険税 A 265,289千円

般 人 口 B 11,592人 被保険者数 B 3,718人

ムュ 対人口割 A/B 71,102円 79,634円 対加入者負担 A/B 71,353円

計 戸 数 C 3,258戸 加入世帯数 c 1,539戸

対戸数割 A/c 252,982 円 283,338円
計 対世帯数負担 A/c 172,378円

特別会計予算の概況 （平成 9 年 9 月 30 日現在）

二 予算現額
歳 入 歳 出

（千円）
収入済額 予算に対する 支出済額 予算に対する
（千円） 収入割合（％） （千円） 支出割合（％）

老 人 保健 732,208 322,243 44.0 290,546 39.7 

国民健康保険 606,000 247,792 40.9 210,058 34.7 

水道事業会計 （平成 9 年 9 月 30 日現在）

給水人口 11,459人結水栓数 3,563栓普及率 99.38%

区 分
予算額 収入・支出済額 予算に対する

（千円） （千円） 執行率 (%) 

収入 229,001 95,650 41. 8 
収益的収支

支出 222,738 37,985 17.1 

収入 50,000 

゜
0.0 

資本的収支
支出 102,048 169 0.2 

固定資産の状況

区 分 帳簿価格（円）

土 地 56,273,163 

建 物 203,646,449 

構 築 物 834,261,186 

機械および装置 323,856,872 

車両および運搬具 42,415 

工具器具および備品 796,034 

合 計 1,418,876,119 
※資本的収支において不足する 52,048千円は過年度損益勘定留保資金26,746

円、建設改良積立金7,000千円、滅債積立金6,466千円、過年度分消費税資 佳むへ資才荘住の壮犬シ兄

言；：勺□4千円および当年度分消費税資本的収支調整額4,552千 I 企業債現在高（円） I 
709'298'5531 

(3) 平成 9 年11 月 10 日（月）



第 42 匡l 村 民 g
 

青 祭
『スポーツの秋』というように、秋にはスポーツがつきものです。本

村でも10月12日に第42回村民体育祭が開かれ、参加者はさわやかな汗を

流しましだ。昨年度優勝の新里地区親子の選手宣誓で始まつだ体育祭。

リレーや百足競走、綱引きなと多くのハイライトがあり、体も心も熱く

燃えだ一日でしだ。今年は最後まで接戦の結果、優勝は南大島、準優勝

は千津井、 3位は新里に決まりましだ。皆さん、あ疲れさまでしだ。

▼ほくだちのあゆうぎはとう？

▼笑顔がいいね．I （ペタンワ）

も
` ‘` 

て

口

・
ト

｀
へ

◄

力
強
く
大
地
を
蹴
つ
て
・

.. 
ヽ

.. ~ 

◄

み
ん
な
で
呼
吸
を
合
わ
せ
て
（
綱
引
き
）

`‘ 

(
4
0
0
m

リ
レ
ー
）

◄

秋
空
に
鳴
り
響
く
音
色
（
鼓
笛
）

『

4

鳴
，
鼻
•
一

ヽ

も

V
が

平成 9 年11 月 10|」(/j) (4) 



ぐ~ -一

9C/~ 
4 

◄

緊
張
の
一
瞬

▼だくさん入って～ （玉入れ）

▼親子そろつて選手宣誓

►

も
う
す
く
コ
ー
ル
な
の
に
｝
（
百
足
競
走
）

優勝は南大島地区です

(5) 平成 9 年11 月 10 日（月）

得点競技得点表

: 嘉 ; 嵐 井よ
江 田 ; 新 中 梅 J 11 須 大 入 矢

奇貫ケ

口 島 里 谷 原 俣 カ只ロ 輪 べ口 島

1 - 2 6 8 6 5 4 3 4 2 8 3 7 7 5 
----------------------------------------------- -------

100 m 競走 2 8 1 6 3 7 4 6 2 2 8 5 5 4 3 7 

計 8 3 12 11 13 9 10 5 6 10 13 8 11 10 12 

400m リレー（小・女） 2 3 1 7 6 3 6 8 8 4 5 7 2 5 4 

400m リレー（小・男） 3 2 6 4 7 1 8 8 6 4 5 5 2 - 7 3 

ペ 夕 ン ク 5.5 7 5 5 7 2 5 8 2. 5 2 5 5 5 2.5 2 5 8 2 5 2 5 5 5 2 5 

百足競走（女） 1 7 2 4 8 8 5 7 4 3 6 2 6 5 1 3 

百足競走（男） 6 1 7 8 7 4 5 6 1 3 2 8 5 3 2 4 

玉 入 れ 4 3 1 6 4 7 7 8 1 3 6 5 5 2 8 2 

綱 弓 I き 2.5 5 5 2 5 8 2 5 2.5 5.5 5 5 2 5 8 2. 5 2.5 7 5 5 7 2. 5 

400m リレー（一般女） 4 3 6 4 5 - 8 7 2 6 3 7 8 5 

400m リレー（一般男） 5 2 6 7 4 - 3 4 5 6 8 7 2 - 3 8 

400m リレー（中・女） 2 1 3 4 4 5 7 8 6 7 3 2 5 - 8 6 

400m リレー（中・男） 2 3 2 6 5 1 8 3 7 7 4 5 4 - 8 6 

障害物リレー 8 3 5 4 1 1 8 3 6 5 7 6 4 2 7 2 

カクテルリレー 2 1 5 7 8 4 8 7 6 3 3 4 6 - 2 5 

得 ヽ占" 、 合 計 55 44 5 64 87 77 53 5 91 82 66 71. 5 67 72.5 68 5 20 81 5 65 

順 位 13 15 1 2 2 5 14 1 3 10 7 9 6 8 16 4 11 

►

抜
け
だ
ゾ
ー
、
次
は
は
し
ご
だ
。

（
障
害
物
リ
レ
ー
）

▲もうすぐコールだ (-1凶＼同体）



第9回社会福祉大会
◇
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

多
田
浪
子
（
上
江
黒
）

柴
崎
昭
夫
（
梅
原
）

◇
ね
だ
き
り
老
人
介
護
者

石
川
礼
子
（
矢
島
）

田
口
け
い
（
大
輪
）

（
敬
称
略
）

老
人
扶
養

模
範
家
庭
表
彰

村
長

顕
彰

. 
表
彰感謝

村長から表彰を受ける受賞者

第
9

回
明
和
村
社
会
福
祉
大
会
が
1
0
月
2
7
日
、

村
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、
受
賞
者
な
と
関
係

者
3
7
0

人
余
り
が
参
加
し
ま
し
だ
。

大
会
は
、
住
民
が
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
理

解
と
参
加
意
欲
を
深
め
て
「
豊
か
さ
と
生
き
が

い
が
感
じ
ら
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
L

を
推
進

し
、
福
祉
意
識
の
高
揚
と
助
け
合
い
の
精
神
の

志
向
を
図
る
だ
め
、

1

年
あ
き
に
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

主
催
者
の
斎
藤
村
長
、
瀬
下
社
会
福
祉
協
議

会
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
後
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

(
6
0
年
）
1

組
、
金
婚
者

(
5
0年）
5
1組
の
顕
彰

を
は
じ
め
、
老
人
扶
養
模
範
家
庭
4

人
や
福
祉

団
体
功
労
者
1

人
の
表
彰
、
さ
ら
に
、
高
額
寄

附
者
9
0人
に
感
謝
状
と
そ
れ
ぞ
れ
記
念
0
0
0
を
贈

り
ま
し
だ
。

続
い
て
、
村
議
会
議
長
、
郡
社
会
福
祉
協
議

会
長
ら
の
来
賓
の
か
だ
か
ら
祝
辞
を
い
だ
だ
き
、

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
小
松
原
一
好
さ
ん

夫
妻
が
「
こ
の
栄
誉
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、

ひ
だ
す
ら
家
庭
の
円
満
と
地
域
の
福
祉
向
上
発

展
の
だ
め
に
、
余
生
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
L

と
謝
辞
を
述
べ
大
会
を
終
了
し
ま
し
だ
。

蓮
見
源
三
・
ぜ
ん

田
村
作
治
・
美
代
子

蓮
見
高
・
ふ
じ
江

柿
沼
源
喜
知
・
マ
ッ

中
村
福
次
郎
・
や
す

（
斗
合
田
）

（
斗
合
田
）

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
下
江
黒
）

金
婚
者
顕
彰

村長を囲んでダイヤモンド婚者

清
水
鯛
次
郎
・
つ
ね
（
矢
島

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
顕
彰

森
田
芳
松
・
か
つ

江
森
昇
・
ア
イ

荒
川
一
郎
・
宮
子

飯
塚
芳
八
・
き
ん

飯
塚
金
一
・
み
ね

奈
良
原
正
男
・
し
げ
る

酒
井
安
治
・
千
重
子

籾
山
幸
一
・
ミ
ツ
ェ

薗
部
久
ニ
・
い
ち

今
成
久
四
郎
・
き
い
子

柿
沼
一
雄
・
道
子

新
井
敏
平
・
道
子

須
永
久
次
・
イ
ト

須
藤
利
男
・
華
子

今
成
嘉
一
郎
・
キ
ク

増
田
作
次
・
や
す

北
島
三
郎
・
と
し

奈
良
源
蔽
．
と
し
え

瀧
口
惣
平
・
よ
し
え

奈
良
晴
雄
・
評
子

田
中
榮
蔵
・
せ
ん

小
林
平
吉
・
た
け

小
松
原
一
好
•
ま
す

折
原
喜
一
・
光
子

細
田
四
郎
・
武
子

森
戸
貞
治
・
ひ
ろ

瀬
下
恒
男
・
光
子

坂
上
四
子
雄
・
セ
ン

坂
上
保
次
・
ふ
さ

※
8

ペ
ー
ジ
ヘ
続
く

（
上
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
千
津
井
）

（
千
津
井
）

（
千
津
井
）

（
千
津
井
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
江
口
）

（
江
口
）

（
江
口
）

（
江
口
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
田
島
）

（
田
島
）

（
田
島
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
新
里
）

（
新
里
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
中
谷
）

ぉ
し
と

0

夫
娼
S
e組
を
顕
影

平成 9 年11 月 10 日（月） (6) 



金婚者のみなさん

(7) 平成 9 年11 月 10 日（月）



◇
斗
合
田
橋
本
亀
三
郎

◇
下
江
黒
中
村
光
雄

◇
上
江
黒
故
•
野
木
村
庄
一
野
木

村
節

◇
斗
合
田
梁
瀬
忠
興

◇
下
江
黒
篠
原
嘉
一

◇
江

□

福
島
一
男

◇
南
大
島
栗
原
利
夫

関
本
宗
市

◇
新
里
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
吉
原
康
夫
堀
口
正
敏

江
森
義
治

◇
中
谷
内
山
均

◇
矢
島
渡
邊
和
夫

一
般
高
額
寄
附
者
感
謝

関
根
秀

石田樽石田清丸原田早原早尾石田清始
村中見川口水山口口川口川崎塚部水澤
掌井

晃太千寅嘉福國昭武久忠嘉富勝喜治保
一郎次雄彰司ー一男美也亮造治雄雄三................. 
美しよそ志くちヤつリよっし閑みまふ
代やねのからよヱぎツしねげ子ねさく
子う 子 子子子

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 大矢矢矢矢矢入大大大大大須川梅梅梅
佐ケ
貫島島島島島谷輪輪輪輪輪賀俣原原原
‘--ノ’ヽ―一、ー一/.__,、一、一、~‘`―/’ヽー、一一、一ー、一、一一、--/

橋
本
貴
好

社
会
福
祉
高
額

寄
附
者
感
謝

福
祉
高
額
寄
附
者
感
謝

◇
斗
合
田
橋
本
亀
三
郎
砂
賀
清

◇
上
江
黒
江
森
幸
三
森
原
清
一

多
田
正
純
園
部
尚
夫
牛
久
保
貴

美
男
野
木
村
節

◇
千
津
井
立
岡
正
夫
奈
良
孝
一

横
塚
春
雄
奈
良
原
紀
美
恵
立
川

忠
◇
江
口
新
井
富
一
高
田
壽
夫

関
口
茂
木
村
清
美

◇
田
島
田
中
満
瀧
口
鎮
男
高

瀬
一
郎
日
比
野
久

◇
南
大
島
町
田
治
一
島
田
貴
好

田
島
定
治
森
尻
一
男
島
田
房
一

◇
新
里
石
黒
千
代
子
青
木
幹

梁
瀬
勝
治
久
保
庭
武
細
田
モ
ヨ
子

◇
梅
原
江
森
政
美

福
祉
団
体
育
成

功
労
者
表
彰

（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
協
議
会
長

表
彰
感
謝

◇
南
大
島
蓮
見
正
吉

◇
新
里
梁
瀬
勝
治

◇
川
俣
荒
井
建
設
株
式
会
社

◇
須
賀
や
ま
う
株
式
会
社

◇
館
林
市
館
林
信
用
金
庫
館
林
中

央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◇
前
橋
市
株
式
会
社
群
馬
銀
行

庄
條
英
樹

◇
中
谷
富
塚
哲
夫
冨
塚
文
吉

坂
登
清
松
岡
安
和
男

◇
梅
原
吉
永
福
一
恩
田
晴
巨

清
水
徳
次
郎
加
藤
百
合
子

◇
川
俣
塩
谷
幾
雄
藤
野
千
利

橋
本
猛

◇
須
賀
野
口
純
旦
落
合
徳
一

杉
田
慶
次
郎
杉
田
チ
ヨ
落
合
民

治
梅
澤
久
子

◇
大
輪
江
原
英
雄

柿
沼
倹
田
口
文
大

◇
入
ヶ
谷
金
子
折
子

◇
矢
島
泉
田
誠
一

泉
田
嘉
弘

◇
大
佐
貫
中
島
渦

村
賓

◇
館
林
市

協
議
会

◇
千
葉
県

◇
東
京
都

館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡

大
塚
武
於

葵
ひ
ろ
子

久
保
庭
伊
佐
雄

鯉
沼
康
雄

駒
宮
政
雄

佐
藤
政
治

金
子
拘
五

秋
野
師
義

石 謝辞を述べる小松原さん夫妻

将
米
の
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に

進
め
る
た
め
、
明
和
村
「
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」
が
1
0月
2
0
日
、
中
央
公

民
館
で
初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
村
の
都
市
基
盤
を

整
備
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
整
備
構

想
を
検
討
・
協
議
し
策
定
す
る
た
め

組
織
さ
れ
た
も
の
で
議
員
、
地
元
有

識
者
（
公
募
含
む
）
、
各
種
役
職
、
関

係
行
政
機
関
、
村
の
職
員
の
3
0
人
の

委
員
で
構
成
し
、
会
長
に
江
原
助
役

が
就
任
し
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
は
、
各
委
員
に
委
嘱
状

を
交
付
し
た
後
「
市
街
化
区
域
等
の

整
備
推
進
の
た
め
、
財
政
面
も
配
慮

し
な
が
ら
委
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
し
て
す
ば
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

初
回
は
、
村
の
都
市
計
画
の
現
況

や
課
題
、
市
街
地
の
整
備
構
想
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
分
析
評
価
、
今
後
の
整

商
工
会
青
年
部

明
和
村
商
工
会
青
年
部
（
部
長
・

岡
安
信
男
さ
ん
）
は
1
0
月
4

日
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ふ
る
さ
と
艶
歌
ま
つ
り

の
益
金
5
万
円
を
人
づ
く
り
（
図
書

購
入
）
の
た
め
に
と
村
に
寄
附
さ
れ

ま
ち
づ

ま
し
た
。

村
で
は
寄
附
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
図
書
館
の
図
書
購
入
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村
に
5

万
円
寄
附

初回のまちづくり委員会

く
り
委
員
会
発
足

備
方
針
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

こ
。t
 同委

員
会
で
は
、
都
市
基
盤
整
備

事
業
に
つ
い
て
協
議
し
、
今
後
答
申

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
街
地
の
整
備
構
想
策
定
に
向
け
て

平成 9 年11 月 10 日（月） (8) 



覧 i ;、、バ・ ヽ念
笙'-TH HEALTHH企

r虫歯が減ったよ I
3歳児虫歯保有者率

平成8年度3歳児虫歯保有者率

館林地域保健所管内 49.4% 

館林市 50.3% 

板倉町 63.6% 

明和村 39 3% 県内ベスト4

千代田町 47.5% 

大泉町 45.2% 

邑楽町 52.5% 

小学校低学年ぐらいまでは

大人が仕上げ磨きを

村
で
は
、
乳
幼
児
の
高
い
虫
歯
保
有

者
率
の
改
善
を
す
べ
く
、
平
成

3

年
度

よ
り
5
カ
年
計
画
で
館
林
地
域
保
健
所

と
の
共
催
事
業
と
し
て
、
乳
児
健
診
、

1

歳
6

か
月
児
健
診
、
3

歳
児
健
診
時

の
ほ
か
、
2
歳
児
、
2
歳

6

か
月
児
、

保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
を
対
象
に
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
フ
ッ
素
塗
布
等
、

虫
歯
予
防
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
も
、
村
の
単
独
事
業
と

し
て
継
続
し
、
虫
歯
予
防
に
努
め
て
い

ま
す
。

そ
の
結
果
、
大
き
な
成
果
が
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
3

年
度
か
ら
の
5
年

間
で
も
乳
幼
児
の
虫
歯
保
有
者
率
は
着
々

と
減
少
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
8

年
度
の
3

歳
児
歯
科
健
康
診
査
実

績
に
よ
る
と
さ
ら
に
、
3

歳
児
に
お
け

る
虫
歯
保
有
者
率
が

5
％
と
、
館
林
地

域
保
健
所
管
内
で
ト
ッ
プ
、
群
馬
県
内

で
も
7
0市
町
村
中
、
第
4
位
の
虫
歯
保

有
者
率
に
至
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
本
年
度
よ
り
今
ま
で
の
虫

歯
予
防
事
業
に
加
え
、
「
デ
ン
ト
カ
ル
ト

S
M
検
査
（
口
の
中
の
虫
歯
の
原
因
菌
、

ス
ト
レ
フ
ト
コ
ッ
カ
ス
・
ミ
ュ
ー
タ
ン

ス
菌
の
数
を
調
べ
る
検
査
）
」
を
新
た
に

導
入
、
1

歳
6

か
月
児
•
3

歳
児
と
そ

の
母
親
を
対
象
に
、
健
診
時
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
結
果
を
も
と
に
、
口
の
中

に
こ
の
菌
か
多
い
と
口
腔
衛
生
に
注
意

し
な
い
と
虫
歯
に
な
り
や
す
い
可
能
性

が
多
分
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
菌

の
数
を
減
ら
す
た
め
に
は
毎
H

の
中
で

の
決
め
た
時
間
の
歯
み
が
き
と
食
生
活

改
善
に
よ
り
可
能
と
な
る
こ
と
な
ど
予

防
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
菌
は
、
親
が
自
分
で
使

っ
た
は
し
な
ど
を
使
っ
て
子
ど
も
に
与

え
る
こ
と
で
感
染
す
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
避
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

テ
ン
ト
カ
ル
ト
S
M
検
査

導
入
で
さ
ら
に
虫
歯

予
防
事
業
充
実

巡回健康相談開催

のお知らせ

令年も巡回健康相談が始まります。

内容は、血圧測定、検尿、健康相談、講話、ヘルシ

ーメニューの試食、ストレッチ体操なとです。

仕事中あ忙しいかだでも血圧測定、検尿ならすく

OK 、気軽にあいでください。あ待ちしています。

巡 同
l
健

県内ベスト4

康 相 火
火

———
-0 

,

1

 

日 程

々 4
"
 

期 日 受付時間 ムコ 場 期 日 受付時間 ムコス 場

10:00~10:30 大佐貫農構改善センター 10:00~10:30 梅原集落センター

11 月 28 日（金） 12 月 5 H （命

13:30~14:00 中谷住民センター 13:30~14.00 江口集落センター

10:00~10:30 大輪転作促進研修施設 10:00~10:30 斗合田集落センター
12 月 1 日（月） 12 月 9 H （火）

13:30~14:00 須 賀 公 民 館 13:30~14:00 東 部 児 童 館

10:00~10'30 矢 島 公 民 館

12 月 3 日（水） 12 月 10 日（水） 10:00~10:30 保健セ ン 夕

13:30~14:00 入ヶ谷農構改善センター

(9) 平成 9 年11 月 10 日（月）



む -0 
の ゎだ

楽しかったね親子運動会
中央・西保育園

中
央
・
西
保
育
園
の
運

動
会
が
1
0
月
4
日
、
各
園

庭
で
行
わ
れ
親
子
で
楽
し

い
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

同
運
動
会
は
、
園
児
た

ち
の
心
や
体
が
入
園
以
米

一
回
り
大
き
く
な
り
、
H

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
見
て

▲王入れ（中保）

L1 

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
種
目

に
参
加
し
た
園
児
や
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
は
、
一
生

懸
命
走
っ
た
り
、
演
技
し

た
り
、
応
援
す
る
な
ど
親

子
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

会湯し＼つ I~いのハーモニー
ふれあいコンサート

村
教
育
委
員
会
主
催
の
サ
ー
カ
ス
・

ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
が
1
0
月
2
3
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
で
開
か
れ
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
披

露
し
会
場
い
っ
ぱ
い
に
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
響
か
せ
ま
し
た
。

同
館
で
は
村
民
の
芸
術
文
化
の
向
上

を
図
る
た
め
、
今
回
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
。

1

部
は
ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン
、
2
部
で

は
サ
ー
カ
ス
が
出
演
し
、
さ
ら
に
ア
ン

コ
ー
ル
で
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
、
歌
の
合
間
に
軽
妙
な
ト
ー

ク
を
織
り
交
ぜ
、
ス
テ
ー
ジ
と
満
員
の

客
席
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

9灼遍災害8号協定を締繕言
明和村ほか 5 市町

館林市(.iか 5 町村

水道災宰相互応接協定ま月卯武
ゼ 9 9人 99 9 そ a

館
林
市
・
板
倉
町
・
明
和
村
・
千
代

田
町
・
大
泉
町
・
邑
楽
町
の
6
市
町
村

は
、
1
0
月
6
日
館
林
市
役
所
で
災
害
時

に
助
け
合
う
水
道
災
害
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
の
内
容
は
、
災
害
発
生
時
に
、

飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
復
旧

作
業
お
よ
び
資
材
等
を
提
供
し
、
各
市

町
村
が
協
力
し
て
応
援
活
動
を
行
う
も

の
で
す
。

費
用
は
応
援
を
受
け
た
市
町
村
か
負

担
し
ま
す
が
、
職
員
の
応
援
に
要
し
た

費
用
は
旅
費
と
時
間
外
勤
務
手
当
を
除

き
応
援
を
し
た
市
町
村
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 9 年11 月 10 日（月） (10) 



敦養を裏 めた村民文化大字

屋裕子

苦しさに負けない強い心

三屋裕子さん

子どもの声に耳を傾けて

平野市子さん

予防に勝る治療はなしと

ケーシー高峰さん

村
民
文
化
大
学
教
養
講
座

が
1
0
月
3
日
、
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
で
開
か
れ
元
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
五
輪
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
選
手
、
三
屋
裕
子
さ
ん

が
『
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
賭
け

た
わ
た
し
の
青
春
』
と
題
し

て
「
楽
を
選
ば
な
い
勇
気
を

も
っ
て
ほ
し
い
」
と
熱
弁
を

振
る
い
ま
し
た
。

ま
た
、
1
0
月
1
5
日
に
は
全

国
子
ど
も
電
話
相
談
室
5
代

目
の
電
話
の
お
ね
え
さ
ん
、

平
野
市
子
さ
ん
が
『
2
1世
紀

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
』
と
題
し
て
「
子
ど
も

た
ち
の
ど
う
し
て
、
な
ぜ
と

い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て

い
け
る
環
境
づ
く
り
を
」
と

熱
心
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
1
0
月
2
9
日
に
は

俳
優
兼
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
ケ

ー
シ
ー
高
峰
さ
ん
が
『
ケ
ー

シ
ー
の
健
康
教
室
』
と
題
し

て
「
い
つ
も
笑
顔
で
病
気
し

な
い
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
」
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
話
術
で
語
り
、
笑
い
を
誘

い
ま
し
た
。

3
人
の
講
演
に
会
場
を
埋

め
た
聴
講
生
は
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ふるさと艶歌まつ〇
商工会青年部

さ ん 、
ら
熱弁

匿慢の言こ大きな拍亭
芸能発表会

明和村を人福祉センター芸能発表会
-, -'c 、•;;-:-,_·_..ヽー 4’‘•”,..,

し、：つ，謬 ri
り

/\ 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
芸
能
発
表
会
が

9
月
2
6
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

約
3
0
0
人
の
お
年
寄
り
が
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
H

ご
ろ
親
し
ん
で

い
る
民
謡
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
等
幅
広

く
そ
の
成
果
を
披
露
し
、
生
き
が
い
の

発
揺
と
参
加
者
の
情
報
交
換
を
図
る
の

が
目
的
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

6
0
歳
以
上
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
1
0
5
人

(
3
9組）
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
な
ど
自
慢

の
芸
を
披
露
す
る
と
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ふ
る
さ
と
艶
歌
ま
つ

り
が
商
工
会
青
年
部
（
部
長
・
岡
安
信

男
さ
ん
）
の
主
催
に
よ
り
1
0
月
4
日
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、
出

演
者
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

青
年
部
員
が
製
作
し
た
ス
ナ
ッ
ク
や

屋
台
な
ど
の
大
道
具
を
ス
テ
ー
ジ
に
そ

ろ
え
、
1
8
人
の
出
演
者
は
演
歌
や
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
を
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
歌
手
の
深

山
浩
二
さ
ん
ら
3
人
が
出
演
さ
れ
、
観

客
は
プ
ロ
の
歌
唱
力
に
酔
い
し
れ
て
い

ま
し
た
。

な
お
、
益
金
は
人
づ
く
り
（
図
書
購
入
）

の
た
め
に
と
村
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

(11) 平成 9 年11 月 10 日（月）



◇
期
日
1
2
月

1
4日
⑪

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

人
〔
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・

一
般
（
高
校
生
を
含
む
）
の
部
〕

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
1
1
月

3
0
H
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
3
8回
村
民
卓
球
大
会

募
ズ困EJヴ

ゴEJ玉B

集

優勝した皆さん

,1._1 

◇
C
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
ひ
ま
わ
り

A

準
優
勝
リ
リ
ー
ズ

優
勝
大
輪

D

準
優
勝
梅
原

A

3
位
梅
原

D

◇
B

ブ
ロ
ツ
ワ

優
勝
パ
ン
ダ

準
優
勝
ひ
ま
わ
り

B

第
6

回
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
ペ
タ
ン
ク
大
会

⑳ 

◇
A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
キ
リ
ン

社会体育館

合(84)4626

洒洋センター

合(84)5511

か
ん
ぽ
健
康
増
進
支
援
事
業

第
2

回
村
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
新
井
ト
シ
子

準
優
勝
清
水
治
雄

3

位
神
谷
コ
メ

第
8

回
村
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
大
会

（
敬
称
略
）優勝した「大輪 D 」 優勝した新井さん

快
適
な
生
活
へ
の
志
向
が
強
ま
る

中
、
今
後
と
も
家
庭
や
業
務
、
運
輸

部
門
等
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

は
増
大
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
使
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
約
8
割
は
石
炭
・
石
油
等

の
化
石
燃
料
の
燃
焼
等
に
よ
っ
て
得

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
二
酸
化
炭

素
等
温
室
効
果
ガ
ス
が
発
生
し
、
地

球
規
模
の
気
温
の
上
昇
な
ど
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対
応
は
、

一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

解
決
で
き
な
い
問
題
で
す
。

各
家
庭
等
に
お
か
れ
て
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
に
つ
い
て
今
一
度
身

の
回
り
を
見
直
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
工
夫
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

0
部
屋
の
温
め
す
ぎ
に
ご
注
意
を

暖
房
温
度
を
1
℃
下
げ
る
だ
け
で

各
家
庭
の
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
約

1
割
節
約
で
き
ま
す
。

〇
暖
房
機
器
を
買
う
と
き
は
、
ま
よ

わ
す
省
エ
ネ
タ
イ
プ

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
よ
い
機

器
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
含

め
結
局
お
ト
ク
で
す
。

〇
照
明
器
具
の
取
り
替
え
と
あ
手
入

れ
を

照
明
器
具
は
省
エ
ネ
型
蛍
光
ラ
ン

プ
や
電
球
型
蛍
光
灯
な
ど
の
高
効

率
機
器
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ほ
こ
り
を
取
る
だ
け
で
も

2
0
1
3
0
％
の
明
る
さ
が
増
し
ま
す
。

0
電
気
製
品
の
主
電
源
が
入
り
つ
ば

な
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

リ
モ
コ
ン
で
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て

い
て
も
主
電
源
が
入
っ
て
い
る
と

電
力
を
消
費
す
る
機
器
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
長
時
間
使
用
し
な

い
時
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
短
か
め
に

人
待
ち
や
荷
お
ろ
し
の
時
、
エ
ン

ジ
ン
の
か
け
っ
ぱ
な
し
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

〇
急
発
進
、
急
加
速
は
や
め
ま
し
ょ

う
。一

定
の
経
済
速
度
で
の
走
行
か
燃

費
上
手
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

私
た
ち
に
で
き
る

平成 9 年11 月 10 日（月） (12) 



私
た
ち
が
神
社
や
仏
堂
の
軒
下
に
見

か
け
る
も
の
に
鰐
口
と
呼
ば
れ
る
も
の

か
あ
り
ま
す
。
鰐
口
は
円
形
で
平
た
＜

中
空
、
下
方
に
横
長
な
口
の
あ
る
金
具

つ
る

で
、
神
社
や
仏
堂
前
の
軒
下
に
吊
さ
れ
、

参
拝
者
は
布
で
編
ん
だ
綱
を
振
っ
て
打

ち
鳴
ら
す
も
の
で
す
が
、
昭
和
五
十
六

年
に
実
施
さ
れ
た
調
査
に
よ
れ
ば
村
内

に
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
・
（
斗

合
田
観
音
堂
）
か
ら
昭
和
五
十
四
年
ま

で
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
が
十
九
個
程
数

え
ら
れ
ま
す
。
（
神
社
は
二
社
、
他
は
仏

堂
）そ

の
中
で
南
大
島
の
厳
島
神
社
の
鰐

口
は
昭
和
五
十
一
年
三
月
に
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
昔
こ
の
神
社

に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
見
在
は
長
野
県
南

き
ん
辻
さ
ん

佐
久
郡
川
上
村
の
金
峯
山
神
社
に
保
存

No.27 

r なぞ Iヴしま わr "ち 1 
し歴史の謎厳島神社の鰐口 」

さ
れ
て
い
る
鰐
口
を
そ
っ
く
り
復
元
、

奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
次
の

よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
と
の
起
こ
り
は
昭
和
五
十
年
の
春

に
川
上
村
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
主

事
の
か
た
が
川
上
村
金
峯
山
神
社
に
奉

納
さ
れ
て
あ
る
鰐
口
の
銘
「
上
州
佐
貫

庄
大
島
郷
厳
島
鰐
口
也
」
の
大
島
郷
に

つ
い
て
史
実
の
確
認
調
査
に
来
た
こ
と

か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数

日
後
の
新
聞
の
群
馬
版
に
明
和
村
南
大

島
の
厳
島
神
社
の
鰐
口
が
武
甲
信
山
の

奥
地
、
金
峯
山
神
社
で
発
見
と
報
道
さ

れ
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
中
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
か
た
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
南
大
島
地

区
で
は
区
長
、
神
社
総
代
の
か
た
が
た

が
早
速
現
地
へ
出
か
け
、
問
題
の
鰐
口

に
つ
い
て
調
査
し
て
帰
村
し
ま
し
た
が
、

こ
の
鰐
口
は
も
と
は
厳
島
神
社
に
奉
納

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
何
と
か
返
し

;―`―ー・·
'-~. 

ご．二こ~ー． Cで言↓ー＝

全I:.: -" . ・一ー· ---

復元されだ鰐口

て
も
ら
お
う
で
は
な
い
か
と
相
談
、
陳

情
書
を
川
上
村
教
育
委
員
会
へ
出
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
先
方
よ
り
は
村

の
文
化
財
と
し
て
保
存
す
る
の
で
残
念

な
が
ら
希
望
に
は
添
い
難
い
と
の
返
答
、

何
し
ろ
こ
の
鰐
口
の
年
代
は
享
徳
元
年

（
一
四
五
三
）
と
遠
い
昔
の
こ
と
、
い
つ

ご
ろ
厳
島
神
社
か
ら
姿
を
消
し
た
の
か
、

な
ぜ
信
州
の
山
奥
の
神
社
に
あ
っ
た
の

か
、
す
べ
て
は
歴
史
の
謎
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

か
な

結
局
鰐
口
返
還
の
希
望
は
叶
わ
ず
、

地
元
で
は
改
め
て
本
物
そ
っ
く
り
の
鰐

ち
ゅ
う
ぞ
う

ロ
を
鋳
造
、
次
の
よ
う
な
い
わ
れ
を
刻

ん
で
奉
納
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

〈
表
〉

奉
納
厳
島
神
社
氏
子
中
天
命
鋳

物
師
彦
一
郎
作

昭
和
五
十
一
年
三
月
吉
日

此
の
鰐
口
の
真
物
は
長
野
県
南
佐
久

郡
川
上
村
金
峯
山
神
社
文
化
財
と
し

て
保
存
さ
れ
て
あ
る
。

何
ゆ
え
に
持
ち
さ
ら
れ

た
か
は
不
詳

昭
和
五
十
年
四
月
発
見

さ
れ
氏
子
一
同
相
計
り

後
世
に
の
こ
す
為
復
元

奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
裏
〉

上
州
佐
貰
庄
大
島
郷
厳

島
鰐
口
也

檀
那
同
所
住
人
六
郎
三

郎
出
吉

享
徳
元
年
十
二
月
十
三

日（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

已
）

1
-
1
1
E
I
 

> 館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 畠
千代田 赤づ; 人

板倉地区 更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

休 なにみ ; 
る限一

白沢医院 川田医院 堀越医院 新橋病院 館林地区と 館林地区と 且贔11 月 23 日
合 (72) 1600 合 (72)3724 合 (73)4151 合 (75)3011 同じです。 同じです。 あ時院

日 り間 — 
まは 合

田内医院 最上医院 >: (72) 

11 月 24 日 3 
合 (72)3855 合 (74)3763 で 1 I 

当 胃？ 4 

゜しで ‘ーーノ

小西医院 小倉医院 増田医院 川島脳外科 井上医院 館林地区と てで が
11 月 30 日 かす゚ 担

合 (86)2261 合 (72)0606 合 (72) 1387 合（75)5511 合 (82) 1131 同じです。 ら 当

番
呑ロ戸クZ, し

ま
し す

落合医院 大神医院 大塚医院 小曽根医院 増田医院 小西医院 て ゜12 月 7 日
合 (72)3160 合 (62)2200 合 (72)0176 合 (72)7707 合 (86)2261

< 内
合 (82)2255 だ 科

医
さ
¥., ¥ 外
゜根岸医院 川田（耳）医院 神尾医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と 科

12 月 14 日
合 (72)3262 合 (72)3314 合 (75) 1288 合（72)6000 産同じです。 同じです。

婦

(13) 平成 9 年11 月 10 日（月）



村
入
営住

居者募

役場建設課

宅
集

扶養親族等申告書は

12月 5日までに提出を

役場住民課

合(84)3111

村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は

◇新田団地 10戸

家賃••月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

年末調整等説明会

館林税務署

合(72)4373

源泉所得税の年末調整等説明会が

開かれます。源泉徴収者は必ず出席

してください。

◇日時 11 月 18 日（炒午前 10時～

◇会場 ふるさと産業文化館

「わが家の家計簿•生活

設計」体験談を募集

群馬県貯蓄推進委員会

合027(223)1111

◇内容 家計簿をつけた体験あるい

は生活設計をたてた経験

◇原稿 B4 判400字詰め原稿用紙 5

枚以内で未発表のもの（家計簿体

験談には支出内訳表、生活設計体

験談には生活設計表を添付）

◇募集期間 12 月 1 日（月）～平成 10年

2 月 28 日（士）

◇申し込み氏名（ふりがな）、郵便

番号、住所、電話番号、職業、年

齢、家族構成（応募者との続柄、

年齢、学年）、家計簿記帳年数を記

入のうえ、群馬県貯蓄推進委員会

〒371 前橋市大手町1-1-1 県庁

県民生活課内へ

合 (84)3111

老齢年金を受けている次の人は、

11 月中旬に社会保険業務センターか

ら「扶養親族等申告書」が送られま

すので、必要事項を記入し、提出期

限までに必ず返送してください。

• 65歳以上で178万円以上の年金を受

けている人

• 65歳未満で108万円以上の年金を受

けている人

老齢年金には所得税がかかります。

その所得税が正しく源泉徴収され

るよう、扶養親族等申告書は忘れ

ずに提出しましょう。

※提出期限は12 月 5 日（命〔予定〕です。

放送大学群馬学習センター

合027(230)1085

学びたい／それが入学資格です。

入学試験はありません。

テレビ・ラジオの放送を活用して

講義を行う放送大学では平成10年度

第 1 学期 (4 月授業開始）入学生を

募集しています。

◇募集要項の請求（無料）・問い合わ

せ先 放送大学群馬学習センター

〒371 前橋市若宮町1-13-2

農地の貸借は農業委員

さんにご相談ください；

農業委員会

合(84)3111

農業就業の高齢化、兼業化等が進

行し、稲作を中心とする中核農家が

減少してきており、農地の貸し手農

家の増加、耕作放棄地の増加等の諸

問題が生じています。

このようなことから、村では耕作

放棄地の解消、農地の有効利用を図

るために農地の貸し借りを積極的に

推進します。農地を貸したい人、借

りたい人は、地区の農業委員さんに

ご相談くださしヽ。

群馬瞑最低賃金が
改正されましだ

群馬労働基準局

合027(231)4516

群馬県最低賃金が、 10 月 1 日から

改正されました。

0 1 日 4,936円

0 1 時間 620円

事業主の皆さん、労働者の皆さん

もう一度最低賃金をよく確かめてく

ださしヽ。

ユニセフに寄附
ボーイ・ガールスカウト

ijit* 

. 199.. -. 
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＊この広報亨業は財回法人全国市町村振興協会の後援を得ています。

村民体育祭時に募金

活動を行ったボーイス

カウト明和第 1 団では、

4,058円、ガールスカウ

ト群馬第77団では9,423

円の浄財をそれぞれ集

め、闘日本ユニセフ協

会に寄附されました。

皆さんのご協力ありが

とうござしヽました。

今
年
も
1
1月
9

日
回
か
ら
1
5日
田

ま
で
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
向
上
さ

せ
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産

の
消
失
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
統
一
標
語
「
つ
け
だ
火
は
ち

ゃ
ん
と
消
す
ま
で
あ
な
だ
の
火
」

こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
火
事
を

出
さ
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
よ
う
。

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

⑤
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑤
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

協予秋

力防季

く運全

さに

た動国

火

いこ 災

無償貸与の粉末消火器は備えてありますか。 詳しくは明和分署へ 平成 9 年11 月 10 日（月） (14) 



平
保 : 
役場福祉課（老人福祉センター内）

合(84)4926

11 月 10 日（月）～ 28 日（金）

村の無料法律相談
◇日時＝ 12 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受 付＝ 12 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

••••••••••••••••• ·········•c-••····..-··•···············... '.•i::::····.. :.. >"'"-ｷ.. :.-ｷ -':':':ｷ.. ｷ.. :....ｷｷ'.: : •.... •... • 

乳児健診．．．：：唸紺：：．···'.·•.:..・．．．．．．： : :.:: ：翠．．．．．．．•．:..-····:::':●: ；紺．．．．．．．．．．．．：．•．..:)\::.::·· : •••• 

◇日時＝ 12 月 11 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝8年12 月、 9年5 月、 8月生

健康相談
◇日時＝12 月 2 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
••• ｷ. :.  •'... ｷ:: :·•....... : •. ｷ •. : : :. ••. ｷ. :, •, • ｷ •'. : : •...’·...'·. :. •'. ｷ • :9:: •. •,’·... •. ｷ. 

人権・行政•心配ごと相談
◇日 時＝ 12 月 15 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
····::,:,_c:_-··••:._ : _:·-···::},_:::_···•: :............; :;_::::ｷｷｷ:._:...-ｷｷｷ:::-.: : :. :....... •. :....... 

交通事故相談
....:: ：終匂．．：_···-.. :..-···::名望::::··..._ I .・ ．．・ダ； : .. ｷ •... •. •. : .. • ... • •9: ｷｷｷｷ: ｷ •.. •.. ;. •. • ....• 

◇日時＝ 12 月 18 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年金相談
◇日時＝ 12 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
••.. ｷｷ.. ;. • •・．．‘.．：．．．．．．．泣::"::·:.·..---- : ••·... ::ｷ.-_.:-:.::;;:ｷｷ.ｷ...---; ¥... :ｷ:(;,:::.... •• : ｷｷ:.... :ｷ.-,.: 

今月の納税
. . •. ?:‘森： : • ｷ •. . . ｷ • : ・•. . . ．：•:羞：：： .. . . . . • ; • •...... .•.• :. : : :. : : •... . . . •・・ ; :. . .. . ：：祖：．： : . . . . .: • : •. . .. . ..:: 

◇固定資産税、国民健康保健税

◇納期限＝ 12 月 1 日（月）

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 11 月 28 日（金）

成 10 年
育園児募

◇募集期問

◇募集人員

・中央保育園（新里63番地）…90人

・西保育園（須賀249番地1) … 60人

◇保育時閻午前 8 時30分～午後 4

時（母親の勤務等により延長を希

望する場合は、午前 7 時50分～午

後 5 時30分）

◇対象児就学前の児産

◇入園資格村内の住民で、母親が

働いていたり、病気などで児童の

保育に当たれる人がなく、家庭で

保育に欠けると認められる世帯の

児童

◇申し込み 役場幅祉課（老人福祉

センター内）へ

林警察署

転しま

館林警察署

ff (75)0110 

館林警察署は、新庁舎の完成に伴

い次のとおり移転します。

◇移転先館林市赤生田町1,828-2 
合（75)0110 

◇一般業務開始日時平成 9 年11 月

10 日（月） 午前 8 時30分

◇自動車運転免許関係事務手続き

移転後の手続きは、免許の行政処

分に関する事務を除き、免許証の

更新手続き（適正検査を含む） . 
交付、再交付、記載事項変更等、

すべての事務手続きを館林交通安

全協会で行うことになりますので、

誤りのないようにお顧いいたしま

す。

るる lぶ

広告

役場企画課

両毛（仮）
募集

合(84)3111

両毛広域都市圏総合整備推進協議

会では、圏域内はもちろん圏域外の

皆様にも「両毛」を再認識・新発見

していただくために、米年 7 月「る

るぶ両毛（仮）」の発行を予定してお

ります。

「るるぶ」は全国の書店で販売さ

れている観光情報誌です。

つきましては、「るるぶ両毛（仮）」

に広告掲載をご希望のかたは役場企

画課までお問い合わせください。

軽自動車の申請手続等

テレホンサービスのご案内

軽自動車検査協会群馬事務所

合027(261)4621

軽自動車（三•四輪）の各種申請

手続きや検査関係などの案内を、ご

家庭の電話や FAX付き電話から 24

時間受け付けています。

案内項目は、名義変更、住所変更、

廃車・検査の手続き等35項目。

電話は、ダイヤル式でもプッシュ

式でも利用できます。

(1) 「サービスコードをどうぞ」のメ

ッセージの後、 しばらくお待ち＜

ださしヽ。

(2)案内メッセージが流れますので、

聞きたいコード番号を順次選ぶこ

とができます。

(3)F AXサービスをご利用の際には、

FAX付き電話（同番号）からお

かけくださしヽ。

◇受付合027(290)2264

交通安全協会

至足利市ILDニ□□：：：
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(15) 平成 9 年11 月 10 日（月） 村税等の納付は便利な口座振替で 詳しくは税務課へ



ン
に
焼
く

瀕
下

柿
沼

一
江

3

つ

立
岡
正
夫

< 
車
掌
峙
の
同
僚
車
中
に
呼
び
合
ひ

す
す
竺

つ
つ
穂
苦
ゆ
る
る
志
賀
高
原
を
ゆ

ょ
ょ
き
ざ

気
丈
は
リ
，
U

砧
に
痴
糸
の
兆
せ
る

か
琢
の
ほ
ろ
に
う
ろ
う
ろ
と
居
リ

亡
き
友
の
杉
見
と
は
リ
し
広
辞
苑

し
ゅ
う

に
老
醜
の
醜
を
虫
眼
鏡
て
さ
か
す

奈
良
思
き
く
の

櫛
に
つ
く
抜
け
毛
を
今
轄
も
気
に

し
つ
つ
紫
紺
の
茄
子
を
フ
ラ
イ
パ

江
森
政
美

と
光
る

ご
し
に
投
ぐ
る
コ
イ
ン
の
キ
ラ
リ

ト
レ
ヴ
ィ
の
泉
に
客
は
溢
れ
て
肩

か

ほ

や

ヵゞ

｀｀力
9 口

文

芸

火 I& こわいよ～

＼
ー

そ
も
和
囮
の

今
ぷ
ャ
、
防
ヒ

僕
達
マ
ー
ベ
ラ
ス
は
、
明
中
野

球
部
O
B

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た

フ
ル
シ
ー
ズ
ン
活
動
す
る
オ
シ
ャ

レ
な
人
達
で
す
。
活
動
は
主
に
野

球
な
の
で
す
が
、
野
球
に
こ
だ
わ

ら
ず
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
勝
負
事
に
於

い
て
、
確
か
に
勝
つ
こ
と
は
大
切

で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
「
笑

い
」
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、

笑
い
の
絶
え
な
い
仲
間
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
マ
ー
ベ
ラ
ス
ま
で
。

マーヘラス

代表 金子岳彦

じ~..........や Sト・や•―｀←ベー・ベ＼，やぺい→←→べ→ ←ペヽやぺ｀＇やべヘ→S←·＋→ベヽヤ3←→ペ'-··-'.....·や→→呵; 村の人口と世帯 10月の救急車出動回数 、i令
｛・ 11 月 1 日現在（対前月比）
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お
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で
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氏

奨ま泰召桜；遥い町名
義t成苫子ー カ＇暉き

父
母
名

君章和 洋賢み崇裕章
仁ゆ

江義哉 子ーき之子雄

男 男 女 女 男 性
別

米
お
く
や
み
米

氏
名
年
齢
世
帯
主

新
井
喜
一
郎
8
4
一
生

関
本
ヨ
シ

9
3
忠

島
田
秋
太
郎

7
5

丘

秋
野
政
次
8
3
光
大

江
森
二
郎
8
0

稔

高
田
啓
一
郎

6
3
康
弘

田
部
井
好
雄

6
6
フ
ミ
子

（
敬
称
略
）
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0
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゜
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O
n
~
o
o
n
~
0
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~
o
o
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村
民
文
化
大
学
教
養
講
座
が
開
か
れ
、
講
師
の
元

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
選
手
三
屋
裕
子

さ
ん
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
賭
け
た
私
の
青
春
と
題
し

て
「
楽
を
選
ば
な
い
、
逃
げ
な
い
勇
気
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
講
演
し
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
談
に
耳
を

傾
け
な
か
ら
自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、
人
生
の
糧

と
し
て
意
義
あ
る
講
演
で
し
た
。
®

村
民
文
化
大
学
2
日
目
の
2
1
世
紀
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
講
演
を
聞
き
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
「
な
ぜ
、
ど
う
し
て
」
の
声
に
「
忙
し
い
か

ら
後
で
ね
」
と
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
、
こ
れ
か
ら
は

子
ど
も
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
た
ち
の
視

線
に
た
っ
て
考
え
ら
れ
る
一
人
の
大
人
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
©

秋
も
深
ま
り
、
枯
葉
舞
う
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
て
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す
。
火
災
は
た
ば
こ
や
た
き
火
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
等
、
ほ
と
ん
ど
の
原
因
が
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
細
心
の
注
意
を

払
い
、
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

ね
。
⑭

田江梅矢南南江地蔽新新新大須
大大 佐

島口原島島島口区嘉里里里貫賀区
％睾％％％％％砕,__., %1½2% 賢％闘

※掲載を希望されないかだは、届出の際に申し出てください。

士也

平成 9 年11 月 10 B （月） (16) 
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コロハイスクールで、ホストファミリーや先生との記念撮影

村
で
は
中
学
生
に
国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
今
年
度
初
め
て

中
学
生
国
際
交
流
研
修
事
業
を
行
い
ま

し
だ
。

研
修
は
、
8
月
1
6日
か
ら
2
6
日
ま
で

の
1
1
日
問
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ

ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
、
シ
ド
ニ
ー

郊
外
ノ
ー
ス
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
に
あ
る

コ
ロ
ハ
イ
ス
ワ
—
ル
で
、
現
地
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
な
が
ら
通
学
し
、
英
語
研
修
や
文
化

的
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
だ
。

派
遣
さ
れ
だ
の
は
、
中
学
2
.
3

年

生
1
0人
と
引
率
者
で
あ
る
築
比
地
教
育

長
、
橋
本
校
長
、
笠
井
教
諭
の
3

人
で

し
だ
。

帰
国
後
に
洒
外
派
遣
報
告
書
を
作
成

し
、
同
事
業
の
報
告
会
が
1
1月
6
日
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、
引

率
者
の
報
告
の
後
、
ビ
テ
オ
を
使
い
な

が
ら
当
時
の
様
子
を
説
明
。
さ
ら
に
、

派
遣
生
徒
全
員
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
感
動
や
貴
重
な
体
験
な
と
思
い
出
の

数
々
を
語
り
ま
し
だ
。

こ
こ
で
は
、
派
遣
さ
れ
た
全
員
の
感

想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

3

年
石
川
悦
子

3

年
小
平
義
朗

今
回
の
海
外
派
遣
は
自
分
に
と
っ
て

何
も
か
も
初
め
て
の
事
ば
か
り
で
し
た
。

外
国
に
行
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
現
地
の
学
校
に
通
う
と
い
う
貴
重

な
体
験
が
出
米
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
知
り

合
っ
た
友
達
と
文
通
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
海
外
派
遣
で
、
両
国
の
生
活
や

文
化
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
の

違
い
を
感
じ
て
米
ま
し
た
。
「
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
違
い
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
女
性

の
ほ
と
ん
ど
が
ピ
ア
ス
を
し
て
い
る
」

な
ど
、
ど
れ
も
と
て
も
新
鮮
で
、
1
1
日

間
が
あ
っ
と
い
う
間
で
、
も
っ
と
い
た

い
と
思
う
よ
う
な
い
い
研
修
で
し
た
。

初
め
て
の
海
外
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

体
験
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
も
、
み
ん
な
と
て
も
や
さ

し
く
、
気
づ
か
っ
て
く
れ
て
楽
し
く
過

ご
せ
ま
し
た
。
別
れ
は
つ
ら
か
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
に
ま
た
来
な
さ
い
と
言
わ

れ
た
と
き
は
涙
が
出
る
は
ど
う
れ
し
か

中
学
生
が
国
際
交
流
研
修

オ
ー

3

年
江
森
聖
弥

＂
自
g
“
に
口

[
E
吃
出
声

3

年 3

年

合
成
彩
子

今
回
の
海
外
派
遣
は
と
て
も
貴
重
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
は
不
安
が

大
き
す
ぎ
て
な
か
な
か
英
語
が
出
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
コ
ロ
の
学
校

の
子
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
の
で
、

自
然
と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
人
に
な
っ
た
ら
も
っ
と
長
い
間
滞
在

し
、
も
っ
と
ス
ラ
ス
ラ
話
せ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

飯
田
亜
希
子

私
は
こ
の
研
修
で
お
父
さ
ん
に
誓
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
と
た
く
さ
ん
英
語
で

話
す
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
最
初
は

あ
ま
り
話
も
せ
ず
、
英
語
で
た
く
さ
ん

話
し
た
の
は
最
後
の
4
日
ぐ
ら
い
で
し

た
。
だ
か
ら
今
度
行
く
時
は
も
っ
と
英

語
を
話
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

っ
た
で
す
。
良
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。 派遣生徒のためのイングリッシュレッスン

平成 9 年12 月 10 日（水） (2) 



引率の先生

からひと

コロハイスクールの生徒から熱心に学ぶ明中生徒

気候や食事、言葉や文化の違いから来る生

徒の体調が心配だったが、和やかに話しかけ

て米る生徒達に接し、心配は消え生徒達は学

習に真剣に取り組み、国際的視野を広めた

り、語学力の向上を図ったり、文化的交流を

深めたりしました。私にも生徒にも貴重な体

験でした。

明和中学校長

橋本千城

だ
と

が
こ

明和村教育長

築比地榮

生徒は、生活習慣の違いや、ことばの壁な

どで、戸惑いや緊張感の連続だったようで

す。しかし、ホストファミリーと生活し、コ

ロの先生や生徒とかかわる中で、豊かな国際

感覚を身につけることができたものと確信し

ています。派遣生徒の今後の活躍に期待した

し、

明和中学校教諭

笠井智郁

オーストラリアの自然とのふれあい、英語

研修、現地の中高生との交流、ホストファミ

リーとの生活、どれをとってみても参加者に

とって満足のいくものであったと思います。

準備から事後報告に至るまで、教育委員会の

方々のご努力に感謝します。

裟
ぷ
3

％
囲

％
由

％
⑪
 

％
⑥
 

％
困

2
0灼
汐
じ

％
因

帰
国

柿
沼
由
紀

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
初
め
て
会
っ

た
時
、
私
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

で
も
、
折
り
紙
を
教
え
た
り
、
私
た
ち

が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
教
え
て
あ
げ

た
り
し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
折
り
紙

を
折
っ
て
い
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
特
に
み
ん
な
が
優
し
く
接
し
て

く
れ
た
こ
と
は
、
一
番
の
思
い
出
で
す
。

僕
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
タ
ー

ト
ル
さ
ん
宅
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
生
活
で
は
、
勉
強
や
部
活
で
毎

日
忙
し
く
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
大
流
行

し
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
、
外
で
の
遊
び
が
好
き
で
、
学
校
か

ら
帰
る
と
、
体
を
動
か
し
、
の
ん
び
り

と
遊
び
、
心
も
体
も
充
実
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
は
っ
き
り
言
っ
て

す
ご
く
不
安
で
し
た
。
日
本
語
は
ほ
と

ん
ど
通
用
し
な
い
し
、
知
ら
な
い
家
族

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
そ
ん
な
気
持

ち
が
ど
こ
か
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
活
は
す
ば
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
か
け
が
え
の
な
い

友
達
、
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

し・タ

”a <E，ー·，9, 9 ̀  •ア
楽しかった野外ハイキング

％
⑪
 

％
由

％
回

今
回
、
海
外
派
遣
を
体
験
し
て
僕
は

人
間
性
が
成
長
し
た
よ
う
な
気
か
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
海
外
に
初
め
て
行
く
こ

と
や
、
外
国
人
と
英
語
で
話
す
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

僕
は
自
分
で
そ
れ
を
の
り
こ
え
ら
れ
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
の
海
外
派
遣
に
参
加

で
き
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

今
回
初
め
て
の
海
外
派
遣
で
、
不
安

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
方
々
は
親
切
だ
っ
た
の
で
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
最
高

の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験

を
何
か
に
生
か
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

研
修
の
概
要

出
固

シ
ド
ニ
ー
着

ス
ク
ー
ル
着

ヘホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
生
徒
と
登
校

歓
迎
式
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

登
校
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン

セ
ン
ト
モ
ニ
カ
小
学
校
・
幼
稚
園
で
園

児
に
折
り
紙
指
導
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

登
校
集
会
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ

ス
ン
野
外
ハ
イ
キ
ン
グ
ホ
ー
ム
ス

テ
イ

登
校
フ
ェ
ザ
ー
デ
ー
ル
ワ
イ
ル
ド
ラ

イ
フ
。
ハ
ー
ク
で
体
験
学
習
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

登
校
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン

お
別
れ
会
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す

コ
ロ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
お
別
れ
シ
ド
ニ
ー
市
内
観
光
ホ

テ
ル
泊

グ
レ
ー
ド
ウ
ッ
ド
牧
場
見
学

ピ
ン
グ
ホ
テ
ル
泊

シ
ド
ニ
ー
か
ら
出
国 市

内
観
光
コ
ロ
ハ
イ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅

2
年
堀
口
修
平

2

年
泉
田
宏
美

3

年

2

年
星
野
博
之

2

年
新
井
由
子

シ
ョ
ッ ~み：‘‘‘

オーストラリアでの様子を報告する生徒

(3) 平成 9 年12 月 10 日（水）



一

►

今
回
初
め
て
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
文
化
祭
）

. 
6ｷ ヽ

^ ̀ '̀ ｻ 
` 
'

]

 

村
で
は
、
1
1
月1
日
か
ら
3

日
ま
で
文

化
祭
が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

は
内
外
と
も
に
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
だ
。

人
の
作
り
し
も
の
『
文
化
』
は
人
間
の

五
感
に
訴
え
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
人
々

の
心
の
よ
り
と
こ
ろ
と
な
る
も
の
で
す
。

作
品
展
や
菊
花
展
に
は
、
そ
ん
な
『
文
化
』

と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
が
所
狭
し

と
並
べ
ら
れ
、
芸
能
発
表
で
は
民
謡
や
大

正
琴
、
舞
踊
な
と
5
4
種
の
演
目
が
発
表
さ

た
ん

れ
、
訪
れ
た
か
だ
が
だ
を
堪
能
さ
せ
て
く

れ
ま
し
だ
。

2

日
に
は
、
商
工
祭
や
健
康
ま
つ
り
が

同
館
駐
車
場
と
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

フ
リ
ー
マ
—
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー
、
健
康
相

談
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
な
と
、
会
場
は
楽

し
い
催
し
物
で
目
白
押
し
で
し
だ
。

訪
れ
だ
か
だ
は
、
こ
の

3

日
閻
様
々
な

『
文
化
』
を
五
感
で
感
じ
、
有
意
義
な
休
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
だ
。

▲先着200名様に花苗えプレセント（ハートフル事業） ▲花ば心が和むね（菊花展）

平成 9 年12 月 10 日（水） (4) 



◇
特
選

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞

◇
最
優
等

村
長
賞

村
議
会
議
長
賞

館
林
市
農
協
長
賞

商
工
会
長
賞

教
育
長
賞

文
化
協
会
長
賞

文
化
協
会
園
芸
部
長
賞

◇
優
等

厚
物

ダ
ル
マ

福
助

関
本
政
市

関
本
宗
市

新
井
繁
二
郎

石
川
宗
佑

吉
永
年
雄

新
井
繁
二
郎

岡
安
長
吉

香
山
賓
雄

関
本
宗
市

渡
邊
重
吉

吉
永
年
雄

関
本
政
市

文
化
協
会
園
芸
部
の
部

出
品
者
1
8人
鉢
数
6
7点

特

選

菊

関本政市さん

文
化
祭
と
並
行
し
て
開
か
れ
、
訪
れ

だ
人
だ
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
だ
菊
花
展

の
表
彰
式
が
1
1
月3
日
、
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
だ
。

上
位
入
選
者
は
次
の
と
あ
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

5
[、

△しよ 1..:

大
輪
の
部

◇
特
選
高
橋
典
市

◇
最
優
等
新
井
繁
二
郎

◇
優
等
吉
永
五
三
次

ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部

◇
特
選
岡
安
長
吉

◇
最
優
等
清
水
福
司

◇
優
等
田
口
嘉
彰

菊
づ
く
り
教
室
の
部

出
品
者
1
0人
鉢
数
1
9点

盆
養
（
精
興
右
近
）
の
部

◇
特
選
白
石
フ
ミ
子

◇
最
優
等
田
部
井
喜
雄

◇
優
等
奈
良
か
う

ダ
ル
マ
（
国
華
千
望
）
の
部

◇
特
選
大
西
俊
治

◇
最
優
等
荒
川
芳
枝

◇
優
等
白
石
フ
ミ
子

野
日
ミ
ツ
イ

島
田
よ
し

新
井
調
子

福
地
正
章

老
人
ク
ラ
ブ
の
部

出
品
者
8
6人
鉢
数
8
6点

花

展

レ
し

▲健康が 1 番よね（健康まつり）

ヽ

ヽ
ヽ
・

---ん .I
で —へんし

▲変身二、ナゎ：心‘ナ---スし（＼遵康まつし））

i'、iご一—
ヽ

ヽ 9、,,な',.7/.J.~~ ~,名 ｷ •公ア9

▲フリーマーケットは今年も大盛況（商工祭）

(5) 平成 9 年12 月 10 日（水）



大塚雅勇さん

大
塚
雅
勇
さ
ん

自

治

大
臣
表
彰

- Jr=.rご｀戸
I 

~
豆

雄

令
恒
澤宮

平
成
九
年
度
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、

須
賀
の
宮
澤
恒
雄
さ
ん
（
八o
)が
地
方
自

治
功
労
と
し
て
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

宮
澤
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
役

場
へ
奉
職
後
、
税
務
課
長
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
村
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
実
績

と
識
見
、
手
腕
を
見
込
ま
れ
昭
和
五
十

地
方
自
治
法
施
行
五
十
周
年
を
記
念

し
て
監
査
事
務
功
労
者
自
治
大
臣
表
彰

が
十
月
二
十
一
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で

行
わ
れ
、
村
監
査
委
員
の
大
塚
雅
勇
さ

ん
（
大
佐
貰
）
が
自
治
大
臣
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
五
月

か
ら
現
在
ま
で
十
一
年
も
の
長
き
に
わ

た
り
、
監
査
委
員
と
し
て
監
査
事
務
に

勲
五
等
瑞
宝

章

宮
澤
恒
雄
さ
ん
に

年
十
二
月
収
入
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

以
米
十
四
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、

豊
富
な
経
験
と
卓
抜
な
る
識
見
を
も
っ

て
職
務
に
精
励
し
、
村
の
教
育
、
文
化

福
祉
の
向
上
、
出
納
事
務
の
適
正
な
執

行
お
よ
び
財
政
の
安
定
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
を
宮
澤
さ
ん
は
「
前
村

長
や
先
輩
、
同
僚
ら
の
お
か
げ
で
、
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
こ
の
栄
誉
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
、
今
後
も
身
近
な
こ
と
か
ら
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

精
励
し
、
公
正
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
の
指
導
を
通
し
て
村
の
振
興
発
展
と

住
民
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
定
例
監
査
と
補
助
団
体

等
監
査
の
充
実
に
努
め
て
積
極
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
監
査
基
準
等
の
整

備
を
図
り
監
査
委
員
制
度
の
適
切
な
運

営
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

斎藤晴美さん

(2 年）

原口健二君

(1 年）

「
納
め
よ
う

た
の
税
金
」

館
林
税
務
署
長
賞

く
ら
し
を
支
え
る

あ
な

「
あ
な
た
の
税
で
明
る
い
福
祉
明
る

い
未
米
」

明
和
村
長

賞

税
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
関

東
信
越
国
税
局
主
催
で
行
わ
れ
た
税
に

関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
（
中
学
生
対

象
）
で
、
本
村
か
ら
次
の
三
人
の
か
た

が
た
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

有田妃才子さん

(2 年）

税
に
関
す
る

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

「
税
金
を

し
」

九
月
三
十
日
、
毎
日
新
聞
社
本
社
で 有田梨乃さん

第
十
三
回
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
、
本
村
で
は
、
新
里
の
有
田
梨
乃

さ
ん
（
西
小
二
年
）
が
四
万
六
、

0
七

三
点
の
応
募
の
中
か
ら
文
部
大
臣
奨
励

賞
（
五
名
）
に
見
事
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

習
字
は
二
歳
の
頃
か
ら
始
め
、
今
回
の

受
賞
が
初
め
て
。
「
将
来
は
習
字
の
先
生

に
な
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

館
林
財
務
事
務
所
長
賞

納
め
て
造
る

有文

田

ん

部

大
臣
奨
励

梨
乃
さ

賞
豊
か
な
く
ら

平成 9 年12 月 10 日（水） (6) 



平
成
九
年
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

隊
秋
季
点
検
か
十
一
月
九
日
、
千
代
田

町
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上

で
本
村
か
ら
次
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

群
馬
票
消
防
協
会
長
表
彰

〔
精
勤
章
表
彰
〕

明
和
消
防
団
副
団
長

島
田
高
志
（
南
大
島
）
団
員
歴
十
年

優
良

消
火

. 
群
馬
県
功
労
者
表
彰平

成
九
年
度
の
群
馬
県
功
労
者
表
彰

式
が
十
月
二
十
八
日
、
県
庁
正
庁
の
間

で
開
か
れ
、
本
村
で
は
、
千
津
井
の
野

本
久
雄
さ
ん
（
七o
)が
農
業
功
労
者
と
し

て
、
大
佐
貫
の
荒
井
清
さ
ん
（
六
＿
）
が
建

設
功
労
者
と
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

野
本
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
県

内
で
初
め
て
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
を
栽
培

し
、
専
業
化
へ
の
道
を
切
り
開
き
ま
し

た
。
昭
和
五
十
三
年
か
ら
県
園
芸
協
会

副
会
長
と
し
て
、
本
県
の
花
き
振
興
な

ら
び
に
生
産
組
織
の
充
実
強
化
に
努
め

る
一
方
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
は
日
本

〔
優
良
団
体
表
彰
〕

千
津
井
婦
人
消
防
隊

美
知
子
）

入
ヶ
谷
婦
人
消
防
隊

一
枝
）

（
隊
長

（
隊
長

金
子

山
岸

館
林
地
区
消
防
組
合

管
理
者
表
彰

団
員
を
防
火
活
動
に

ら

表
彰貢献

荒井清さん 野本久雄さん

野
本
久
雄
げ
・
荒
井
清
げ

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
団
長
表
彰

花
き
生
産
協
会
の
理
事
、
副
会
長
、
会

長
を
歴
任
し
、
花
き
産
業
の
地
位
向
上
、

消
費
拡
大
対
策
の
展
開
な
ど
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
フ
ラ
ワ
ー
協

会
の
評
議
員
を
設
立
当
初
か
ら
努
め
、

花
き
業
界
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

荒
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら

県
建
設
業
協
会
理
事
や
副
会
長
等
を
歴

任
し
、
業
界
の
発
展
と
会
員
相
互
の
資

質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
企
業

経
営
の
合
理
化
、
施
工
技
術
の
研
鑽
、

現
場
に
お
け
る
安
全
性
の
確
保
等
、
組

織
の
指
導
強
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
業
界
に
お
け
る
週
休
二
日

制
の
促
進
や
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
資
す
る
道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
す
る
等
、
業
界
を
は
じ
め
地
域
の
発

展
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
優
良
団
員
表
彰
〕

鈴
木
公
明
（
斗
合
田
）

関
口
武
（
江
口
）

栗
原
正
幸
（
南
大
島
）

浅
見
修
（
中
谷
）

齋
藤
剛
直
（
大
輪
）

大
津
恵
一
（
矢
島
）

団
員
歴
五
年

団
員
歴
五
年

団
員
歴
五
年

団
員
歴
八
年

団
員
歴
五
年

団
員
歴
五
年

地域でささえあう

あつだかいあ正月

歳末たすけあい運動

l ？月 1 日～31 日

皆さんのご協力を

あ願いいだします

澤浦薫さん

ｷ-. 
—— 

澤浦さんの作品

平
成
九
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
村
審
査
を
パ
ス
し

た
二
十
点
が
県
審
査
に
臨
み
、
九
月
二

十
六
日
の
県
審
査
で
こ
の
ほ
ど
入
賞
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
県
内
で
、
小
・
中
・
高

校
の
部
を
合
わ
せ
て
一
万
二
、
三
五
六

点
で
し
た
。
本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
小
学
校
の
部

▽
高
橋
彩
子

優
秀
▽
澤
浦
薫
（
西
小
二
）

佳
作
▽
河
内
山
知
幸
（
西
小
一
）

宮
秀
憲
（
西
小
二
）

人
選
▽
二
瓶
梢
（
西
小
二
）
▽
植
田
馨

（
西
小
四
）
▽
高
橋
佑
丞
（
西
小
五
）

▽
吉
永
俊
彦
（
西
小
六
）

◎
中
学
校
の
部

入
選
▽
多
田
愛
（
中
一
）

（
中
三
）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
—
コ
ン
ク
—
ル

優
秀
に
澤
浦
薫
さ
ん

賞

▽
駒
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むらの ゎだ
めい福祈り菊を献花

戦没者追悼式

ん
ヽ
f

►

式
辞
を
述
べ
る
斎
藤
村
長

明和村翡没者追悼式

身
近
な
情
報
を
あ
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
⑬
3
1
1
1

明
和
村
戦
没
者
追
悼
式
が

1
1月
6

日
、
中
央
公
民
館
で

し
め
や
か
に
行
わ
れ
、
遺
族

を
は
じ
め
関
係
者
約
3
8
0

人
が
参
列
し
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大

戦
で
祖
国
の
た
め
に
若
き
命

を
さ
さ
げ
た

3
0
0

余
名
の

村
内
戦
没
者
に
対
し
、
村
民

あ
げ
て
追
悼
の
誠
を
表
す
た

め
、
菊
薫
る
こ
の
時
季
に
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

斎
藤
村
長
は
「
戦
没
者
の

福献進列と長 たいこを英
を花み者ば‘ま゜かと後霊
祈し出ーを遺た しが世を
り ‘て人さ族‘ と何に祭
ま戦‘ひさ会知 式よ引り
し没白とげ長事 辞りき‘
た者いり‘が‘ を慰継平
゜の菊が最追村 述霊い和
ご一霊後悼議 べででの
め輪則にの会 まはい尊 ―三芸ー名紅初，吐
いをに参こ議 しなくさ 言言霞急乞？文長

▲菊一輪を献花する参列者

L1 

レスリングで友好親善
日韓交流親善レスリング大会

日
本
・
韓
国
交
流
親
善
レ
ス
リ
ン
グ

大
会
（
県
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
協

会
主
催
）
が
1
1月
1
5日
、
明
和
中
学
校

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
本
県
と
韓
国
が
レ
ス

リ
ン
グ
を
通
し
て
、
友
好
親
善
を
育
む

と
と
も
に
、
技
術
水
準
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
明
和
中
出
身
の
田
子
真

ニ
さ
ん
を
含
む
本
県
高
校
選
抜
チ
ー
ム

1
2名
と
韓
国
釜
山
高
校
選
抜
チ
ー
ム

1
2

名
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
両
国
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

お年寄りとふれあう中で
ふるさとふれあい活動

1
1月
1
5日
、
西
小
学
校
5
.
6

年
生

の
児
童
が
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
で
、

お
年
寄
り
か
ら
郷
土
に
伝
わ
る
し
め
縄
、

竹
と
ん
ぱ
、
竹
馬
、
お
手
玉
づ
く
り
な

ど
を
学
ぶ
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

昔
か
ら
の
生
活
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
郷
土
へ
の
理
解
、
愛
着
と
高
齢

者
を
尊
ぶ
心
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
毎

年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

児
童
た
ち
は
、
手
ほ
ど
き
を
受
け
た

作
品
が
出
来
上
が
る
と
、
早
速
遊
ん
だ

り
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

こ
。f
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売上金は車椅子なとに
福祉バザー

1
1
月
2
3
日
、
村
民
の
間
に
す
っ
か
り
定

着
し
た
第
1
6
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
バ
ザ

ー
が
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
多
く
の
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
家
庭
な
ど
か
ら
寄
附
し
て
い

た
だ
い
た
衣
顆
、
日
用
品
、
野
菜
・
果
実
、

食
品
な
ど
約
2
,
7
0
0
点
が
会
場
狭
し

と
並
べ
ら
れ
、
市
価
よ
り
も
格
安
な
値
段

で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

売
上
金
は
、
7
9
万
6
,
4
1
5
円
で

全
額
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）

に
寄
附
さ
れ
、
在
宅
福
祉
資
金
と
し
て
介

護
用
ベ
ッ
ト
、
車
椅
子
、
一
人
暮
ら
し
老

人
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

腹話術で安全を呼び掛け
交通安全教育講師団

母なる流れと緑の大地
利根川ミーティング

来
年
の
5
月
1
0
日
に
開
か
れ
る
第
4
9

回
全
国
植
樹
祭
と
カ
ス
リ
ン
台
風
5
0
周

年
を
記
念
し
て
、
利
根
川
を
挟
ん
だ
群

馬
県
と
埼
玉
県
の
沿
線
市
町
村
が
交
流

を
深
め
よ
う
と
、
1
0
月
2
6
日
千
代
田
町

赤
岩
地
先
で
利
根
川
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
強
風
の
中
3

万
人
の
人
た

ち
で
に
ぎ
わ
い
、
利
根
川
遊
覧
、
ウ
ル

ト
ラ
ク
イ
ズ
、

E

ボ
ー
ト
競
漕
な
ど
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
流
域
の
物
産
即
売
で

は
本
村
か
ら
も
「
な
し
」
と
「
シ
ク
ラ

メ
ン
」
の
出
店
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
た

ち
に
特
産
品
の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
い
、

一
役
担
っ
た
一
日
で
し
た
。

ソフトボールで親睦を
明和消防団

明
和
消
防
団
活
性
化
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
1
1
月
9
日
、
西
小
学
校
校
庭
で

行
わ
れ
、
団
員
な
ど
約
7
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
の
活
性
化
と

団
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
目
的

で
、
明
和
消
防
団
の
主
催
で
開
か
れ
た

も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
第
1

、
第
2
、
第
3
分

団
お
よ
び
消
防
団
本
部
か
ら
4
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
試

合
に
臨
み
秋
空
の
下
、
心
地
良
い
プ
レ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
結
果
は
優
勝
が

第
1

分
団
、
準
優
勝
が
消
防
団
本
部
で

し
た
。

交
通
安
全
教
育
講
師
団
研
修
発
表
会

が
1
1
月
1
9
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

講
師
6
1
人
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
⑪
館
林
交
通
安
全

協
会
が
教
育
講
師
団
の
技
術
向
上
な
ど

を
目
的
に
、
館
林
市
、
板
倉
町
、
明
和

村
の
会
場
を
持
ち
回
り
で
開
催
。

講
師
団
は
、
腹
話
術
、
奇
術
、
紙
芝

居
、
大
正
琴
、
指
人
形
な
ど
を
発
表
し
、

自
分
の
家
庭
や
地
域
か
ら
交
通
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
訪
れ
た
保
育
園
児
、
幼

稚
園
児
、
一
般
村
民
4
7
0
人
余
り
は

熱
心
に
演
技
を
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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冬の県民交通安全運動

◇運動期間

12月11 日（木）～31 日（水）

◇スローガン

「あなだが主役．／ 交通安全」

◇運動の重点

0夜間の交通事故防止

～交通死亡事故が多発～

0 高齢者の交通事故防止

～自宅近くでの事故が多発～

0 シートベルト着用の徹底
～依然、非着用による死者が多い～

交通）レールを守り、正しい交通マナー

を身につけ、交通事故をなくしましよう。

ー
明
和
村
で
起
き
た
こ
の
事
件
を
知
り
、
現
代
社

会
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
ー

◇
日
時
平
成
1
0
年
2

月
8

日
⑪

午
後
1

時
3
0分
1

◇
場
所
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
講
師
東
京
経
済
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
田
村
紀
雄
教
授

◇
受
講
料
無
料

◇
申
込
方
法
役
場
企
画
課

(
6闘
3
1

1
1
)
へ
電
話
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

ら
ん
る

※
講
演
会
終
了
後
、
映
画
「
檻
悽
の
旗
」

の
上
映
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
か
ら
、
約
1
0
0
年
前
の
明
治

3
3年
（
一

九
0
0
年
）
2

月

1
3日
、
日
本
で
初
め

て
の
公
害
闘
争
と
思
わ
れ
る
事
件
が
、

本
村
の
川
俣
地
内
で
起
こ
り
ま
し
た
。

川
俣
事
件
と
は
？

申
し
込
み
受
付
中

I
I
.

川
俣
事
件
講
演

会

・可、

...,., 7; 

直訴と女押し出しの一部

当
時
、
渡
良
瀬
川
は
毎
年
台
風
時
期
に

な
る
と
決
ま
っ
て
土
手
を
決
壊
し
、
足

尾
銅
山
か
ら
流
れ
出
る
鉱
毒
を
含
ん
だ

大
洪
水
が
村
々
を
襲
い
、
米
一
粒
の
収

穫
も
見
ら
れ
な
い
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
た
。
渡
良
瀬
川
沿
岸
の
被
害

農
民
は
、
そ
の
原
因
と
見
ら
れ
る
足
尾

銅
山
の
鉱
業
停
止
と
渡
良
瀬
川
の
堤
防

工
事
の
請
願
を
直
接
政
府
に
訴
え
る
た

め
に
上
京
を
決
意
、
農
民
運
動
の
拠
点

「
雲
龍
寺
」
を
出
発
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

利
根
川
手
前
の
川
俣
地
内
に
さ
し
か
か

る
と
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
待
ち
か

ま
え
て
い
た
警
察
官
と
激
し
い
衝
突
が

起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件
が
川
俣
事

件
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

外国人登録申請用の

写真撮影は平成10年

3月31 日終了します

現在、地方入国管理官署で行って

います『外国人登録申請用の写真撮

影』は、平成10年 3 月 31 日をもって

終了することになりましたのでお知

らせいたします。

（法務省入国管理局）

NOTICE 
Please note that the service of 

photo-taking for the alien 

registration will not be availｭ

able at the Regional Immiｭ

gration Bureaus and Branch 
Offices as of 31st March, 1998. 

利
根
川
は
、
古
米
か
ら
豊
か
な
水
や

作
物
、
舟
運
等
に
よ
る
様
々
な
恵
み
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
一
方
、
カ
ス
リ
ー

ン
台
風
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
常
に

災
害
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
試
練
を
人
々

に
与
え
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の

災
害
の
教
訓
を
思
い
起
こ
し
、
災
害
に

よ
る
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
努
力
を

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

社
会
全
体
で
節
水
に
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
水
を
貯
え
森
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
カ
ス
リ
ー
ン
台
風

の
襲
来
か
ら
五
十
年
目
の
節
目
を
迎
え
、

―
つ
の
川
で
結
ば
れ
た
地
域
に
住
む
す

べ
て
の
人
々
が
心
を
―
つ
に
し
て
、
豊

か
な
利
根
川
の
恵
み
を
未
来
の
世
代
に

受
け
継
い
で
い
く
た
め
、
次
の
と
お
り

利
根
川
サ
ミ
ッ
ト
で
の
利
根
川
宣
言

宣
言
し
ま
す
。

①
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、

災
害
に
強
い
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

②
利
根
川
の
も
た
ら
す
水
の
恵
み
に
感

謝
し
「
水
」
を
世
代
を
越
え
、
地
域

を
結
ぶ
財
産
と
し
て
守
り
、
大
切
に

し
ま
す
。

③
利
根
川
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を

守
り
、
芙
し
く
清
ら
か
な
利
根
川
を

次
の
世
代
に
残
し
て
い
き
ま
す
。

④
利
根
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
先
人

た
ち
に
よ
る
歴
史
と
文
化
を
尊
び
、

人
々
が
憩
い
、
集
い
、
ふ
れ
あ
え
る

よ
り
よ
い
人
と
川
と
の
関
係
を
築
い

て
い
き
ま
す
。

⑤
利
根
川
で
結
ば
れ
た
地
域
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
利
根
川
と
共
存
し

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

今
年
は
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
か
ら

5
0年

利
根
川
の
恵
み
を
未
来
の
世
代
に

平成 9 年12 月 10 日（水） (10) 
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生活習贋病を予防しよう

か
ん
‘
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成

毎
日
の
生
活
習
慣
が

健
康
を
つ
く
る

皆
さ
ん
は
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？
ま
た
は
「
成

人
病
」
と
い
う
言
葉
な
ら
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

成
人
病
と
い
う
の
は
医
学
用
語
で
は

な
く
、
行
政
が
昭
和

3
0年
代
に
「
主
と

し
て
、
脳
卒
中
、
か
ん
、
心
臓
病
な
ど

の
4
0歳
前
後
か
ら
死
亡
率
が
高
く
な
り
、

し
か
も
全
死
因
の
中
で
も
上
位
を
占
め

4
0か
ら

6
0歳
く
ら
い
の
働
き
盛
り
に
多

い
疾
病
」
と
し
て
使
わ
れ
た
言
葉
で
す
。

成
人
病
は
年
齢
を
経
る
こ
と
に
よ
り
や

む
を
得
ず
か
か
っ
て
し
ま
う
病
気
と
し

て
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
う
こ

と
か
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で

し
た
が
、
成
人
病
が
発
病
す
る
の
に
生

活
習
慣
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
今
後
は

治
療
す
る
よ
り
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
に
よ
っ
て
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
考
え
方
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
成
人

病
」
と
は
違
う
、
食
習
慣
、
運
動
習
慣
、

休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
等
の
生
活
習
慣
が

そ
の
発
症
、
進
行
に
関
与
す
る
疾
患
群

と
し
て
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
う
言
葉

を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
っ
て
？

豊
か
な
社
会
の
中
で
食
生
活
の
欧
米

化
や
運
動
不
足
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
特
に
長
年
の
食

生
活
の
質
と
量
は
健
康
に
大
き
な
影
響

が
現
れ
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
食
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
現
代
食
の

問
題
点
と
し
て
は
、
一
般
的
に
動
物
性

脂
肪
が
増
加
し
食
物
繊
維
の
摂
取
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
偏
食
に
よ
る
栄

養
の
偏
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
点
は
糖
尿
病
や
肥
満
、
高
脂
血
症
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
慢
性
疾
患
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

死亡総数に占める死亡原因の割合

糖尿病 l.4%

腎不全 1.8%

肝疾患l.8%

老衰 2.3%

自殺 2.5%

不慮の事故 4.4%

肺炎 7.9%

資料：厚生省「平成B年人口動態統計」

人
病
に
よ
る
死
亡
率
は
全
体
の
約

6
3
%

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は

長
年
の
生
活
習
慣
に
よ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
も
毎
日

の
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

食生活再点検

①食事時間は不規則で間食、夜食が多い

②つい食べ過ぎてしまうことがある

③好き嫌いが多い

④塩辛い食べ物を好んで食べる

⑤脂っこい食べ物を好んで食べる

⑥外食が多い

⑦魚料理より肉料理を好んで食べる

※全ての項目は疾病発症の危険因子です。

食生活を見直して改善しましょう。

年に一度は健診で

健康チェックを受けましょう

悪い生活習慣の積み重ねが

疾病をまねきます

生活習慣病の要因

( 
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本
村
南
大
島
在
住
の
川
合
達
夫
さ
ん

（
日
体
大
助
手
）
は
、
1
0
月
に
大
阪
府
で

開
か
れ
た
第
5
2
回
国
民
体
育
大
会
（
な

み
は
や
国
体
）
秋
季
大
会
の
レ
ス
リ
ン

グ
成
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
9
0
キ
ロ
級

で
、
4
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

川合達夫さん

◇
期
日
平
成
1
0
年
1
月
2
5
日
⑪

◇
時
間
午
前

9

時
＼
1
2時

◇
会
場
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
資
格
村
内
在
住
・
在
学
・

第

3

回
新

水
泳
大

会春

◇
期
日
平
成
1
0
年
1
月
1
8
日
⑪

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺

◇
対
象
村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

◇
部
門
距
離

•
小
学
生
1
.
2
年
…
•
•
…
…
…
i
k
m

5
 

・
小
学
生
3
.
4
年
…
…
…
•
…
.
.
.
 km 

ー

•
小
学
生
5
.
6
年
…
…
…
…
·
:
2
k
m

・
中
学
生
（
男
）
•
•
…
…
…
…
…
•
5
k
m

・
中
学
生
（
女
）
…
•
…
…
•
…
…•
3
k
m

・
一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）
·
：5
k
m

・
一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）
…

3
k
m

．
壮
年

(
4
0歳以
上
男
）
•
•
…
…•
3
k
m

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
「
1
チ
ー

ム
5
人
（
一
般
男
女
）
」
に
よ
る
団
体

戦
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
3
k
m

・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
）
一
般
男
女
：
·
…
…
…
…
•
•
•
3
k
m

・
家
族
マ
ラ
ソ
ン
（
小
学
生
と
2
0
歳
以

上
の
ペ
ア
）
…
…
…
…
…
…
…

l
k
m

◇
申
し
込
み

l

月
7
日
困
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
3
回
明
和
村
近
県
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
1
1
月
9
日
、
1
6
日
の
2
日

間
、
利
根
川
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。こ

の
大
会
は
村
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
協
会

の
主
催
で
、
近
県
市
町
村
と
の
親
善
交

流
を
深
め
、
健
康
増
進
と
体
力
向
上
を

図
る
の
が
目
的
。
県
内
東
毛
地
域
を
は

第
3

回
明
和
村
近
県

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
中
谷

準
優
勝
新
里

第
1
0回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
—
ル
大
会

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

第

2
8
回
秋
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成
年
フ
リ
ー

9
0
花
級

4

連
覇

J 11 

合

達
夫
選
手

な
み
は
や
国
体

内困］E]ヴ
B]E]ff]E] 

⑳
 

フレンドソフトボールクラブ代表者による選手宣誓

社会体育館

合(84)4626

洒洋センター

合(84)5511

第

1
9

回
新
春

村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

◇
期
日、'

日
日
9
_

し

◇
場
所
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
（
水
上
町
）

◇
募
集
人
数
各
8
0
人
（
先
着
順
）

◇
対
象
者
村
内
在
住
者
（
小
学
生
以

下
に
つ
い
て
は
父
兄
同
伴
の
こ
と
）

◇
参
而
葎
〖
1
人
3
,
0
0
0

円
（
バ

ス
代
、
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
1
2
月
2
1
H⑪
午
後
1
時

か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま

す
。

平
成
1
0
年
2月
1
日
⑪
•
2
2

ス
キ

教
室

在
勤
者
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
平
成
1
0
年
1
月
6
日
閲

か
ら
1
5
日
困
（
月
曜H
を
除
く
）
ま

で
に
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

じ
め
埼
玉
、
栃
木
、
茨
城
の
各
県
か
ら

2
2
チ
ー
ム
約
4
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
市
町
村
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
こ
の
大
会
に
、
本
村
か

ら
は
フ
レ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
出
場
し
、
熱
戦
を
展
開
し
た
結
果
、

惜
し
く
も
2
回
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
優
勝
は
、
東
本
町
親
和
会
（
伊

勢
崎
市
）
で
し
た
。

二＇一．．；る二玉●、，；

優勝した「千津井 C 」

優
勝
千
津
井

c

準
優
勝
大
佐
貰

c

3
位
矢
島
・
入
ヶ
谷
C

第

1
8回
老
人
ワ
ラ
ブ

ベ
タ
ン
ワ
大
会

優勝した「中谷」

平成 9 年12 月 10 日（水）

3

立r1 
矢
島
・
入
ヶ
谷

(12) 
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絵
馬
と
言
え
ば
何
か
の
願
い
ご
と
の

た
め
に
、
ま
た
は
願
い
ご
と
の
か
な
っ

た
お
礼
に
神
社
や
寺
に
奉
納
す
る
額
の

こ
と
で
、
そ
の
大
き
さ
や
絵
柄
に
つ
い

て
は
多
種
多
様
の
も
の
が
あ
る
よ
う
で

す
。こ

れ
か
ら
申
し
上
げ
る
絵
馬
は
、
大

き
さ
は
ご
く
小
型
で
、
大
人
の
男
女
二

人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
至
っ
て
簡
素

な
も
の
で
す
。
問
題
は
一
一
人
の
描
か
れ

て
い
る
絵
柄
に
あ
る
よ
う
で
、
も
し
二

人
が
並
ん
で
同
じ
方
角
に
向
く
か
、
互

い
に
向
き
合
っ
て
合
掌
し
て
い
る
な
ら

ば
自
然
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
絵
馬
の

二
人
は
全
く
の
背
中
合
わ
せ
、
互
い
に

反
対
の
方
向
に
手
を
合
わ
せ
て
祈
っ
て

い
る
姿
が
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ん
は
こ
の
よ
う
な
絵
馬
を
見
た
場
合
ど ［吠蘊」と「縁切り絵馬_J

入死様と呼ばれる祠堂に奉納されて

いる縁切り絵馬

う
思
い
ま
す
か
。
前
書
き
が
長
く
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
絵
馬
は
南
大
島
稲
荷

山
の
東
武
線
の
西
方
、
中
谷
方
面
か
ら

南
北
に
通
じ
る
道
路
の
端
に
あ
る
「
入
ま
つ

死
様
」
と
呼
ば
れ
る
祠
堂
（
神
仏
を
祀

る
建
物
）
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
「
縁
切

り
絵
馬
」
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
入
死
様
」
と
は
少
し
変
わ
っ
た
呼

び
名
で
す
が
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
、

ま
た
、
こ
の
所
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
絵

馬
が
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
る
そ
う
で

す
。今

か
ら
約
三
0
0

年
以
上
も
昔
の
こ

と
、
こ
の
付
近
一
帯
に
疫
病
が
大
流
行

し
、
多
数
の
病
死
者
が
出
て
人
々
が
大

変
苦
し
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時

ひ
ご

九
州
肥
後
の
国
（
現
在
の
熊
本
県
）
か

ら
来
た
一
人
の
お
坊
さ
ん
が
、
疫
病
を

し
ず
め
人
々
の
苦
し
み
を
救
お
う
と
し

そ
く
し
ん
ぷ
つ

て
、
進
ん
で
即
身
仏
（
生
き
た
ま
ま
土

中
に
入
っ
て
仏
に
な
る
こ
と
）
と
な
っ

た
そ
う
で
す
。
お
か
げ
で
疫
病
も
し
ず

ま
り
も
と
の
平
和
に
戻
っ
た
の
で
、
人
々

は
そ
の
恩
を
深
く
感
じ
て
、
お
坊
さ
ん

が
即
身
仏
に
な
っ
た
場
所
に
供
養
塔
を

建
て
、
「
入
死
様
」
と
呼
ん
で
あ
が
め
、

供
養
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ

以
後
願
い
ご
と
が
よ
く
か
な
え
ら
れ
る

と
の
噂
が
世
間
に
広
ま
り
、
遠
方
か
ら

も
疫
病
の
縁
断
ち
祈
願
に
来
る
人
が
絶

え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
い
つ
の
頃
か
ら
か
「
疫
病

の
縁
断
ち
」
と
言
う
こ
と
か
ら
人
の
縁

も
切
っ
て
も
ら
え
る
祈
願
の
場
と
し
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う

な
「
縁
切
り
絵
馬
」
か
奉
納
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
絵
馬
に
つ
い
て
は
年
代
、
願
主

と
も
に
不
明
、
お
そ
ら
く
は
現
在
と
違

い
、
何
事
も
忍
従
の
世
の
そ
の
昔
、
こ

こ
を
唯
一
の
祈
願
の
場
所
と
し
て
、
ひ

そ
か
に
奉
納
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
か
、

そ
こ
に
は
願
主
の
切
々

た
る
願
い
と
悲
し
み
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

な
お
「
入
死
様
」
の

供
養
塔
の
銘
は
次
の
通

り
で
す
。
こ
れ
と
き
っ
ち
の
え
い
の

干
時
明
暦
四
戊
戌

（
一
六
五
八
）
法
印
権

大
僧
都
俊
雄
不
二
位

二
月
廿
九
日

（
文
化
財
保
護
調

査
委
員
記
）

` 
館林邑楽地区 館林地区 ※◎ 言

千代田 赤づi 人板倉地区 更科日

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科
明和地区 にのは

なにみ 冒
る限一

12 月 21 日
小西医院川村医院 ゆたか医院 ら9堂医院 わたらせクリニック 竹越医院

場り厚合(86)226 I ff (72) 1337 合（73)7308 2)4469 合 (77)2727 合（84)3137

合が診療時 病生
12 月 23 日

橋田クリニック 海宝病院
ff(72)000I ff(74)08I I 

日 12 月 28 日
真中医院今村クリニック 記念病院礫川堂医院 館林地区と 館林地区と あり 間 — 院
合（72) 1630 合 (70)2221 ff (72)3155 合（74)0184 同じです。 同じです。 まは合

横田（圭）医院岡田医院 す : (72) 
12 月 29 日 の 3

ff(72)0255 ff(72)3163 で I I 

当 12 月 30 日 fら9（内）医院 慶友病院 冒 9 4 
2)0134 ff (72) 6000 

゜上野医院 最上医院 しで 、ーーノ

12 月 31 日 合（72)3330 四（74)3763 てで が
かす 担

1 月 1 日
森下医院 新 累病院 ら゜ 当
合（73)7776 四）30 I I 

呑ロ戸ク し

番 1 月 2 日
菅沼医院 ) 認脳外科 ま
合(72) 9090 5) 551 I し す

て ゜清河堂医院 小曽根医院
1 月 3 日 合 (72)3070 合 (72) 7707 < 内

浜野病院 川田医院 安楽岡医院 慶友病院 井上医院 館林地区と
だ 科

1 月 4 日 さ

医 合（88)5678 合（72)3724 四（72)0572 ft (72) 6000 合 (82) I 131 同じです。 ¥., ¥ 外
白沢医院 I」、` 医院 横田（善）医院 礫川堂医院 増田医院 小西医院 ゜ 科

1 月 11 日 合（ 72) 1600 合）0606 合（72)4970 云（74)0184 合 (82)2255 合 (86)2261

1 月 15 日
大石医院 海宝病院 産

合（74)2362 ff(74)081 I 婦

(13) 平成 9 年12 月 10 日（水）



票ホームページ「群馬

ワークプラザ」への掲載募集

館林公共職業安定所

合(75)8609

「群馬ワークプラザ」とは、イン

ターネットを活用して県内雇用の促

進を図ることを目的に、群馬県とハ

ローワークが本年 6 月に開設したホ

ームページの名称です。

ホームページヘの掲載は、（初群馬

県雇用開発協会へ「99 ぐんま企業ガ

イドブック」の掲載申込を行うこと

が前提となります。上記の申し込み

をされた企業は、自動的にその企業

のプロフィールがホームページに掲

載されます。

◇掲載料金 36,000円（ホームペー

ジ掲載は無料）

◇原稿締切 1 月 31 B （土）

◇申し込み （初群馬県雇用開発協会

ffi27 (224) 3377 F AX027 (224) 
3556 前橋市大手町2-6-17

工業に関する統計調査

にご協力ください

l 県庁統計課 合027(223)1111
通商産業省では、工業統計調査お

よび石油等消費構造統計調査を平成

9 年12 月 31 日現在で実施します。

工業統計調査は、製造業を営む事

業所を対象として、その活動実態を

調査します。また、石油等消費構造

統計調査は産業別、規模別、地域別

に我が国産業のエネルギー消費の実

態を明らかにすることを目的として

います。

これらの調査結果は、国や地方公

共団体の行政の重要な某礎資料とし

て利用されるとともに、企業、大学

などの研究資料、小・中・高等学校

の教材など、広く利用されていると

ころです。

皆様から提出していただく調査票

については、統計法に基づき調査内

容の秘密は厳守されますので、正確

なご記入をお願いいたします。

シ
ク
ラ
メ
ン
の
里

明
和
村

年末年始の水道故障は

村指定の水道業者に

［役場建設課
ff(84)3111 

12 月 27 日（土）冨塚水道合 (84)3247 

12 月 28 B （日） 松本水道 ff(84)2839 

12 月 29 日（月） 石崎水道 ff(84)4147 

12 月 30 日（灼大川工業合（73)0721 

12 月 31 B （水）金子水道合（84)2148

1 月 1 日（杓島田設備合 (84)3282 

1 月 2 日（鉗高田設備合 (84)3736 

1 月 3 日（土）冨塚水道合（84)3247

1 月 4 日（日）松本水道合 (84)2839

1 月 11 日（日）石崎水道合（84)4147

1 月 18 日（日）大川工業合（73)0721

水道管にも冬じだくをしましょう。

館林高等看護学院

学生募集

l 館林高等看護学院
合(73)7175

◇応募資格 ①高等学校卒業または

卒業見込みのかた ②文部大臣が

①と同等以上の学力を有すると認

めたかた ③矯正視力 0.8以上

◇募集人員 40人（男女）

◇修業年限 3 年

◇試験期日
0 第 1 次 1 月 27 日（灼学科試験

0 第 2 次 2 月 5 日（木） 面接試験

◇試験場館林高等看護学院

◇出願書類入学願書、健康診断書、

受験票、高等学校の調査書、返信

用封筒（長 4 号封筒に住所、氏名

を明記し80円切手を貼付）、写真 2

枚（名刺型）

◇受験料 8,000円（郵便為替）

◇申し込み 1 月 6 日（灼から 19 日（月）

までに同学院(〒374 館林市苗木

町2497-1) へ出願書類を持参また

は郵送してください。

年賀状はあ早めに

l 川俣郵便局 合(84)3120 ご
郵便局では、 12 月 15 日から年賀状

の受け付けを開始します。 12 月 24 日

までに差し出さないと、元旦に配達

できない場合もでてきます。

郵便番号と住所（番地、棟番号、

室番号、 00様方まで）をはっきり

書きましょう。

年末・

役場等

役場の一般事務は、 12 月 27 日（土）か

ら 1 月 4 日（日）まで休みとなります。

村民の皆さんと関係の深い窓口事

務やごみの収集などは次のとおりに

なりますので、手続きや届け出等は、

早めに済ませましょう。

役場窓口事務

出生届や死亡届、婚姻届などの届

け出は、休みの期間中でも受け付け

します。

住民課合(84)3111 

老人福祉センタ

テイサービスセンター

・年末 12 月 27 日（士）まで

・年始 1 月 6 日（灼から

老人福祉センター 合(84)4926

デイサービスセンター 合(84)5222

中 央 公 民 館

社 会 体 育 館

・年末 12 月 28 日（日）まで

・年始 1 月 4 日（日）から

中央公民館合(84)4491 

社会体育館合(84)4626

ふるさと産業文化館

図書館

・年末 12 月 27 日（士）まで

・年始 1 月 6 日（灼から

ふるさと産業文化館合(84)5555

図書館 合 (84)5555

B&G 洒洋センター

・年末 12 月 27 B （士）まで

・年始 1 月 6 日（灼から

B&G海洋センター合 (84)5511 

可燃ごみの収集

・年末 12 月 29 日（月）まで

・年始 l 月 5 日（月）から

※ごみは、指定された袋で決められた

H 時に指定場所へお顧いします。

環境保健課合(84)4686

し尿のくみ取り

・年末 12 月 29 日（月）の午前中まで

・年始 1 月 5 日（月）から

（有）大拙興業合(73)4186

事件・、事故の被害者や加害者となつだときなとは素早く110番 館林警察署(75)0110 平成 9 年12 月 10 日（水） (14) 



村の無料法律相談
◇日時＝ 1 月 12 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 1 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

• • • • : : ｷ0; :. : .• • • • • • •. : . •. • • • • • • : ·踪 : : • • • •.. : . •. • • • • • • : ｷｷ: : ; : : • • • • • •. : • 9’ . ｷ ｷ • ・・ ：繋: .: :... • • • ... ; . •. • •. •. • ｷ •. • • 

乳児，健診..: ：：唸支::.:···=... !.·・．．．．：: ：．冷苓‘;•··=... ; _.:·•··:::'::/:.:···'.... !/···.:::}苓．．．｀::··:·.. ; _.:ｷｷｷ::: 

◇日時＝ 1 月 8 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 9年1 月、 6 月、 9月生

健康相談
◇日時＝ 1 月 6 日（灼・ 16 日（金

午前9時30分～10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政•心配ごと相談
1 月はお休みさせていただきます。

...... • : : g •..... •....................... : :: : •.............,’··, :. :......”•......... 

交通事故相談
．．．・．•: •.. ,‘•...、_..-,..-_:•?=:-.. • .. _;.. _.. ·.:•;·:..... •·.. : _..,.-:,,.,..... ｷ.. : 
◇日時＝ 1 月 14 日（水）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所
•ヽ·:. : -.. • •. :; ;ｷ •'. • :'•... • : ::ｷ,'. • :'ｷ  ｷ : : :;'•’ 

年金相談.. •. : .: •• ｷ • ：．ざ裕：・・・・・・．． . .: ｷ • ｷ • ：さ呂：．・·• ｷ •.. : ,ｷ • ｷ • • ::: : :. ｷ •.. . . .. • ·．・：: ：．・．． .. 
◇日時＝ 1 月 16 日（金）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
·_·_._....'・と：’．’.. . •' . • : ,ｷ ’’••. 9. • •, ; ::',• 

今月の納税
• ·9:9•萎：：：:. ... ｷ' ; •....9..9.9・話：’：:•..... • 9 : ••••••• :’: ：さ：•.’... . •’, ; • :... :．唸：：：落．：’．...:. • : ··.....:•忍
◇村県民税、国民健康保険税、国民年

金保険料、水道料金

◇納期限＝ 12 月 25 日（杓

ご存じですか
検察審査会

太田検察審査会（前橋地方裁判所

太田支部内） 合(45)7751

皆さんは、検察審査会をご存じで

すか。検察審査会は、検察官が事件

を裁判所へ起訴しなかった（不起訴）

場合に、被害にあったかたや告訴．

告発したかたからの申し立てに基づ

いて、検察官のなした不起訴が正し

いか否かをもう一度審査するところ

です。

◇相談内容 交通事故・詐欺•おど

しなどの被害にあったが、検察官

が裁判にかけてくれない場合など

◇相談日時月～金午前 9 時～午

後 5 時

◇場所・問い合わせ 太田検察審査

会（前橋地方裁判所太田支部内）

※費用は無料で秘密は厳守しますの

でお気軽にご相談ください。

(15) 平成 9 年」 2月 10 日（水）

村営住宅

入居者募集

）役場建設課 合(84)3111
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は

◇新田団地 10戸

家賃…月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

農業委員選挙人

名簿への登録を
/ 

村選挙管理委員会（役場総務課内）

合(84)3111

毎年 1 月 1 日現在で農業委員会委

員の選挙人名簿が作成されます。

選挙権を有する人で10アール以上

の農地を耕作している人などは、必

ず登録をしましょう。

◇選挙権を有する人＝村内に住所が

あり、平成10年 3 月 31 日現在満20

歳以上で10アール以上の農地を耕

作している人、または、その配偶

者や同居の親族で年間60 日以上耕

作に従事している人

◇登録申請＝登録申請書は、各地区

の区長さんを通じて配布しますの

で、必要事項を記載して提出して

ください。

農業所得の雇人費等

控除は 1 月12日まで（こ

l 役場税務課 合(84)3111
平成 9 年中に雇人費、小作料を支

払った人および新しく大農具（トラ

クター、コンバインなど）を購入後

申告をしていない人は、平成10年 1

月 12 日までに役場税務課に領収書と

印鑑を持参のうえ申告してください。

申告しませんと、農業所得の標準

外経費として控除することができま

せんので、必ず申告をしてください。

「 自衛隊太田出張所合(45)5563
中学 3 年生男子集まれ．I （公立高

校受験前の実力だめしでも）

◇応募資格 15歳以上17歳未満男子

◇第 1 次試験 1 月 5 日（月）

◇受付期限 1 月 4 日（日）

◇試験場 太田市勤労青少年ホーム

◇受験料無料

◇特色 4 年の学生生活の間に、給

与・手当を支給されながら高校の

卒業資格を取得できる魅力的な制

度です。

安定した将来「特別職国家公務員」

で、給与・年金等の生活基盤を生

涯にわたって保証されます。

◇問い合わせ 自衛隊太田出張所

水は生活の源です

［館林土木事務所
合(72)4355

私たちの住むまちは、豊かな水に

恵まれ、緑あふれる土地を育んでい

ます。

ところが最近、その大切な水が流

れる川や水路に油などが流れ出す事

故が多く見られます。

汚れた水は、飲み水にはもちろん

田畑や動植物にも大変に悪い影響を

与え、せっかくの潤いある環境を台

なしにしてしまいます。

皆さん一人ひとりのモラルがあれ

ば簡単に防止できることなので、こ

の索晴らしいまちを汚すことのない

よう、油などを川に捨てないよう心

掛けましょう。

1 月10日は110番の日です ～守ります 地域の安全 110番～

c
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者
の
皆
様
に
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

大成野球部
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i 村の人口と世帯 11月の救急車出動回数 :[ i 12月 1 日現在（対前月比）
1令 世帯数 3,262戸（＋ 3) 交通事故 5 件 t 

了
{ 人口総数 I I, 60 I 人(+ I) a. .r=:= I r. ILL + 
f男 5,835人・女 5,766人 急病 19 件i
1ｷ -~ -,/: :-~ ~ ::'-: ~ --✓'... ❖ 
+ (11 月中の動き） その他 0 件 •} 

t̀ 出生 7 人・死亡 I I 人 4} 

；転入 28人・転出 22人 計 24 件 4;
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ゆ
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美
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花
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あ
く
や
み
来

氏
名
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齢
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四
郎
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篠
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美
代

木
村
嘉
珠
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太
郎

小
形
仙
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マ
ッ

丸
山
易
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交
通
安
全
教
育
講
師
団
の
研
修
発
表
会
で
、

腹
話
術
な
ど
の
演
技
が
披
露
さ
れ
、
事
故
防
止

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に

か
け
て
社
会
全
体
が
慌
た
だ
し
く
な
り
ま
す
の

で
、
常
に
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
交
通
安
全
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
®

師
走
に
入
り
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
一
年
の
締
め
く
く
り
の
月
、
お

体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
©

皆
様
、
寒
い
冬
を
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

1
2
月
は
「
師
走
」
と
書
き
ま
す
が
、
字
の
ご
と

く
今
月
も
広
報
と
オ
フ
ト
ー
ク
で
慌
た
だ
し
く

過
ぎ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
⑭

女

中

齋
藤

女

大

男

中

女

矢

男

中

女

中

名

□
あ
め
で
だ
位

氏

父
母
名

憂一真登公茂久和佳紀美武
由志 美洋織

芙夫美雄子治子宏子之子志

生
I
J

J
ー
屯
グ

中川中江田南斗斗大江地薮
大合合佐

谷俣谷口島島田田貫口区嘉 谷輪谷島谷谷区
凶1){3%%%%%%%%:塁一 % % % % ％嗚闘

※掲載を希望されないかたは、届出の際に申し出てください。

i也 （
敬
称
略
）

平成 9 年12 月 10 日（水） (16) 



広゚報
発行／明和村役場〒370-0ワ95 群馬喋邑楽祀明和村大字新里288番地・編集／企画課広報係•印刷／東京広告（株）

、
＼
ー
／

8

年筐
1

1

平(
 

No. 43 6 
〔 10 日（土）発行〕



年頭のごあいさつ

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
十
年
の
輝
か

し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
私
事
、
昨
年
七
月
の
任
期

満
了
に
伴
う
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て

は
、
村
民
多
数
の
か
た
が
た
か
ら
格
別

な
る
ご
支
援
と
温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
、

三
期
目
の
村
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
一
万
有
余
の
村
民
の
代
表
と
し
て

自
覚
と
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
国
内
景
気
は
消
費
税
の
引
き
上
げ

後
の
需
要
低
迷
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が

で
き
ず
、
輸
出
関
連
企
業
を
除
い
て
企

業
の
生
産
・
所
得
・
雇
用
の
改
善
テ
ン

ポ
が
鈍
化
し
、
景
気
の
停
滞
色
を
強
め

て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

金
融
機
関
の
相
次
ぐ
経
営
破
た
ん
に
よ

る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
不
安
の
深
刻
化
な

ど
激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
、
少
子
化
、
国
際

化
、
高
度
情
報
化
の
進
展
や
地
方
分
権

の
取
り
組
み
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
、
高
齢
社
会

に
対
応
す
る
た
め
の
介
護
保
険
法
の
成

立
な
ど
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
本
村
は
、
幸

い
議
会
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
都
市
計
画
道

路
の
決
定
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
竣

工
に
伴
う
給
食
内
容
の
充
実
と
運
営
の

効
率
化
、
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
お
よ

び
従
来
か
ら
の
諸
事
業
を
総
合
計
画
に

沿
っ
て
順
調
に
執
行
し
、
次
の
世
代
に

向
け
て
の
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
た
本
年
は
、
二
十
一
世

紀
初
頭
の

I
I

ま
ち
づ
く
り
”
を
念
頭
に

お
き
、
第
四
次
総
合
計
画
を
基
に
村
民

だ
れ
も
が
誇
り
と
愛
着
が
も
て
る
よ
う

な
、
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た

明和村長

斎 藤 憲

め
に
皆
様
と
の
対
話
を
挟
ん
で
、
効
率

の
よ
い
ガ
ラ
ス
張
り
の
村
政
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
新
た
に
取
り
組
む
事
業
お
よ
び

主
要
事
業
は
、
町
制
施
行
の
推
進
、
公

共
下
水
道
事
業
の
推
進
、
保
育
園
・
幼

稚
園
の
統
廃
合
の
推
進
、
消
防
施
設
の

充
実
、
福
祉
作
業
所
整
備
事
業
、
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
準
備
事
業
、
西
小

学
校
南
校
舎
耐
震
補
強
事
業
な
ど
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
村
道
整
備
等
の
都
市
基
盤

の
整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
、
健
康
・

福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の
向
上
、
産

業
の
振
興
、
行
政
基
盤
の
強
化
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
む
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
、

一
層
皆
様
の
創
意
と
英
知
を
結
集
し
て

「
夢
の
あ
る
未
来
を
創
造
す
る
、
活
力
と

う
る
お
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
勇
断
と
情
熱
を
も
っ

て
心
の
通
っ
た
村
政
執
行
に
当
た
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
村
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
理
解
と
限
り
な
い
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
が
た
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

平成10年 1 月 10 日(±) (2) 



新年のごあいさつ

ー
し

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。平

成
十
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
村
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

い
つ
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
バ
ブ
ル
崩
壊
の
関
係
に
て
四

大
証
券
の
山
一
が
自
己
廃
業
・
ま
た
銀

行
の
倒
産
等
が
有
り
、
ま
さ
し
く
激
変

の
年
と
な
り
ま
し
た
。
国
際
競
争
の
な

か
国
内
景
気
は
依
然
と
し
て
停
滞
し
た

ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
明
和
村
で
は
三
十

一
年
ぶ
り
に
村
長
選
が
あ
り
、
村
民
の

村
政
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
反
映
し

て
、
大
き
な
反
響
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
明
和
村
に
民
主
主
義
が
一

歩
進
ん
だ
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
な
か
、
私
達
は
民
意
を
充
分
把
握
し

て
時
の
流
れ
に
対
応
す
る
議
会
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
村
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
の
様
な
点
を
重
視
し
、
村
政
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。一

、
村
民
の
た
め
の
村
政

一
、
無
駄
を
は
ぶ
く
村
政

一
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
村
政

議
会
本
来
の
使
命
を
全
う
す
べ
く
、

議
会
の
原
点
に
戻
っ
て
、
頑
張
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

村議会議長

石 村 嘉 男

本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

議 議 議 議 議 議 議 議 議

員 員 員 員 員 員 員 員 員

海
老
原
金
平

（
副
議
長
除
き
、
議
席
順
）

迎
春

関
根
懺
市

薗
部
原
口
昭

森
尻

松
本

本
年
も
よ
ろ
し
く

明 茂 功

大
津
孝
男

泉
田
和
作

副
議
長
石
崎
榮明

和
村
議
会

岡
安
今
朝
雄

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

(3) 平成10年 1 月 10 日(±)
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第 4 回村艤会定例会は、 12月 15 日から 17 日まで

の会期 3 日間で開かれ、村長提出議案11件につい
て審議が行われ、いすれも原案どあり可決承認さ

れましだ。その主な内容をあ知らせします。

四

回
村
議

会

地
方
分
権
の
推
進
に
伴
い
、
液
化
石

油
ガ
ス
設
備
工
事
の
届
け
出
受
理
お
よ

び
煙
火
の
消
費
許
可
に
関
す
る
知
事
か

ら
の
権
限
移
譲
事
務
を
共
同
処
理
す
る

た
め
、
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
（
改
定
率
―

·
O
二
％
）

に
伴
う
条
例
改
正
で
、
主
な
内
容
は
一

般
職
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の
改
定

で
す
。
〔
平
成
九
年
四
月
一
日
適
用
（
一

部
除
く
）
〕
、
こ
れ
に
よ
り
改
正
後
の
初

任
給
（
一
般
行
政
職
）
は
、
高
校
卒
…

一
四
万
五
、
三
0
0

円
、
短
大
卒
…
一

五
万
六
、
四

0
0

円
、
大
学
卒
…
一
六

万
八
、
八
0
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
懲
戒
免
職
処
分
等
を
受
け
た

職
員
へ
の
期
末
、
勤
勉
手
当
の
支
給
差

し
止
め
等
の
条
文
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
部
改
正

館
林
地
区
消
防
組
合

規
約
の
変
更

声
｀
旬
峰
疇
当
分
の
間
は
村
負
担

定
例

人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
く
、
村
長
、

助
役
、
収
入
役
等
の
期
末
手
当
支
給
率

村
長
、
助
役
、
収
入
役
等
の

諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
＿
部
改
正

行
政
改
革
等
に
基
づ
く
旅
費
支
給
の

範
囲
の
改
正
等
で
、
本
村
に
隣
接
し
て

い
る
県
内
の
市
町
へ
は
、
旅
費
を
支
給

し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
特
別
職
の
旅
費
も
同
様
に
支
給
し

―
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宿

泊
料
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。
な

お
、
施
行
は
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら

で
す
。

行
政
改
革
等
に
基
づ
き
、
改
正
し
た

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
に
伴
い
、

特
別
職
の
旅
費
に
関
す
る
部
分
で
、
宿

泊
料
の
額
を
改
定
し
ま
し
た
。
な
お
、

施
行
は
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

村
講
会
議
員
に
対
す
る

期
末
手
当
支
給
に
関

す
る
条
例
の
＿
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
村
議
会
議

員
に
対
す
る
期
末
手
当
支
給
率
を
改
定

し
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
年

四
月
一
日
か
ら
で
す
。

職
員
等
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
八
、
二
三
八
万
八
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
四

0
億
九
、
ニ
ニ
九
万
五

千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
人

平
成
九
年
度

般
会
計
補
正
予
算

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
本

条
例
を
全
部
改
正
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

家
賃
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
よ
り
、

入
居
者
の
収
入
、
住
宅
の
規
模
、
立
地

条
件
、
建
築
年
数
な
ど
に
応
じ
て
毎
年

度
き
め
細
か
な
家
賃
設
定
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者

世
帯
の
入
居
基
準
が
緩
和
さ
れ
、
さ
ら

に
、
杜
会
福
祉
事
業
へ
の
活
用
、
入
居

申
込
者
の
た
め
の
収
入
額
の
下
限
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
施
行

は
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

村
営
住
宅
管
理

条
例
の
全
部
改
正

教
育
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
＿
部
改
正

の
改
定
お
よ
び
、
改
正
し
た
職
員
の
旅

費
に
関
す
る
条
例
に
伴
い
、
宿
泊
料
の

額
を
改
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は

平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
く
、
教
育
長

の
期
末
手
当
支
給
率
の
改
定
お
よ
び
、

改
正
し
た
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

に
伴
い
、
宿
泊
料
の
額
を
改
定
し
ま
し

た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
年
四
月
一

日
か
ら
で
す
。
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事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
等
、
人

事
異
動
に
伴
う
増
減
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
建
設
基
金
積
立
金
、
老
人
短
期

入
所
委
託
料
、
福
祉
医
療
費
、
新
生
産

調
整
推
進
対
策
事
業
費
、
西
小
学
校
耐

震
補
強
設
計
業
務
委
託
料
、
遺
跡
発
掘

整
理
作
業
員
賃
金
の
追
加
な
ど
に
伴
う

補
正
で
す
。

〔
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
村
税
二
億
一
、
九

0
0

万
円
（
一

九
億
二
、
八
三
七
万
八
千
円
）

◇
地
方
交
付
税
四
、
三

0
七
万
九
千

円
（
九
億
八
、
五
六
七
万
九
千
円
）

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
四
七
万
円
（
三
、

八
九
一
万
一
子
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
六
一
万
九
千
円
（
一

億
五
ニ
―
万
八
千
円
）

◇
県
支
出
金
―
ニ
―
万
二
千
円
（
一

億
三
、
八
一
九
万
二
千
円
）

◇
財
産
収
入
八

0
万
三
千
円
（
一
、

四
0
六
万
三
千
円
）

◇
寄
付
金
五
万
円
（
五
万
一
千
円
）

◇
繰
入
金
二
億
一
、
六

0

一
万
四
千

円
減
（
八
、
三
五
九
万
九
千
円
）

◇
繰
越
金
九
、
一
九
一
万
九
千
円
（
ニ

億
四
、
一
九
一
万
九
千
円
）

◇
諸
収
入
三
二
五
万
円
（
二
億
三
、

四
一
三
万
六
千
円
）

◇
村
債
六
、
二

0
0

万
円
減
（
五
、

三
一
0
万
円
）

〔
歳
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
議
会
費
五
八
万
三
千
円
（
七
、
七

三
五
万
六
千
円
）

◇
総
務
費
六
、

0
四
0
万
三
千
円
（
九

億
七
、
0
七
二
万
六
千
円
）

◇
民
生
費
一
‘
―
ニ
ニ
万
九
千
円
（
六

億
八
、
七
三
五
万
三
千
円
）

◇
衛
生
費
六
六
九
万
一
千
円
（
三
億

既
定
の
予
算
総
額
に
収
益
的
支
出
、

六
七
万
八
千
円
を
追
加
し
、
二
億
二
、

三
四
一
万
六
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
事
異
動
お
よ
び
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
給
与
改
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

〔
支
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
水
道
事
業
費
用
六
七
万
八
千
円
（
ニ

億
二
、
三
四
一
万
六
千
円
）

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

行
政
広
報
の
手
段
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
施
設
の
た
め
、
回
線
使
用

料
を
無
料
で
使
用
で
き
る
期
間
を
「
当

分
の
間
」
と
し
、
加
入
者
の
利
便
を
図

り
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
十

二
月
十
日
に
開
催
し
た
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
運
営
委
員
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
方

針
に
従
っ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
施
行

は
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

会平
成
九
年
度
水
道
事
業

計
補
正
予
算

一
、
三
六
四
万
九
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
三

0
六
万
三
千
円

減
（
三
億
一
、
0
八
六
万
三
千
円
）

◇
商
工
費
一
四
万
三
千
円
（
二
、
八

九
三
万
四
千
円
）

◇
土
木
費
一
、

0
九
0
万
二
千
円
（
六

億
二
、
0
0

八
万
一
千
円
）

◇
教
育
費
四
五
0
万
円
減
（
五
億
六
、

五
九
一
万
三
千
円
）

/‘ 

人
権
擁
護
委
員
に
関
根
二
朗
さ
ん

本
村
が
日
本
歯
科
医
師
会
か
ら
表
彰

虫
歯
予
防
事
業
を
推
進

歯
科
保
健
活
動
を
通
じ
て
公
衆
衛
生

の
普
及
向
上
に
貢
献
し
た
本
村
が
、
1
1

月
2
7
日
に
前
橋
市
で
開
か
れ
た
群
馬
県

歯
科
保
健
大
会
の
席
上
で
、
日
本
歯
科

医
師
会
表
彰
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

本
村
は
、
平
成
3
年
度
か
ら
幼
児
や

妊
婦
、
成
人
の
虫
歯
予
防
教
室
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
デ
ン
ト
カ
ル
ト
S
M

検
査
（
虫
歯
菌
を
計
測
す
る
検
査
）
を

本
村
の
人
権
擁
護
委
員
に
須
賀
の

関
根
二
朗
さ
ん
訓
が
1
2
月1
日
付
で
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

歯
科
保
健
新
規
事
業
と
し
て
県
内
で
初

め
て
取
り
入
れ
、
積
極
的
に
虫
歯
予
防

に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
虫
歯
保
有
率
は
着
々
と

減
少
し
、
県
内
で
は
ベ
ス
ト
4
に
な
り

大
き
な
成
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、
関
根

さ
ん
の
よ
う
な
誠
実
な
人
柄
で
、
人

格
識
見
と
も
高
く
、
社
会
的
信
望
も

厚
い
人
に
適
し
て
お
り
、
関
根
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。人

権
問
題
や
日
常
生
活
上
の
問
題

な
ど
で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＼ノ

非
行
防
止
の
標
語

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

県
で
は
児
童
お
よ
び
生
徒
の
社
会
福

祉
に
対
す
る
一
層
の
理
解
と
関
心
を
高

め
る
た
め
、
第
2
3
回
小
中
学
生
ふ
く
し

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、

本
村
か
ら
次
の
か
た
が
た
が
入
賞
し
ま

し
た
。

（
敬
称
略
）

◇
作
文
の
部

優
良
磯
敦
子
（
西
小

6
)

入
選
大
野
博
正
（
西
小

5
)

◇
学
校
賞
明
和
西
小
学
校

館
林
喫
言
察
署
管
内
の
平
成
9

年
度
非

行
防
止
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
本
村
で
は
次
の
か
た
が
た
が
入

選
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◇
標
語
の
部

審
査
員
特
別
賞
粟
津
梨
沙
（
中

l
)

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

特
選
野
本
順
子
（
東
小

4
)

審
査
員
特
別
賞
堀
口
茉
希
（
中

2
)

小
学
生
ふ
く
し
作
文

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
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寿
学
級
生

答弁する斎藤村長

村
の
ト
ッ
プ
を
招
い
て
、
村
の
情
勢
等
に
つ
い
て
ヒ
ザ
を
交
え
て
話
し
〈
＿
o
＿
つ
「
村
長
と

語
る
」
（
寿
学
級
・
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
I

〈-
0同
学
習
会
）
が
1
1月
2
5
日
、
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
だ
。
講
師
の
斎
藤
村
長
か
ら
村
の
現
状
と
合
後
の
計
画
、
将
来
の
展
望
な

と
に
つ
い
て
講
話
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
5
5
人
の
参
加
者
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱

心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
だ
。
講
話
と
質
疑
応
答
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

. 

困
白
ら3
田
"
g
l
恣

村
の
平
成
9
年
度
の
予
算
は
、

一
般
会
計
が
4
0
億
円
で
特
別
会

計
（
老
人
保
健
、
国
民
健
康
保

険
、
水
道
事
業
）
を
含
め
る
と

約
5
6
億3
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

歳
入
の
面
で
は
、
明
和
工
業

団
地
に
進
出
し
た
企
業
が
稼
働

を
始
め
た
た
め
、
村
税
が
大
幅

に
増
加
し
ま
し
た
。
将
来
的
に

財
政
的
な
面
で
は
、
今
の
と
こ

ろ
行
き
詰
ま
る
心
配
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
要
事
業
で
は
、

長
年
の
懸
案
で
し
た
都
市
計
画

道
路
の
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

村
の
計
画
を
県
、
建
設
省
と
合

議
を
し
な
が
ら
、
ま
た
、
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
て
進
め
て
き

ま
し
た
。

1
2
2

号
線
を
主
体

に
し
て
新
里
、
中
谷
地
区
を
囲

む
外
周
道
路
の
4

路
線
で
地
元
説
明
会
、

縦
覧
、
村
や
県
の
審
議
会
を
経
て
決
定

し
ま
し
た
。

幼
稚
園
、
保
育
園
の
統
廃
合
の
問
題

で
は
、
発
足
当
時
3
0
0

人
の
定
員
で

も
入
れ
な
か
っ
た
保
育
園
児
が
現
在
で

は
1
3
2

人
で
す
。
今
年
度
の
入
園
希

望
者
は
、
東
幼
稚
園
が
1
2
人
、
東
保
育

園
が
1
9
人
と
少
な
い
状
況
で
し
た
の
で
、

中
央
保
育
園
と
中
央
幼
稚
園
で
保
育
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
統
廃
合
の

問
題
は
、
す
で
に
議
員
、
区
長
、
各
種

団
体
の
長
な
ど
7
5
人
の
検
討
委
員
会
で
、

3

園
ず
つ
あ
る
幼
稚
園
と
保
育
園
を
各

1

園
に
統
廃
合
す
る
答
申
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

昨
年
1
1
月
に
全
有
権
者
か
ら
町
制
施

行
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
約
6
5
言
の
か
た
が
町
制
施
行

に
賛
成
し
、
平
成
1
0
年
に
町
制
を
望
む

女
怯
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
生

か
た
が
多
い
状
況
で

し
た
。
こ
の
た
め
村

の
方
向
づ
け
と
し
て

は
、
議
会
の
同
意
が

得
ら
れ
れ
ば
町
制
を

施
行
し
た
方
が
い
い

と
思
い
ま
し
て
、
議

会
で
よ
く
相
談
し
て

ほ
し
い
と
本
年
5

月

に
議
会
に
話
し
て
あ

り
ま
す
。
今
後
、
研

究
し
て
い
く
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。下

水
道
に
つ
い
て

は
、
市
街
化
区
域
の

新
里
、
中
谷
地
区
を

中
心
に
周
辺
地
区
を

公
共
下
水
道
、
そ
れ

以
外
を
農
業
集
落
排
水
事
業
・
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
と
し
て
計
画

し
て
い
ま
す
。

将
来
展
望
と
し
て
は
、
町
制
施
行
は

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
幼
稚
園
と
保
育
園
の
統
廃
合

問
題
は
、
検
討
委
員
会
で
現
在
検
討
し

て
お
り
、
平
成
1
2
年
か
ら
早
朝
保
育
や

延
長
保
育
を
含
め
て
保
育
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
共
下
水
道

は
、
国
で
策
定
し
た
第

8

次
下
水
道
整

備
五
箇
年
計
画
の
中
で
、
平
成
1
2
年
に

は
着
手
で
き
る
よ
う
な
計
画
を
現
在
推

進
し
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
道
路
は
決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

1
2
2

号
線
の

着
工
が
早
ま
る
と
思
い
、
昭
和
橋
の
架

け
替
え
等
の
早
期
着
工
を
関
係
機
関
に

お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
骨
格

道
路
の
計
画
決
定
に
続
い
て
市
街
化
区

域
内
道
路
お
よ
び
周
辺
市
町
と
の
連
携

し
た
道
路
網
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま

す
。
駅
周
辺
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

村
の
第
1

浄
水
場
は
、
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
休
止
し
て
お
り
、
ほ
か
の
浄
水

場
と
東
毛
広
域
水
道
事
業
に
よ
り
利
根

川
の
表
流
水
も
含
め
て
供
給
し
て
い
ま

す
。
県
の
方
針
に
基
づ
き
、
近
隣
の
市

町
を
含
め
て
表
流
水
を
買
っ
て
飲
む
時

代
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
や
む
を
得
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

施
設
関
係
で
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
、
図
書
館

と
も
か
な
り
多
く
の
か
た
が
利
用
し
て

お
り
、
特
に
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
利
用

者
が
全
国
で
第
2

位
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
大
い
に
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

講話をする斎藤村長

平成10年 1 月 10 日(±) (6) 



タ
ク
（
ジ
券
の

支
給
基
準
に
つ
い
て

設
置

満
た
し
て
い
ま
せ
ん

国
横
断
歩
道
は
、
県
の
公
安
委
員
会

で
設
置
す
る
た
め
村
で
は
設
置
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
設
置
で
き
る
条
件
は
、

ピ
ー
ク
時
に
5
0
1
1
0
0
人
渡
る
人
が
い
る

こ
と
と
、
立
っ
て
待
て
る
場
所
が
必
要

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
こ
の
条
件

に
満
た
な
い
た
め
設
置
す
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
住
民
の
か
た
か
ら
強
い

要
望
が
あ
っ
た
こ
と
は
喫
言
察
署
に
伝
え

て
お
き
ま
す
。

の

条
件
を

□
入
ヶ
谷
農
構
改
善
セ
ン
タ
ー
前
の

県
道
の
十
字
路
が
、
通
学
時
間
帯
に
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
く
る
車
が
多
く
、
な

か
な
か
通
り
抜
け
で
き
ま
せ
ん
。
横
断

歩
道
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

□
現
在
、
老
人
等
に
支
給
さ
れ
て
い

る
タ
ク
シ
ー
券
の
支
給
基
準
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

条
件
の
該
当
者
に

年
間
4
0
枚
を
交
付

国
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
基
本
料

金
分
で
年
間
4
0
枚
を
次
の
条
件
の
該
当

者
に
交
付
し
て
い
ま
す
。
①
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た
で
、

障
害
の
程
度
が
1

級
お
よ
び
2

級
の
か

た
②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
か
た
で
、
障
害
の
程
度
が
A
お
よ
び

B

の
か
た
③
7
0
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
世
帯
④
7
0
歳
以
上
と
6
5
歳
以
上
の

二
人
暮
ら
し
世
帯
⑤
母
子
家
庭
世
帯

た
だ
し
、
①
②
は
自
動
車
税
等
の
減

免
を
受
け
て
い
な
い
か
た
③
④
⑤
は

四
輪
自
動
車
を
所
有
し
て
い
な
い
世
帯

で
す
。

老
人
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
迄
っ
い
て

国
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
来
宅
状
況
、

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

順
当
な
利
用

認
識
し
て
い
ま
す

国
現
在
3
人
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が

一
人
暮
ら
し
老
人
や
寝
た
き
り
老
人
な

ど
3
4
人
を
対
象
に
家
庭
訪
問
し
て
い
ま

す
。
村
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、

将
来
は
需
要
に
応
じ
て
ヘ
ル
パ
ー
を
徐
々

に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

1

日
当
た
り
の
平
均
利
用
者
が
1
6
.
7
人

と
国
の
目
標
値
を
達
成
し
て
お
り
、
順

当
な
利
用
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
は
利
用
者
が
6
人
で
延
べ

1
5
人
お
り
、
現
在
ま
で
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
受
け
入
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
満
床
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と

デイサービスセンターで健康体操をしているお年寄り

て

議
会
と
検
討
し

進
め
て
い
さ
ま
す

国
町
制
施
行
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

す
で
に
議
会
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
ど
う
い
う
方
向
づ

け
を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
議
員
さ
ん

町
制
題

に
つ

□
町
制
施
行
問
題
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
計

画
（
小
規
模
な
家
庭
的
介
護
施
設
）
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

の

平
成

1
2年
以
後

建
設
に
向
け
て
推
進

国
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
国
の

計
画
の
中
で
県
が
策
定
し
た
新
整
備
指

針
に
基
づ
き
建
設
す
る
も
の
で
、
こ
れ

は
平
成
6
年
か
ら
1
1
年
度
ま
で
の
も
の

で
す
。
こ
の
期
間
の
中
で
本
村
に
も
建

設
し
よ
う
と
推
進
し
ま
し
た
が
、
他
市

町
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
新
し

い
計
画
の
中
で
平
成
1
2
年
度
以
後
に
な

り
ま
す
が
、
建
設
に
向
け
て
推
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
火
ホ
ー
ム

一
／

の
建
設
計
画
に
つ
い
て

` .... -— 
熱心に聴き入る学級生

り

ま

せ

法
律
上

の
問
題
は

ん

村
謙
議
＇
員
, \ ヽ

欠
員
に
っ
し

I
I村
議
会
議
員
の
欠
員
に
問
題
は
な

い
の
で
す
か
。

あ
国
村
議
会
議
員
の
定
数
は
、
条
例
で

1
2
人
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
ー

人
辞
職
し
欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

補
欠
選
挙
が
で
き
る
の
は
村
長
の
選
挙

に
合
わ
せ
て
行
う
か
、
定
数
の
6
分
の

1

を
超
え
た
欠
員
（
3

人
以
上
）
の
場

合
と
公
職
選
挙
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
法
律
上
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
法
の
定
め
に
よ
り
補
欠
選
挙
は

で
き
ま
せ
ん
。

会

ての

と
共
に
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

(7) 平成10年 1 月 10 日(±)
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情殿提供を：

様々な行政情報等をお届けしています

目指 して

平
成
6
年
1
月
に
地
域
に
密
着
し
た
情
報
提
供
を
目
的
と

し
た
「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
が
導
入
さ
れ
、
4
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
し
た
も
の

と
し
て
い
く
た
め
、
昨
年
9
月
に
全
世
帯
を
対
象
と
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
1
,
3
8
1
世
帯
（
回
収
率
4
2

•
8
%
)
の
か
た
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

i
、
1

ヽ
ー
、

1

ヽ
ー
、

1

ヽ

I

i
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス

-
i
を
ご
存
じ
で
す
か
。

一
問
ー
i

、
、
、
、
、
、①

は
い

l
,
3
0
2

件
（
9
4
.
3
%
)

②
い
い
え

4
1

件
(
3
.
0
%
)

無
記
入
3
8
件
（
2

．
7
%
)

i
、
し
ヽ

l

i
i
i
‘
9
二
問
ー
で
い
い
え
と
回
答
し
だ

一
か
た
の
み

i
問2
-

、
、
、
、
、
、説

明
を
読
ん
で
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー

ビ
ス
に
加
入
し
だ
い
と
思
い
ま
す
か
。

①
は
い

1
1

件
(
2
6
.
8
%
)

②
い
い
え

1
2

件
(
2
9
.
3
%
)

③
よ
く
わ
か
ら
な
い13

件
（
3
1
.
7
%
)

無
記
入

5

件
(
1
2
.
2
%
)

i
、
ヽ
‘
ー
、
i
i
‘
ー
、

I

i
現
在
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー

-
[
ビ
ス
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。

i
問3
-

、
9
ヽ
し
ヽ
ー
、
ー
、
ー
、

I

i
、
9
、
9
i
i
i
i
i
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス

ー
ご
を
聞
い
て
い
ま
す
か
。

i
問4

i

ヽ
ー
、
9
ヽ
9
、
9
ヽ
9
、
9 無記入 43

(3.1 

〈オつトーク通信宅内捲続茜置の使い方〉

チャンネル
聞きたいチャンネルに

切リ替えるときに
押します。

切／入スイッチ
スピーカーの音
を消したいとき
に押します。
消してある
ときは赤ラ
ンプがつき
ます。

.9 

` 

点

¥ 
‘‘` ‘` 

‘`‘‘ ‘`` 

音量つまみ

※オフトーク通信の故障は局番なしの113ヘ

件
800 

700 ~---

600 ~—----

500 ~ ---

400 ~-----

300 ~-----

200 ~-----

1 00 F --… 

゜

::::::::::::::::::::::::-:::::::: 

1 チャンネル 2 チャンネル 3 チャンネル 4チャンネル 無繹B入、

3
6

件

1
5
2

件

1
0
5

件

4
4
件

1
0
5

件

4
1
3

件

5
0
6

什

-
i
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス

、
9
ヽ
9
、
9
、
9
ヽ
9
、
9

i
、
9
、
9
ヽ
9
ヽ
9
、
!
」
を
聞
く
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
何
チ

i
問5
-

ャ
ン
ネ
ル
で
す
t
Jo

i
、
1

ヽ
ー
、

1

ヽ
ー
ヽ
ー
、

1
:
2チ
ャ
ン
ネ
ル
の
「
自
王
制

i
‘
ー
、
1ヽ
ー
、
1ヽ
ー
、
」
作
番
組
」
で
よ
く
聞
く
の
は

i
問
6
-

ど
の
番
組
で
す
か
。

①
楽
し
い
実
践
英
会
話
⑪

②
健
康
へ
の
散
歩
道
因

③
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
困

④
オ
フ
ト
ー
ク
図
書
館
因

⑤
み
ん
な
の
広
場
固

⑤
聞
い
て
い
な
い

無
記
入

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
3
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

I
.

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
は
、
役
場
か
ら

の
ホ
ッ
ト
な
情
報
の
ほ
か
に
、
5
つ

の
自
主
制
作
番
組
も
3
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
放
送
し
て
い
ま
す
。
通
常
は
3
チ

ャ
ン
ネ
ル
に
し
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

平成10年 1 月 10 日（土） (8) 



オフ卜一ク通信
皆さんしこ親しまれる

、
i
i
i
i
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス

i
に
加
入
し
て
い
な
い
（
聞
い

一
問
8

i

、
し
ヽ
9
、
9
ヽ
9
、
9
、
9

て
い
な
い
）
理
由
は
何
で
す
ガ
。

①
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

が
よ
く
わ
か
ら
な
い

1
0
0

件

②
放
送
内
容
が
つ
ま
ら
な
い
1
0
1

件

③
必
要
と
し
な
い

2
0
4

件

④
そ
の
他

8
1

件

件
800 

700 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

゜

653 ------~--

1 ．行政から 2．火災等 3，保育枡翠校等 4，警察消蘭か 5．農腐商I会が 6生活交itレ 7．村民参加 8，その他無誼己｝、
(J)お知らせ緊急情報からのお知らせ祠）お知らせ祠）お帥らせ ジャー龍庸情報 番組

i
i
i
i
i
i
i
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス

i
に
と
の
よ
う
な
番
組
を
希
望

i
問
7
-

、
9
‘
·
`
‘
9
、
9
、
9
、
9

し
ま
す
ガ
。

◇
既
加
入
者

i
i
‘
！
ー
i
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス

一
の
回
線
使
用
料
(
6
2
0円
）

i
問
9
-

ヽ
ー
、
ー
、
9
ヽ
ー
、
l
,
9

は
現
在
全
額
を
村
が
負
担
し
て
い
ま
す

が
、
合
後
も
引
き
続
き
全
額
村
負
担
を

希
望
し
ま
す
か
。

i
i
i
i
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス

ー
一
の
回
線
使
用
料
全
額
を
加
入

i
問
1
0i

、
、
、
、
、
、者

負
担
と
し
た
場
合
に
つ
い
て
あ
尋
ね

し
ま
す
。

◇
未
加
入
者

①
新
規
加
入
す
る
1
1

件
(
6
.
1
%
)

②
加
入
し
な
い
1
2
6

件
(
6
9
.
6
%
)

無
記
入

4
4

件
（2
4
.
3
%
)

無記入 112件
(8.1%) 

その他一
82件 (5.9%)

全額加入者負担
61 件 (4.4%)

放
送
内
容

加
入
万
法

緊
急
放
送
、
各
行
政
区
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
行
い
ま
す
。

い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す

、
、
、
、
、

—— 

i
問
1
1
i
意
見
・
要
望

—— 
ヽ
ー
ヽ
ー
ヽ
ー
、

1

ヽ
ー
、

1

既
加
入
者

未
加
入
者

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、

9

割
余
り
の
か
た
が
知
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
加
入
者
は
そ
れ
よ
り
も

若
干
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

何
ら
か
の
形
で
7

割
程
度
の
か
た
が

聞
い
て
い
る
と
答
え
、
聞
い
て
い
る
内

容
は
「
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
「
緊
急

情
報
」
な
ど
と
答
え
て
い
ま
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と
は
、
各
家
庭

へ
の
電
話
回
線
を
使
い
、
電
話
の
使

用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
時
間
を
利
用

し
て
、
情
報
セ
ン
タ
ー
（
役
場
）
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
情
報
等
を
住

民
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

1

チ
ャ
ン
ネ
ル
定
時
放
送
（
行
政
・

学
校
・
喫
言
察
・
消
防
等
の
お
知
ら
せ
）

2

チ
ャ
ン
ネ
ル
定
時
放
送
の
再
放
送

3

チ
ャ
ン
ネ
ル
自
主
制
作
番
組
と

定
時
放
送

4

チ
ャ
ン
ネ
ル

N
H
K
F
M

再
送

信
と
緊
急
放
送
の
再
放
送

こ
の
ほ
か
に
、
役
場
、
消
防
署
、

学
校
な
ど
か
ら
随
時
に
一
斉
放
送
や

◇
資
格
村
内
の
一
般
世
帯
、
法
人

事
業
所

(
1世
帯
、
1

事
業
所
に

1

台
）

◇
設
備
現
在
使
用
の
電
話
に
、
宅

内
接
続
装
置
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

◇
費
用
設
備
取
付
工
事
費
は
、
全

額
村
で
負
担
し
ま
す
。
（
新
規
加
入

者
の
み
）
回
線
使
用
料
は
、
当
分

の
間
村
で
全
額
負
担
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
印
鑑
を
持
参
の
う
え

役
場
企
画
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

2
7
7

件

4
4

件

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
村
全
額
負

担
希
望
が
8

割
と
大
半
を
占
め
、
有
料

に
な
っ
た
場
合
は
、
半
数
以
上
が
脱
退

す
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

自
主
制
作
番
組
は
、
聞
い
て
い
る
世

帯
が
少
な
い
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
こ
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
参
考
に
、
よ
り
よ
い
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(9) 平成10年 1 月 10 日(±)



ぁらのゎだ
かぐや姫の世界を満喫

影絵ファンタジ一

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

生
演
奏
と
生
語
り
で
綴
る
コ
ン
サ
ー
ト
シ
ア
タ
ー

影
絵
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
「
竹
取
物
語
」
が
1
1
月
3
0
日
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
舘
で
上
濱
さ
れ
ま
し
た
。

影
絵
劇
団
か
し
の
樹
・
彩
音
の
出
瀕
に
よ
り
、
第

一
部
で
は
琴
や
尺
八
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
で
春
の
海

幻
想
や
世
界
の
民
謡
メ
ド
レ
ー
な
ど
1
0
曲
を
演
奏
。

ま
た
、
第
二
部
で
は
「
竹
取
物
語
」
の
色
彩
鮮
や
か

で
幻
想
的
な
影

絵
と
生
濱
奏
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
訪
れ

た
家
族
連
れ
ら

は
、
光
と
影
が

．
お
り
な
す
美
し

い
「
か
ぐ
や

姫
」
の
世
界
を

満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

すがすがしい気持ちで新年を
しめ飾り教室

郷
土
の
伝
統
的
な
行
事
で
あ
る
「
し

め
飾
り
教
室
」
が
1
2
月
2
1
日
、
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、
小
・
中
学
生
と
父
母

な
ど
約
8
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
教
室
は
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち

で
お
正
月
を
迎
え
て
も
ら
お
う
と
、
中

央
公
民
館
の
恒
例
行
事
。
講
師
に
村
内

の
6
人
の
お
年
寄
り
を
迎
え
、
6
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
、
講
師
の
手

を
借
り
な
が
ら
も
真
剣
に
な
っ
て
、
し

め
飾
り
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

小
学
生
は
「
わ
ら
を
編
む
の
は
難
し

い
け
れ
ど
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
作
る

喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ぃ

ひとり暮らし老人など激励
在宅者歳末慰問

「
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
」

と
村
で
は
1
2
月
5

日
、
ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
や
寝
た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障

害
者
な
ど
を
対
象
に
恒
例
の
在
宅
者
歳

末
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

村
長
、
助
役
を
は
じ
め
関
係
職
員
が

3

班
に
分
か
れ
て
2
9
5

人
の
家
庭
を

訪
問
し
、
慰
問
品
や
見
舞
金
な
ど
を
贈

り
激
励
し
ま
し
た
。

訪
問
先
々
で
は
「
元
気
で
よ
い
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
」
「
訪
問
し
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど

と
会
話
を
弾
ま
せ
、
せ
わ
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
師
走
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

平成10年 1 月 10 日田 (10) 



叙 勲受
酒井

章
孝さん

者 を 祝 福
宮澤恒雄さん

◄
謝
辞
を
述
べ
る
宮
澤
さ
ん

◄
謝
辞
を
述
べ
る
酒
井
さ
ん

勲
六
等
瑞
宝
章
に
輝
い
た
元
村
議
会

議
員
の
酒
井
孝
さ
ん
閲
と
勲
五
等
瑞
宝

章
に
輝
い
た
元
収
入
役
の
宮
澤
恒
雄
さ

ん
聞
の
栄
誉
を
た
た
え
て
十
二
月
二
日
、

中
央
公
民
館
で
叙
勲
祝
賀
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
斎
藤
村
長
、
石
村
村
議
会

議
長
を
は
じ
め
、
来
賓
と
し
て
地
元
選

出
の
国
会
議
員
（
代
理
）
、
村
議
会
議
員
、

区
長
、
農
業
委
員
な
ど
村
内
各
種
団
体

か
ら
百
人
ほ
ど
が
出
席
し
、
二
人
の
受

章
を
祝
福
し
ま
し
た
。

式
で
は
助
役
か
ら
受
章
者
の
二
人
が

紹
介
さ
れ
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、

長
年
の
労
苦
に
感
謝
を
込
め
て
ご
夫
妻

に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
と
花
束
を
贈
呈
。

さ
ら
に
来
賓
祝
辞
、
受
章
者
二
人
か
ら

の
謝
辞
、
乾
杯
と
続
き
和
や
か
な
ム
ー

ド
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
喜
び
の
こ
と
ば
を

交
わ
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

住民が産廃施設を視察
白煙は水蒸気

村
で
は
、
一
般
家
庭
の
粗
大
ご
み
収
集

を
1
1
月
2
3
日
、
社
会
体
育
館
西
駐
車
場
で

行
い
、
4
,
3
6
0

品
目
を
収
集
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
処
理
を
す
べ
て
業
者
委
託
と

し
、
資
源
化
で
き
る
ス
チ
ー
ル
類
、
廃
家

電
品
、
そ
の
他
の
不
燃
物
、
ふ
と
ん
類
に

分
別
し
て
収
集
。

品
目
は
、
テ
レ
ビ
や
ポ
ッ
ト
な
ど
廃
家

電
が
8

ト
ン
と
最
も
多
く
、
次
い
で
植
木
鉢
、

時
計
な
ど
不
燃
物
が

5
8
3
m
、
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
ス
チ
ー
ル
類
が
約
8

ト
ン
と
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ご
み
処
理
に
は
大
変
費
用
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
家
電
製
品
等
の
買
い
替
え
な
ど

の
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
購
入
業
者
に
引

き
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
の
中
間
処
理
を
行
っ
て
い

る
下
江
黒
の
都
築
鋼
産
固
館
林
工
場
で
は

1
1
月
2
9
日
、
周
辺
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
処
理
施
設
の
視
察
を
実
施
し
、

約
4
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
工
場
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
焼
却
、

破
砕
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
よ
り
一
層
の
理
解
を
得
る
た
め
開
催
。

工
場
長
は
「
施
設
（
煙
突
）
か
ら
排
出
し

て
い
る
白
煙
は
、
排
ガ
ス
を
洗
浄
し
た
時

に
発
生
す
る
水
蒸
気
で
す
。
施
設
は
地
域

の
か
た
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
迷
惑
を
か

け
な
い
方
針
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
者
か
ら
「
排
出
基
準

値
以
下
で
あ
っ
て
も
で
き
る
だ
け
数
値
を

下
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

一般家庭の粗大ごみ収集
廃家電製品等4,360品目

(11) 平成10年 1 月 10 日(±)



募 集

社会福祉協議会職員

社会福祉法人明和村社会福祉協議

会では、平成10年度採用の職員募集

を次のとおり予定しています。

◇職種 デイサービスセンター生活

指導員

◇募集人員男子 1 名

◇受験資格 日本国籍を有し、昭和

48年 4 月 2 日から昭和55年 4 月 1

日までに生まれ、普通自動車第一

種免許を有しているかた

◇申し込み平成10年 1 月 31 日出ま

でに市販の履歴書に必要事項を記

入のうえ、明和村老人福祉センタ

ー内、明和村社会福祉協議会事務

局8(84)4926へ提出してください。

ボランティア会員

明和村ボランティア連絡協議会で

は、現在会員を募集しています。

ボランティアに関心があり、活動

されたいと考えているかたは、団体

でも個人でも参加できますので、社

会福祉協議会（老人福祉センター内）

B (84) 4926へお申し込みください。

ー
地
盤
沈
下
対
策
事
業
ー

地
盤
沈
下
は
、
過
剰
な
地
下
水
揚
水

に
よ
り
地
下
水
位
の
大
幅
な
低
下
が
発

生
し
、
そ
の
た
め
圧
縮
し
や
す
い
粘
土

層
な
ど
が
収
縮
し
て
発
生
し
ま
す
。
こ

れ
を
防
ぐ
に
は
、
過
剰
な
地
下
水
揚
水

を
行
わ
ず
、
地
下
水
位
を
適
正
な
水
準

で
保
つ
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
村
で
は
、
昨
年
に
役
場
、
学

校
な
ど
の
公
共
施
設
の
水
道
の
蛇
口
に

節
水
コ
マ
を
取
り
付
け
、
少
し
で
も
水

道
使
用
量
を
減
ら
す
よ
う
努
め
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
希
望
者
に
対
し
、
一

節
水
こ
ま

普
通
こ
ま
と
同
様
に
用
い
ら
れ
ま
す

が
、
特
に
こ
ま
の
形
状
を
変
え
て
節
水

を
図
っ
た
も
の
で
す
。

節水こま

般
家
庭
の
水
道
の
蛇
口
に
も
無
料
で
取

り
付
け
を
行
い
ま
す
。
私
た
ち
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
守
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
付
け
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

2

月

1
0日
因
ま
で
に
役
場
環
境
保
健
課

6
闘
4
6
8
6

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ここを

節水こまに

取リ替えます。

無
料
で
取
り
付
け
ま
す

.. 節
水

コ
マ
を

. 

. 

村
の
最
高
齢
者
で
あ
っ
た
新
里
の

細
田
金
次
郎
さ
ん
が
、
去
る
1
2月
6

日
午
後
1
0時
4
5分
老
衰
の
た
め
自
宅

で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

1
0
1
歳
で
し
た
。

生
前
は
時
代
劇
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
テ
レ
ビ
を
見
る
の
が
何
よ
り
も
楽

し
み
で
し
た
細
田
さ
ん
。

こ
こ
に
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

村
の
最
高
齢
者
細
田
さ
ん
逝
去

おばら

小原

3
 

入場料

発売日

孟
子

月 188 （水）
明和村ふるさと産業文化館

全席自由

大人 1, 500円

小人 1, 000円

1 月 18 日（日）

午前 8 時30分から

ふるさと産業文化館

中央公民館

B&G海洋センターの

窓口で発売します。

ピアノ
コンサート

開演 午後 7 時

平成10年 1 月 10 日(±) (12) 
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上手な薬0)飲み方
●
カ
フ
ェ
イ
ン
配
合
鼻
炎
薬
（
総
合
感

冒
薬
も
含
む
）

こ
の
薬
の
場
合
は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
飲

料
（
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
お
茶
な
ど
）

と
い
っ
し
ょ
に
飲
む
と
、
カ
フ
ェ
イ
ン

の
過
剰
摂
取
に
よ
り
、
頭
痛
や
い
ら
い

ら
な
ど
の
症
状
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
（
鼻

炎
薬
）

こ
の
薬
の
場
合
は
、
チ
ー
ズ
や
ビ
ー

ル
・
ワ
イ
ン
と
い
っ
し
ょ
に
飲
ん
だ
り
、

食
べ
た
直
後
に
飲
む
と
、
発
汗
、
腹
痛
、

頭
痛
、
血
圧
上
昇
な
ど
の
症
状
が
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ビ
サ
ゴ
ジ
ル
（
腸
溶
性
大
腸
刺
激
性

下
剤
）

注
意
し
だ
い
飲
み

合
わ
せ
、
食
べ
合
わ
せ

薬
は
水
で
欲
ま
な
け
れ
ば

ダ
メ
っ
て
ホ
ン
ト
？

薬
は
、
水
か
ぬ
る
ま
湯
で
飲
む
の
が

基
本
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
お
茶

な
ど
で
飲
む
と
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
成

分
に
よ
り
薬
の
吸
収
を
遅
ら
せ
た
り
、

薬
の
成
分
と
ぶ
つ
か
り
、
思
わ
ぬ
副
作

用
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
を
水
な
し
で

の
ど

飲
む
と
、
薬
が
喉
に
つ
か
え
て
溶
け
出

か
し
ょ
う

し
、
粘
膜
を
傷
つ
け
て
潰
瘍
の
原
因
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

総
合
感
冒
薬
・
解
熱
鎮
痛
剤
・
胃
腸

薬
・
整
腸
薬
・
か
ゆ
み
止
め
・
消
毒
薬

包
帯
・
救
急
絆
創
膏
・
体
温
計
・
ピ
ン

セ
ッ
ト
・
は
さ
み
・
ガ
ー
ゼ
・
綿
棒

こ
の
ほ
か
に
、
便
秘
薬
・
下
痢
止
め

・
目
薬
・
う
が
い
薬
・
脱
脂
綿
・
水
枕
も

そ
ろ
え
て
お
く
と
便
利
で
す
。

※
期
限
切
れ
の
な
い
よ
う
に
、
時
々
は

救
急
箱
の
中
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
薬
の
場
合
は
牛
乳
で
飲
ん
で
し

ま
う
と
、
腸
で
溶
け
る
は
ず
の
薬
が
胃

で
溶
け
て
し
ま
い
、
効
果
は
弱
ま
り
吐

き
気
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
テ
ル
フ
ェ
ナ
ジ
ン
（
花
粉
症
な
ど
の

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
治
療
薬
）

こ
の
薬
の
場
合
は
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル

ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
で
飲
む
と
、
不
整
脈
な

ど
の
副
作
用
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
薬
を
飲
む
時
は
、
必
ず
説
明
書
と
い

っ
し
ょ
に
成
分
表
示
を
よ
く
読
み
ま
し
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最
低
限
そ
ろ
え
て
あ
き

だ
い
救
急
箱
の
中
身

「
と
ん
な
缶
詰
も
新
し
い
方
が
あ
い

し
い
？
」

缶
詰
は
素
材
、
調
理
法
な
ど
に
よ
っ

て
食
べ
ご
ろ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

果
物
類
は
、
製
造
日
か
ら
半
年
後
、
ツ

ナ
の
オ
イ
ル
漬
け
な
ら
1
年
く
ら
い
後

が
食
べ
ご
ろ
。
賞
味
期
限
は
果
物
で
4

年
、
そ
の
他
の
物
で
5
年
程
度
。
そ
れ

以
上
た
っ
て
も
普
通
腐
っ
た
り
し
ま
せ

ん
が
風
味
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ビ
ー
ル
は
太
る
？

1
日
の
適
正
飲
酒
量
と
さ
れ
る
「
ビ

ー
ル
大
び
ん
1
本
、
日
本
酒
1
合
、
ウ

ィ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル

1

杯
」
の
ア
ル
コ
ー

ル
量
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
量
は
ビ
ー
ル
大
び
ん
1
本
約
2
5
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
日
本
酒

l

合
約
2
0

0

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
ダ
ブ

ル
1

杯
約
1
5
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
そ

れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
同
じ
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
で
あ
れ
ば
、
ビ
ー
ル
が

一
番
太
り
や
す
い
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

ビ
ー
ル
に
含
ま
れ
る
ホ
ッ
プ
に
は
香
辛

料
と
同
様
の
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
働
き

が
あ
る
の
で
、
つ
ま
み
の
食
べ
過
ぎ
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

う
そ
？
ほ
ん
と

I
I
.

(13) 平成10年 1 月 10 日(±)
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一斉にスタートを切る選手たち

第
3

回
村
民
水
泳
大
会（

敬
称
略
）

1位入賞者
◇男子200m個人メドレー（中学生以

上10歳代）五十嵐慎 3 分27秒23

◇男女25m バタフライ（小学校 5.

6 年生）池田翔 23秒60 本澤舞

19秒45 (50歳代）梅津定ー 30秒

93 

◇女子25m 背泳ぎ（小学校 1 • 2 年
生）奈良原弘子 24秒81 （小学校

3 • 4 年生）杉山真生 28秒22

◇男子25m背泳ぎ（小学校 3 • 4 年
生）丸山健太 25秒84

◇男女25m背泳ぎ（40歳代）吉田耕三

22秒61 (50歳代）笠井成泰 21秒

61 (60歳代）北條富子 34秒76

◇女子25m平泳ぎ（小学校 1 • 2 年
生）奈良原弘子 27秒67 （小学校

3 • 4 年生）松原沙由美 27秒36

（小学校 5 • 6 年生）本澤舞 20秒

99 

◇男子25m平泳ぎ（小学校 3 • 4 年

生）吉永敦郎 23秒38 （小学校 5

·6 年生）松島悟 23秒49 （中学

生以上10歳代）江森聖弥 16秒43

◇男子25m 自由形（小学校 1 • 2 年
生）小林恵輔 30秒01 （小学校 3

·4 年生）野本和寛 18秒03 （小

学校 5 • 6 年生）池田翔 18秒68

(30歳代）小宅誠 14秒00 (40歳

代）吉田耕三 16秒87 (50歳代）

中島清 17秒06

◇女子25m 自由形（小学校 1 • 2 年
生）奈良原弘子 20秒28 （小学校

3 • 4 年生）松原沙由美 19秒32

◇男女25m 自由形（中学生以上10歳

代）倉持唯 16秒09 的場政幸

14秒49

◇男子50m平泳ぎ（小学校 5 • 6 年
生）吉田秀貴 51秒89

◇女子50m背泳ぎ（小学校 5 • 6 年
生）磯敦子 48秒51

◇男子50m背泳ぎ（中学生以上10歳

代）丸山勝平 44秒07

◇男女50m平泳ぎ（中学生以上10歳

シ

迂
社会体育館

8(84)4626 

海洋センター

8(84)5511 

代）倉持唯 42秒29 江森聖弥

35秒58 (40歳代）中村晋 50秒65

◇女子50m 自由形（小学校 1 • 2 年
生）薗田沙紀 1分05秒93 （小学

校 3 • 4 年生）柏原裕希 48秒 14

（小学校 5 • 6 年生）磯敦子 42秒

25 (60歳代）東ケイ子 52秒66

◇男子50m 自由形（小学校 3 • 4 年
生）野本和寛 40秒75 （小学校 5

·6 年生）松島悟 42秒10 （中学

生以上10歳代）的場政幸 30秒69

(30歳代）小宅誠 31秒04 (50歳

代）笠井成泰 38秒39

◇男子 1 OOm背泳ぎ（中学生以上10歳

代）丸山勝平 1分44秒72

◇男子100m平泳ぎ（中学生以上10歳

代）江森聖弥 1分18秒93

◇男子100m 自由形（中学生以上10歳

代）堀口修平 1分16秒54 (40歳

代）中村晋 1分45秒49

優勝した皆さん

第19回師嚢刺民

マラ':J':J大呂

優
勝
大
輪

B

準
優
勝
田
島

3

位
中
谷

4

位
上
江
黒

日時

ム、伊
云笏

1 月 18 日（日）

午前 8 時受付開始

午前 9 時開会式

ふるさとの広場

◇
ジ
ン
グ
ル
ス

〔
小
学
生
男
子
の
部
〕

優
勝
鈴
木
康
範

準
優
勝
小
松
原
雅
弘

三
位
庄
條
和
徳

三
位
坂
上
亮
太

〔
小
学
生
女
子
の
部
〕

優
勝
河
野
千
紘

準
優
勝
中
村
紫
乃
部

三
位
小
林
瑠
実

〔
中
学
生
男
子
の
部
〕

優
勝
張
谷
明
広

準
優
勝
橋
本
彰
夫

三
位
黒
澤
慈
央

三
位
春
日
敦
史

〔
中
学
生
女
子
の
部
〕

優
勝
清
水
由
香
理

準
優
勝
小
松
原
聡
美

三
位
坂
上
智
恵
美

三
位
藤
原
麻
美

回
協
会
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第

8
 

第
3
8
回
村
民
卓
球
大
会（

敬
称
略
）

〔
一
般
男
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
義
男

準
優
勝
高
橋
学

三
位
菊
地
年
宏

三
位
有
田
親
史

◇
ダ
ブ
ル
ス

〔
一
般
男
子
の
部
〕

優
勝
石
村
正
・
小
松
原
義
男

準
優
勝
江
森
直
志
・
木
村
将
之

三
位
高
橋
学
・
半
田
芳
貴

〔
一
般
女
子
の
部
〕

優
勝
清
水
由
香
理
・
小
松
原
聡
美

準
優
勝
有
田
妃
才
子
・
松
本
瑛
子

三
位
藤
原
麻
美
・
田
村
若
菜

平成10年 1 月 10 日(±) (14) 



ゆ
く
年
来
る
年
除
夜
の
鐘
、
一
夜
明

け
れ
ば
万
物
皆
生
々
、
年
の
始
め
の
目

出
た
さ
を
祝
う
の
も
新
春
な
ら
ば
こ
そ

と
思
わ
れ
ま
す
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
正
月
は
あ
ら
ゆ
る
行
事
の
出

発
点
、
試
み
に
正
月
の
生
活
暦
を
め
く

っ
て
見
る
と
ま
ず
元
旦
、
三
が
日
（
一

日
＼
三
日
）
、
お
棚
さ
が
し
（
四
日
）
、

が
ゆ

山
入
り
（
六
日
）
、
七
草
粥
（
七
日
）
、

く
わ鍬

入
れ
（
十
一
日
）
、
小
正
月
の
も
の
つ

く
り
（
十
四
日
）
、
ア
ズ
キ
粥
（
十
五
日
）
、

は
つ
か
二
十
日
正
月
と
え
び
す
講
（
二
十
日
）

等
が
数
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
か
つ

て
こ
の
地
方
に
多
く
見
ら
れ
た
正
月
の

「
ヨ
シ
ゴ
棚
」
（
年
神
棚
）
や
各
家
々
で

の
三
が
日
の
家
例
（
主
に
食
べ
物
）
等

に
つ
い
て
断
片
的
な
が
ら
ふ
れ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

［正月の家例も今は語り草］

ヨジゴ棚（年神棚）

年
神
棚
年
神
棚
は
正
月
棚
と
も
言
い

と
し
と
く
じ
ん

年
神
（
年
徳
神
）
を
迎
え
る
棚
で
、
戦

後
は
板
で
作
っ
た
棚
を
使
う
家
が
増
え

た
が
、
昔
は
こ
の
地
方
に
多
く
自
生
し

た
ヨ
シ
（
葦
）
で
作
っ
た
棚
を
使
う
家

が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
「
ヨ

シ
ゴ
棚
」
と
呼
ば
れ
、
毎
年
新
し
く
作

ら
れ
、
材
料
の
ヨ
シ
は
利
根
川
や
谷
田

川
な
ど
か
ら
取
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

な
お
、
こ
の
棚
は
二
十
日
正
月
（
地
区

に
よ
っ
て
は
節
分
）
が
過
ぎ
る
と
は
ず

さ
れ
男
衆
の
手
に
よ
り
屋
根
に
投
げ
上

げ
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
屋
敷
稲
荷
に
納

め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
（
昭
和
五
十

七
年
の
正
月
に
「
ヨ
シ
ゴ
棚
」
を
作
っ

た
家
は
下
江
黒
、
千
津
井
、
南
大
島
に

各
一
軒
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
）

年
男
正
月
の
年
男
は
世
帯
主
か
長
男

が
務
め
、
三
が
日
の
間
料
理
、
供
え
物

を
行
い
、
女
性
は
直
接
手
を
出
さ
な
い

家
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

家
例
・
縁
起
（
主
と
し
て
三
が
日
）

0

元
日
や
三
が
日
に
餅
を
食
べ
な
い
家

0

元
日
ま
た
は
三
が
日
の
朝
は
う
ど
ん

も
し
く
は
そ
ば
の
家

0

三
が
日
朝
は
芋
と
餅
の
雑
煮
の
家

0

元
日
の
朝
は
里
芋
を
焼
き
、
泣
き
な

が
ら
食
べ
る
と
い
う
家

（
三
が
日
朝
は
う
ど
ん
か
そ
ば
を
家
例

と
す
る
家
は
多
く
、
餅
を
食
べ
る
と

で
き
も
ん
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
で
す
。
）

禁
忌

0

元
日
に
は
金
は
出
さ
な
い
。

は
さ
み

0

三
が
日
内
は
針
や
鋏
を
持
た
な
い
。

0
-
―
―
が
日
内
は
箸
を
持
た
な
い
。

0

三
が
日
に
掃
除
を
す
る
家
で
も
ゴ
ミ

は
捨
て
ず
に
置
き
、
四
日
に
な
っ
て

か
ら
捨
て
る
。

以
上
こ
れ
ら
の
こ
と
も
今
で
は
す
で

に
語
り
草
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
家
が

多
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

参
考
資
料
·

「
明
和
村
の
民
俗
」
（
群
馬
県
教
育
委
員

会
昭
和
五
十
七
年
三
月
刊
）

「
明
和
村
の
民
俗
」
（
明
和
村
誌
基
礎
資

料
第
一
号
）

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

記
）

: 月日＼ 館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※ 科の祝• 日
板倉地区

明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

畠＾ばロり~, 吟ロ間ク 一1 月 18 日
土井クリニック大神医院 堀越医院永寿堂医院 館林地区と 館林地区と

2王 (72)8841 ff (62) 2200 匹（73)4151 匹（72)4469 同じです。 同じです。

日
落合医院川田（耳）医院 増田医院岡田医院 わたらせクリニック 竹越医院 まは (公72) 

1 月 25 日
匹（72)3160 匹（72)3314 匹（72)1387 匹（72)3163 8(77)2727 8(84)3137 よ畠 3 

‘ 認 1 1 
当 2 月 1 日

根岸医院川村医院 田内医院慶友病院 館林地区と 館林地区と 時ま ど4 
匹（72)1337 8(72)3855 しで が匹（72)3262 8(72)6000 同じです。 同じです。

てか すで。 担丹
小西医院 今村クリニック 大塚医院 礫川堂医院 井上医院 館林地区と 舟畠番

2 月 8 日 ま
匹 (86)2261 匹（70)2221 匹（72)0176 匹（74)0184 匹（82)1131 同じです。 す。

て ^ 口神尾医院 海宝病院 : 2 月 1 1 日

医
8(75)1288 匹（74)0811 さ

負し‘

゜
2 月 15 日

真中医院 川田医院 ゆたか医院 永寿堂医院 増田医院 小西医院
産] 

匹（72)1630 匹（72)3724 匹（73)7308 匹（72)4469 匹（82)2255 匹（86)2261

(15) 平成10年 1 月 10 日(±)



在宅の看護婦さん

カムバック
,’• 9■-●-

役場環境保健課
8(84)4686 

群馬県では、看護婦不足に対処す

るために、保健婦、助産婦、看護婦、

准看護婦の資格を持っているかたで、

現在家庭にいたり、資格を活用して

いないかたにナースバンクヘの登録

をお願いしています。

登録されますと、就職相談、再教

育講習などが無料で受けられます。

登録を希望されるかたは、村環境保

健課へご連絡ください。

学生寮上毛学
入寮者募

群馬県教育委員会事務局
匹027(223)1111

◇応募資格 東京都およびその近郊

の大学または短期大学の 1 年次に

入学する群馬県出身の男子で、次

の資格を有するかた

〇就学上の住宅または下宿に困っ

ているかた 0毎月の寮費および

食費を支払うことができるかた

〇健康で文化的な共同生活を営む

ことができるかた 0保証人をつ

けられるかた

◇募集人員 66名（男子のみ）

◇募集期間 2 月 2 日旧）～ 27 日（金）

ただし、 2 月 28 日消印有効（大学

の合格発表前から受け付けます。）

◇学生寮の所在地 東京都世田谷区

経堂4-8-13 803 (3426) 8231 

◇入寮金 50,000円（入寮時）

◇経費負担 30,000円（月額）

◇応募手続提出書類の用紙は、群

馬県育英会で交付します。

◇提出先 〒 371-0854前橋市大渡町

1-10-7 群馬県教育委員会事務局

管理課内 財団法人群馬県育英会

※詳しくは、群馬県教育委員会事務

局へ

ご利用ください
高年齢者職業相談室

• T 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 

館林公共職業安定所
匹（75)8609

現役で働きたいと希望される 55歳

以上のかたの強い味方が、館林市高

年齢者職業相談室です。

ハローワーク館林から最近の「55

歳以上のかたを対象とした求人情報」

を入手し、ベテラン相談員が、職業

相談のうえ就職のあっせん等を行っ

ています。

ハローワーク館林と共にお気軽に

お立ち寄りください。

なお、 55歳以上のかたを雇いたい

事業主に対する相談、求人の受理お

よび求職者のあっせんも行っていま

す。

◇問い合わせ 館林市高年齢者職業

相談室匹（74)9551 受付時間は、

午前 9 時から午後 4 時30分までで

す。

親と子のつとい
「春をさがそう」

県立東毛少年自然の家

80277(78)5666 

◇日時 2 月 28 日 (±)~3 月 1 日（日）

1 泊 2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家とそ

の周辺

◇内容七草摘み、野鳥観察、野外

炊事（七草のお好み焼き）など

◇対象小・中・養護学校の児童・

生徒とその保護者で、親子で参加

できるかた

◇定員 100人（先着順）

◇費用 1 人2,800円（食事代など）

◇申込期限 2 月 10 日似）

◇申し込み 電話またはファックス

で県立東毛少年自然の家へ住所、

氏名、学年、性別、電話番号をお

知らせください。

FAX 0277 (78) 7322 

2 目は省エネルギー目閤です

省エネルギー上手は、暮らし上手

敷きぶとんと上掛けの併用が

省エネのコッ．I

で 明日をひらくエネルギー

東京電力

親子の会話のある温かい家庭を．I

営住

居者募
r,99 99999999999999999999999999999999999999 99999 999999999 9 --a...u"’"'’99 999999999999999999999999999 

i役場建設課 匹（84)3111 -
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は

◇南大島・新田団地 10戸

家賃…月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

税理土による
還付申告無料相談

「館林税務署
匹（72)4373

2 月 1 日（日）から 15 日（日）までの間、

税理士事務所において少額な還付申

告相談および申告書の作成を無料で

行いますので、最寄りの税理士事務

所へ事前に電話連絡のうえお出かけ

ください。事前連絡の受付時間は、

午前 9 時30分から午後 4 時までです。

なお、ご相談の内容によりまして

は低額な料金となることもあります

ので、事前連絡の際に担当税理士に

お確かめくださるようお願いします。

歯科無料相談

館林邑楽歯科医師会

匹（73)8818

館林邑楽歯科医師会では、歯の無

料相談を行います。

◇日時 2 月 15 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所 館林邑楽歯科医師会館

◇内容歯に関するあらゆる相談

「 S マーク」登録店
なら安心です

（財）群馬県環境衛生営業指導センター
匹027(224)1809

標準営業約款は、

理容店、美容店、ク 互亘亘里

：｀‘：□9 鼈‘ークです。事故が発

生した場合の賠償保険、施設や設備

の内容、仕事やサービスの内容につ

いて正しく表示しているお店です。

平成10年 1 月 10 日出 (16) 



村の無料法律相談
◇日時＝ 2 月 10 日伏）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 2 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

◇日時＝ 2 月 12 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年2月、 7月、 10月生

◇日時＝ 2 月 3 日因

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

人植行政心配ごと相談
◇日時＝ 2 月 16 日旧）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談
◇日時＝ 2 月 19 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 1 月 30 日（金）

(17) 平成10年 1 月 10 日(±)

とうもう伝統芸能

大会が開かれます

東毛広域市町村圏振興整備組合事
務局（太田市役所内）B(45) 8181 

◇日時 1 月 18 日（日） 午後 1 時開演

◇場所新田町文化会館（エリアス

ホール）

◇内容東毛広域各市町村に伝わる

郷土芸能、ささら、八木節など

本村からは明和太鼓稲妻会が出演

◇入場料無料

◇その他 アトラクション、抽選会

ひとりで悩まず早めに

親と子の教育相談

l 県緑化センター

村教育委員会

教育相談専用 BOl 20-845665 

小学生、中学生の皆さんやお父さ

ん、お母さん等を対象に教育相談事

業を開設していますのでご利用くだ

さい。

◇相談内容 いじめ、登校拒否等に

かかわる悩み

◇相談万法

0 電話相談匹（フリーダイヤル） 0120-845665

月～金曜日、午前 8 時30分～午後

5 時（時間外は留守番電話が受付）

〇来所（面接）相談

日時毎月第 2. 第 4 水曜日、午

後 1 時～ 3 時

場所 中央公民館

なるべく事前に電話（フリーダイヤ

ル0120-845665) で申し込みください。

※学校と連携を取りながら行います。

また、秘密を守りますので安心して

ご相談ください。

8(88)7188 

家庭緑化を進めるため、 2 月は「庭

木・春の手入れ」をテーマとして開

催します。

◇日時 2 月 5 日（木）午前10時～正午

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50名

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センターへ

※このほかにも、毎週木曜日午前10

時から午後 3 時まで「緑の相談室」
を開設して相談に応じています。

村税等の納付は

便利な □ 座振替で

：役場税務課
s (84) 3111 

村民税、固定資産税などの村税は、

金融機関（銀行・農協・信用金庫）

のあなたの預金口座から振替納税す

る制度があります。

この制度を利用するとあなたの預

金口座から自動的に引き落としされ

ますので、納め忘れがなくなり納税

のため金融機関に出向く必要がなく

なります。

手続きは、預金口座にご使用の印

鑑と口座番号が確認できる通帳など

を持参のうえ、取引先の金融機関で

「預金口座振替依頼書」に記入し提出
してください。

なお、村税以外の水道料金、国民

年金保険料の納付も合わせてこの制

度を利用しましょう。

冬期間の水道故障は

村指定の水道業者に

i役場建設課 公 (84)3111 -
1 月 25 日（日）金子水道匹（84)2148

2 月 1 日（日）島田設備匹（84)3282

2 月 8 日（日）高田設備匹（84)3736

2 月 15 日（日） 冨塚水道 8(84)3247 

2 月 22 日（日）松本水道匹（84)2839

水道管の凍結防止は万全ですか。

農家の皆さん

「埋め立て」は槙重に．I

村農業委員会（経済課内）
ft (84) 3111 

◇農地は残土の処分場ではありませ

ん。

田・畑などへの建設残土等による

埋め立てにより、多くの問題が発生

しています。隣地等の冠水、道水路

の破損、用排水の不良、さらには汚

染物質等の混入の恐れもあり、農作

物、生活環境に重大な悪影響を及ぼ

すことが懸念されます。

◇埋め立てを行うには農地法の許可

等が必要です。

無許可の埋め立ては、地権者にも

責任があり、現状回復命令などの法

的措置もとられますから安易な埋め

立ては、絶対に行わないでください。

冬の青少年健全育成運動 ～やさしく たくましい 青少年に～
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野
沢
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方
子

ー
病
に
馴
れ
寄
り
冷
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年
を
越

江
原

一
ヽ

＼ヽ

除
夜
の
穀
国
さ
っ
墓
参
の
松
林
寺

み

山
下
書
沿

高
稿
三
重
子

こ

歳
ネ
や
カ
ー
ー
を
み
や
げ
に
様
の
帰

喰
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く
り
出
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1

小
春
a

和
の
む
す
ぴ

マ
ス

荒
井
み
ね
子

旧
名
子
春
索
ヘ

”
シ
ャ
ト
ル
I
i
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
愛
好
会
で
す
。
そ
も
そ
も
は

小
学
校
の
地
区
役
員
を
や
っ
た
仲

間
で
始
め
た
マ
マ
さ
ん
の
集
ま
り

で
し
た
。
当
初
は
シ
ャ
ト
ル
（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
）
に
当
た
ら

ず
、
カ
ラ
ブ
リ
ば
か
り
の
我
々
で

し
た
。
徐
々
に
男
性
の
会
員
も
入

り
、
今
で
は
人
数
も
初
め
の
3

倍

く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
良
い
指

導
者
た
ち
に
も
恵
ま
れ
、
試
合
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
会
に
も

参
加
で
き
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

こ
。t
 週

一
回
の
練
習
（
土
曜
日
）
で

す
が
、
和
や
か
な
中
に
も
真
剣
に

取
り
組
む
会
員
は
”
い
い
汗
を
I
f

を
合
い
言
葉
に
い
つ
ま
で
も
続
け

て
い
き
た
い
仲
間
で
す
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木
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た
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ジャトル

代表江森真里子

村の人口と世帯
1 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,265戸(+ 3) 

人口総数 11, 606人(+ 5) 

男 5,830人・女 5,776人

(12月中の動き）

出生 6 人・死亡 18人

転入 42人・転出 25人

12月の救急車出動回数

交通事故
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
村
民
の
皆
様
に
は
広
報
紙
や
オ
フ
ト

ー
ク
通
信
の
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
き
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
は
新

た
な
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
®
◎
⑱

t
 

＿
＿
―
-
ロ

23 件



こ
広報
発行／B月和村役場〒3ワ0-0795 群馬票邑楽君阻月和村大字新里288番地・編集／企画課広報係•印刷／東京広告（株）

悶
2

8

年

1

平

No. 43 7 
〔 10 日（火）発行〕



I , 
会

て
が

ス
発

口

j..., 

町制施行検討委員会設立会議であいさつする斎藤村長

夕
足

一
卜

町
制
へ
の
移
行
を
求
め
る
要
望
が
高

ま
っ
て
い
る
村
で
は
、
町
制
施
行
に
向

け
て
明
和
村
町
制
施
行
検
討
委
員
会
設

立
会
議
を
1

月
2
2
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
の
設
立
は
、
村
議
会
な
ど

で
町
制
施
行
等
に
つ
い
て
機
会
あ
る
ご

と
に
議
論
を
重
ね
、
村
で
は
村
民
の
か

た
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
平
成

8

年

1
1
月
に
2
0
歳
以
上
の
全
村
民
を
対
象
に

町
制
施
行
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。
回
答
者
の
6
4
.
9
％
の
か
た
の
賛

意
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
村
で
は
議

会
と
も
協
議
し
初
会
合
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
斎
藤
村
長
の
諮
問
機
関

で
、
村
議
会
議
員
、
区
長
、
村
教
育
委

員
会
委
員
、
村
の
区
域
内
の
公
共
的
機

関
お
よ
び
団
体
の
役
職
員
、
学
識
経
験

者
な
ど
6
8
人
の
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
。

斎
藤
村
長
は
「
明
和
村
が
誕
生
し
て
か

ら
4
2
年
が
経
過
し
、
都
市
化
へ
と
順
調

に
発
展
を
遂
げ
、
町
と
し
て
の
要
件
を

ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
十
分
審
議
の
う

え
答
申
い
た
だ
き
、
村
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
す
ば
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
委
員
会
設
置
要
綱
の
承
認

後
、
委
員
長
に
石
村
議
長
、
副
委
員
長

に
蜜
井
区
長
会
長
ら
5

人
を
選
任
し
、

斎
藤
村
長
は
石
村
委
員
長
に
「
明
和
村
」

を
「
明
和
町
」
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

初
回
は
、
町
制
施
行
の
議
会
一
般
質
問

な
ど
現
在
ま
で
の
経
過
と
町
と
し
て
の

要
件
な
ど
の
現
況
に
つ
い
て
や
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
村
民
の
皆
さ
ん
に
理
解

と
周
知
を
図
る
た
め
の
公
聴
会

(
2月

8

日
実
施
）
や
町
制
施
行
に
つ
い
て
調

査
、
研
究
す
る
検
討
委
員
会
を
2

回
ほ

ど
開
い
て
、
3

月
5

日
ま
で
に
答
申
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
経
過

昭
和
3
0
年3
月
に
明
和
村
が
誕
生
し

て
以
来
、
先
人
の
か
た
の
尊
い
知
恵
と

努
力
の
結
集
に
よ
り
4
2
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

村
民
の
か
た
の
知
恵
を
ま
と
め
た
総

合
計
画
に
よ
り
、
年
次
ご
と
に
将
来
構

想
を
ま
と
め
社
会
基
盤
の
整
備
、
産
業

の
振
興
、
教
育
・
福
祉
の
充
実
の
た
め

の
諸
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

特
に
昭
和
4
5
年
に
首
都
圏
都
市
開
発

区
域
の
指
定
を
受
け
、
続
い
て
都
市
計

画
区
域
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、ぽ
う

都
市
化
へ
と
本
村
の
姿
が
大
き
く
変
貌

を
遂
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
4

年
の

東
武
伊
勢
崎
線
利
根
川
鉄
橋
の
複
線
化

な
ど
に
よ
り
住
宅
開
発
が
活
発
に
進
み
、

首
都
圏
か
ら
の
転
入
者
に
よ
る
人
口
増

村
議
会
議
員
、
区
長
、
教
育
委
員
、

農
業
委
邑
会
長
、
甲
和
消
防
団
長
、
民

生
委
昌
協
議
会
総
務
、
中
学
校
長
、
館

林
市
農
協
副
組
合
長
お
よ
び
千
江
田
・

梅
島
・
佐
貫
支
所
世
話
人
、
商
工
会
正

副
会
長
、
交
通
安
全
協
会
甲
和
地
区
協

議
会
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
‘
老
人

ク
ラ
ブ
連
協
会
長
、
衛
生
協
力
会
長
、

母
子
保
健
推
進
協
議
会
長
、

P
T
A

連

絡
協
議
会
長
、
文
化
協
会
長
、
体
育
協

会
長
、
代
表
監
査
委
員
、
元
議
長
、
元

助
役
、
元
収
入
役
、
元
区
長
会
長
、
前

区
長
会
副
会
長
、
助
役
、
数
育
畏

加
が
順
調
に
続
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

村
内
に
お
け
る
工
業
出
荷
額
は
平
成

8

年
で
は
1
,
1
5
7

億
円
余
（
県
内
町

村
で
7

番
目
）
と
な
り
、
産
業
経
済
も

活
発
な
発
展
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
群
馬
県
に

お
け
る
町
制
施
行
の
要
件
を
満
た
す
ま

で
に
至
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
町

制
施
行
に
つ
い
て
議
会
な
ど
で
機
会
あ

る
ご
と
に
議
論
を
重
ね
、
2
0
歳
以
上
の

皆
様
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
約
6
5
％
の
か
た
が
町
制
賛
成

と
回
答
し
、
そ
の
う
ち
平
成
1
0
年
施
行

と
い
う
か
た
が
約
7
2
％
で
し
た
。

村
で
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
「
村
」

か
ら
「
町
」
に
移
行
し
、
新
鮮
な
発
想

の
も
と
に
村
全
体
の
活
性
化
を
最
重
点

に
お
き
、
第

4

次
明
和
村
総
合
計
画
に

基
づ
く
「
未
来
を
創
造
す
る
明
和
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
制
施
行
検
討
委
員
会
委
員

平成10年 2 月 10 日（火） (2) 



町舗篇行-
』., 
同

検 討委 員
町制施行までのスケジュール

明 和 村
（申請）

（議決） （議決）

ム
口

‘`I 
大 臣 ---,新しい町の誕生 I

明和村議会 群馬県議会
l' 

／ヽ
』

◇
町
制
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
時
期

平
成
1
0
年
1
0
月
1

日

◇
町
の
名
称

明
和
町

◇
字
の
名
称
の
変
更
の
是
非

（
町
制
施
行
に
併
せ
て
「
明
和
村

大
字
0
0
0

」
を
「
明
和
町
0
0

0
」
の
よ
う
に
大
字
を
省
い
て
し

ま
う
こ
と
の
是
非
）

◇
答
申
年
月
日

平
成
1
0
年3
月
5

日
ま
で

※
諮
問
と
は
…
村
の
政
策
決
定
に
当
た
り
、

一
定
の
機
関
（
検
討
委
員
会
）
に
対
し
、

重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
尋
ね
求
め
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

町
と
し
て
の
要
件

町
に
な
る
た
め
に
は
、
県
条
例
で
五

つ
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
本
村
は
こ
の

要
件
を
す
べ
て
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

①
人
口
1

万
人
以
上
を
有
す
る
こ
と

本
村
…
l
1
,
2
5
5
人

（
平
成
7
年
国
勢
調
査
）

②
村
の
中
心
の
連
た
ん
区
域
に
在
る
戸

数
が
全
戸
数
の
5

割
以
上
で
あ
る
こ

と
。

本
村
…
約
7
0
.
0
%

③
商
工
業
そ
の
他
の
非
農
村
的
業
態
に

従
事
す
る
者
お
よ
び
そ
の
者
と
固
＿

世
帯
に
厘
す
る
者
の
数
が
全
人
口
の

諮
問
の
内
容

本
村
の
総
人
口
1
1
,
2
5
5
人
は

県
内
2
7
村
の
中
で
7
番
目
に
位
置
し
、

町
に
な
っ
た
場
合
は
3
3
番
目
の
町
と
し

て
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
増
加
率
で
は
国
勢
調
査

前
回
比
で
8
6
5

人
増
え
8
.
3

％
と

県
内
5
9
町
村
の
中
で
第
1
3
位
の
増
加
率

を
示
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
世
帯
数
3
,
1
2
4
世
帯

は
、
前
回
比
で
4
4
2
世
帯
増
え
1
6
.

村
の
人
口
•
世
帯
数

参
考
資
料

町
制
施
行
ま
で
の
手
順

5

割
以
上
で
あ
る
こ
と
。

本
村
…
7
6
.
7
4
%

（
平
成7
年
国
勢
調
査
）

①
商
工
業
そ
の
他
の
非
農
村
的
業
態
に

従
事
す
る
者
お
よ
び
そ
の
者
と
同
＿

世
帯
に
属
す
る
者
の
数
が
最
近
5

か

年
間
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
。

本
村
…
7
.
3
％
の
増

（
平
成
7
年
国
勢
調
査
）

⑤
敦
育
、
保
健
、
交
遅
、
そ
の
他
の
文

化
的
な
施
設
が
あ
る
こ
と
。

本
村
…
現
在
、
町
と
し
て
必
要
な
施

設
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
制
施
行
ま
で
の
手
順
と
し
て
は
、

委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
村
議
会
議
決

を
経
て
初
め
て
県
に
申
請
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
県
議
会
議
決
、

知
事
決
定
を
受
け
、
知
事
、
自
治
大
臣
の

告
示
を
も
っ
て
正
式
に
町
に
な
り
ま
す
。

群
馬
県
3
2
町
2
7
村

栃
木
県
3
5
町
2
村

茨
城
県
4
7
町
1
8
村

埼
玉
県
3
8
町
1
1
村

千
葉
県

4
4町
5
村

群
馬
・
近
県
の
町
村
数

本
村
の
財
政
力
指
数
は
、
0
.
6
0

で
県
内
2
7
村
の
中
で
第
2
位
と
健
全
財

政
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
県
内
町
村
の
平

均
財
政
力
指
数
は
0
.
4
8
)

（
平
成8
年
度
普
通
会
計
決
算
状
況
）

首
都
圏
か
ら
の
転
入
者
増
加
に
よ
り

通
勤
．
適
学
客
で
に
ぎ
わ
う
川
俣
駅

村
の
財
政
状
況

5
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成7
年
国
勢
調
査
）

(3) 平成10年 2 月 10 日（火）



所得税の確定申告

所得税申告納税相談日程表

該当行政区

月 日 午前 9 峙 午後 1 時 ＾云戸笏

~12峙 ~4 時

2 月 17 日（火）
斗合田 江 口

須 賀 田 島
ふ

J 11 俣 る
18 日（水）

入ヶ谷
大佐貫

さ

と

19 日（木）
下江魚

大 輪 産
上江黒 業

文
20 日（金） 中 谷 南大島 ィヒ

館

24 日（火） 矢 島 梅 原
研

修

室

25 日（水） 千津井 新 里

確
定
申
｛
告
を
す
れ
ば

税
金
が
戻
る
人

E
渭
n
g
g

平
成
9

年
分
（
平
成
9

年
1
月
1

日
5

平
成
9

年
1
2

月
3
1日
）
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
村
・
県
民
税
の
申

告
は
、
2

月
1
6
日
回
か
ら3
月
1
6
日
囲
（
た
だ
し
土
、

日
曜
日
は
除
く
）
ま
で
で
す
。
申
告
・
納
税
相
談
は
別

表
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
指
定
さ
れ
だ
日
に
と
う
し
て

も
申
告
で
き
な
い
か
だ
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
あ
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

な
ど
で
、
平
成
9

年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

確
定
申
し
な

け
れ
ば
な
、
ら
な
い
人

配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
、
社
会

保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
、

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
る
各
種
控

除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人

②
給
与
所
得
者
で
平
成
9

年
中
の
給
与

の
収
入
金
額
が
2
,
0
0
0

万
円
を
超

え
る
人
、
ま
た
は
、
給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

2
0万
円
を
超
え
る
人

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
で

も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
次
の
よ
う
な
人
は
、
よ
く
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

①
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料
な

ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か
も
、
そ

の
他
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
人

②
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
寄

付
金
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

所
得
税
と
村

. 
県
民
税

----
一
一

• 

還
付
金
の
受
け
取
り
は

口
座
振
込
で

安
全
便
利
な
振
替
納
税

ご
利
用
く
だ
さ
い

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

③
給
与
所
得
者
で
、
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人

④
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
が
あ
り
、
生
命
保
険

料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
、
社
会

保
険
料
控
除
の
あ
る
人

⑤
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
人

※
な
お
、
給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合

計
額
が
2
0万
円
以
下
の
た
め
確
定
申
告

を
要
し
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
場

合
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
も
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成10年 2 月 10 日因 (4) 



一 申告 . 相談は 2 月 16 日（月）～ 3 月 16 日（月）

お問い合わせは
所得税……館林税務署872-4373

村・喋民税……役場税務課884-3111

内線 343 • 344 

村・県民税申告相談日程表

該当行政区

月 日 午前 9 時 午後 1 時 今コi笏El 

~12時 ~4 峙

2 月 26 日（木）
斗合田

千津井

喜星儡江 ロ

27 日（金） 上江黒
下江黒

田 島

3 月 3 日（火） J 11 俣 矢 島

; 4 日（水） 須 賀 大佐貴

大輪（上）
5 日（木） 大輪（下）

入ヶ谷

南大島 中谷

産業文贔 ふるさと10 日（火）
（七・）＼肝以外）

南大島
（七八軒）

11 日（水） 梅 原 新里

申
告
出
張
相
談
は
2

月

2
6日
因
か
ら

申
告
出
張
相
談
は

い
つ
ど
で

こ

平成 9 年分農業所得の標準額決定 (10アール当たり）

村 . 県民税の申告

村
・
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成

1
0年

1

月
1

日
現
在
、
本
村
に
住
ん
で
い
て

平
成
9

年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
で
、

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

②
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
勤
務
先
か

ら
役
場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
人

こ
れ
以
外
の
人
は
、
村
・
県
民
税
の
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
が
送
ら
れ
た
人
は
、
所
得
が

な
い
場
合
で
も
そ
の
理
由
を
記
入
し
て

役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
氏
名
な
ど
は

あ
ら
か
じ
め
記
入
を

申
告
書
を
提
，
出
し
な

” 

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

始
ま
り
、
3

月

1
1日
困
ま
で
申
告
相
談

日
程
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

各
会
場
に
は
、
役
場
税
務
課
の
職
員

が
出
向
き
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
申
告
相
談
期
日
以
外
は
役
場
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

申
告
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
申
告
書
の
記
入
は
自
分
で
済
ま

せ
、
不
明
な
点
だ
け
を
尋
ね
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

特
に
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話

番
号
お
よ
び
扶
養
親
族
の
あ
る
人
は
、

家
族
の
氏
名
、
続
柄
な
ど
を
、
あ
ら
か

じ
め
申
告
書
に
記
入
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
の
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
も
作
成

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

水
裏

稲・・・・・・・・・・・・・・ •77,000円

作・・・・・・・・・・・・・·ｷ33, 100円

普通畑・・・・・・・・・・・・・..51, 800円

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ （加温）

収入金X76%-577, 000円

ラ （無加温）

収入金X80%-156, 000円

ナ ス （無加温）

収入金X76%-300, 000円

トマト （加温）

収入金X83%-577, 000円

イチゴ（無加温）

収入金X78%-219, 000円

その他野菜（ハウス）

収入金X78%-148,000円

ナシ

収入金 X74%-72, 000円

ブドウ

収入金X76%-64, 000円

総合販売野菜

収入金X78%-29, 000円

〔養豚、養鶏、肥育牛〕

一貫飼育、肉用豚、繁殖

豚、和牛、乳牛については、

いずれも実査です。

申
告
相
談
に
は
、
次
の
書
類
等
を
用

意
し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書
、
印
鑑
、
生
命
保
険
料
お
よ

び
損
害
保
険
料
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
書

②
給
与
・
年
金
収
入
の
あ
る
人
は
、
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
勤
務
先
か
ら
の
給

与
支
払
報
告
書

③
営
業
・
そ
の
他
の
事
業
・
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
は
、
収
支
明
細
書

④
土
地
な
ど
を
売
っ
た
人
は
、
売
買
契

約
書
ま
た
は
買
取
り
等
の
証
明
書

仲
介
手
数
料
を
支
払
っ
た
人
は
、
そ

い持

た

た
、、参

< 

も し

のて

の
領
収
書

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る

人
で
、
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

所
得
を
証
明
す
る
書
類

⑤
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
は
、

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書

⑦
障
害
者
の
人
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど

⑧
学
生
の
人
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書

(5) 平成10年 2 月 10 日（火）



平成 9年度

村職員給与の公泰
村では、村職員給与などのあらましを村民の皆さんに理

解していだだくだめ、次のとあり公表します。（注釈のない

場合、平成 9 年度給与改定後の数字です。）

▽人件費の状況 （平成 8 年度一般会計決算） 人口は平成 9 年 3 月 31 日現在

住民基本台帳人口 1 歳出額 (A) 1 人件費 (B) 人件費率 (B/A)

11,424人 4,238,750千円 875,974千円 20. 7% 

▽職員給与費の状況

職員数 (A)

126人

（平成 9 年度一般会計当初予算）

給与 費

八
―
口

奇 料 I 職員手当

452,186千円 56,053千円

期末勤勉手当

215,874千円

計 (B)

724, 113千円

1 人当たりの

給与費 (B/jり

5,747千円

ら&- ー. "'員 ．ー:...... -_...9.-..----- • — ー·”· — —·ーー· 5 

区 分 給料月 額等 期末手当支給割合

給 村 長 785,000円 6 月期 2.2 月分
助 役 636,000円

料 収入役 599,000円 12月期 2.5 月分

報 議 長 318,000円 3 月期 0.5 月分
副議長 243,000円

酬 議 員 220,000円 計 5.2 月分

（平成 9 年 4 月 1 日現在）

▽職員の平均給料月額あよび
平均年齢の状況！ （平成 9 年 4 月 1 日現在）

般 行 政 職
区 分

※平均給料月額 平均年齢（歳）

明 和 村 295,199 円 38.5歳

国 309,392円 39.1歳

※給与改定後の国の平均給料月額がでていないため平均

給料月額は給与改定前の数字です。

▽一般行政職の級別職員数の状況 （平成 9 年 4 月 1 日現在）

▽初任給の状況 （平成 9 年 4 月 1 日現在）

般 行 政 職
区 分

大学卒 高校卒

明 和 村 168,800円 145,300円

I 種 183,200円
国 140,700円

II 種 173,000円

区 分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 計

※標準的な 主事補 主事
主任 主任

係長
係長

課長
課長

職員数
職務内容 技師補 技師 係長代理 課長補佐 94人

※職員数（人） 6 人 22人 6 人 24人 17人 7 人 10人 2 人 構成比

構成比（％） 6.4% 23.4% 6.4% 25. 5% 18.1 % 7.5% 10. 6% 2.1 % 100% 

※職員数は、村の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。

また、標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

平成10年 2 月 10 日侠） (6) 



「職員写当の状況l
明 和 村 国

支給期 支給率（月分）

胃 6 月期
期末 勤勉 計

1--------

1. 6 0.6 2.2 , 12月期 同 じ
1. 9 0.6 2.5 

3 月期 0.55 0.55 

計 4.05 1. 2 5.25 

最高限度額
自己都合 勧奨•定年

※ 
ト—- - - - - - - - -

[ 
60.0 62. 7 

勤続20年 21. 0 28.875 同 じ

勤続25年 33. 75 44.55 

勤続30年 41 25 54.45 

※退職手当は、群馬県市町村総合事務組合へ加入

しているため組合より支給

・［特殊勤務手当万了状況l
区 分 内容等

特
職員全体に占める手当支給

18. 9% 
職員の割合

殊
支給対象職員 1 人当たりの

勤 平均支給月額
3,975円

務 手当の種類 6 種類

手 支給額の多い手当 ・保母手当

当 代表的な

手当の名称 多くの職員に支給 ・税務手当

されている手当 ・保母手当

(7) 平成10年 2 月 10 日（火）

扶

養

手

当

住

居

手

当

通

勤

手

当

（平成 9 年 4 月 1 日現在）

明 和 村 国

〇配偶者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16,000円

〇配偶者のない職員の扶養親族

う ち 1 人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11,000円

〇扶養親族でない配偶者を有する

場合の 1 人目の子等……… 6,500円
同 じ

〇配偶者以外の扶養親族 2 人まで… 5,500円

〇その他の扶養親族………… 2,000円

o 16歳から 22歳までの子… 4,000円加算

〇借家の場合（12,000円を超えるとき）

・家賃の額に応じて支給

（支給限度額27,000 円）
同 じ

〇持家の場合

•新築、購入後 5 年まで… 2,500円
•その他．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1,000円

0 自転車等の交通用具使用者の場合
・片道 2 km未満．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 0円

・片道 2 ~5 km未満……… 2,000円

・片道 5 ~10km未満……… 4,100円

・片道10~15km未満……… 6,500円

・片道15~20km未満……… 8,900円

・片道20~25km未満………11,300円
同 じ

・片道25~30km未満……… 13,700円

・片道30~35km未満……… 16,100円

・片道35~40km未満……… 18,500円

・ 片道40km以上・・・・・・・・・・・・・・・ 20,900円

0 交通機関利用者の場合

・運賃の額に応じて支給

（支給限度額50,000 円）

▽ l部門別職員数但述逸！ （各年 4 月 1 日現在）
区 分 ※職員 数 （人）

部 門 平成 7年 平成 8 年 平成 9 年

議 会 2 2 2 
総務企画 24 26 27 

般
税 花マ欠ヵ 8 8 8 
民 生 26 24 24 

行 衛 生 5 6 8 

政
芦ヵ 働

゜ ゜ ゜農林水産 5 5 5 
部 商 工 1 1 1 

門 土 木 1 1 12 13 

小 計 82 84 88 

闘
教 育 35 36 35 

小 計 35 36 35 

普通会計計 117 120 123 

青ノ上、 八; 等ム 水 道 3 3 3 
下水道

゜ ゜ ゜その他 1 1 2 

小 計 4 4 5 

合 計 121 124 128 

※職員数は国の定員管理に準じた一般職に属する職員数で

あり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員な

どを含み、臨時または、非常勤職員を除いています。



でf事良くコ—l
▼あともう少し

►

優
勝
し
だ
皆
さ
ん

ゎいしいd::

小学生低学年女子 1 • 2年 1. 0km コース

1 位澤浦 薫 3 分40秒西小 2

2 位杉山水紀 4 分03秒東小 2

3 位川辺智美 4 分07秒東）」＼ 2

小学生低学年男子 1 • 2年 1. 0km コース

1 位金田哲也 3 分34秒西小 2

2 位須藤拓未 3 分34秒東小 1

3 位本澤 匠 3 分43秒東小 2

小学生中学年女子 3·4年 1. 5km コース

1 位菊地絵美里 6 分41 牙少西）」＼ 4

2 位杉山真生 7 分11秒東小 4

3 位吉田有花 7 分30秒西）」＼ 3

小学生中学年男子 3·4年 1. 5km コース

1 位清水 亮 5 分57秒西小 4

2 位堀口貴浩 5 分59秒西）」＼ 4

3 位吉永敷郎 6 分14秒西）j¥ 3 

小学生高学年女子 5·6年 2. 0km コース

1 位磯 数子 7 分17秒西小 6

2 位柿沼智子 7 分52床少東小 6

3 位川辺彩乃 8 分14秒東）」＼ 5

小学生高学年男子 5·6年 2. 0km コース

1 位庄條和徳 6 分42秒西）」＼ 6

2 位金田祐司 6 分49秒西）」＼ 6

3 位青木貴大 6 分50秒西）」＼ 5

中学生女子 1 ・ 2·3年 3. 0km コース

1 位奈良應優 10分35秒唄中 1

2 位木村春花 11分06秒田中 1

3 位奈良億代 12分48秒甲中 2

中学生男子 1·2·3年 5. 0km コース

1 位 田中 陽介 18分24床少日月中 2

2 位永吉直人 19分03禾少日月中 2

3 位小林克至 19分13床少日月中 2

一般女子（高校生以上） 3. 0km コース

1 位堀口順子 13分49禾少新里

一般男子（高校生以上） 5. 0km コース

1 位千葉元鳴 17分55秒館林商I

2 位桐山武治 18分04秒中谷

3位小泉秀介 19分12秒飼林百I

壮年男子 (40歳以上） 3. 0km コース

1 位奈良原勇三且S 10分14秒千津井

2位堀□ 優 10分51秒新里

3 位井崎 巖 12分03秒新里

スポーツクラブ対抗（個人） 3. 0kmコース

1 位小林平和 10分05秒岨印テニス

2 位量 佳弘 10分06秒岨阻テニス

3 位圧條英樹 10分06秒（株）大成

スポーツクラブ対抗（団体） 3. 0kmコース

1 位 8月和デニスクラブ 62点

2 位 （株）大成 27点

健康マラ‘ノン（タイムトライアル）

3. 0km コース

1 位秋山茂好＋ 2 秒20 江口

2 位小松原義男十1分0嗚10 南大島

3 位金子 清一1分20秒25 入ヶ谷

（タイムをあらかじめ甲告し、そのタイ

ム差を競う） 〔敬称略〕

平成10年 2 月 10 日（火） (8) 



▲元気よく『スタート』

三 ▲寒じ

第19IDI葎hNRマプソン大会
1 月25日、悪天候により延期されていだ新春村民マラ

ソン大会がふるさと広場周辺で行われましだ。合年で19
回目になる新春村民マラソン大会。寒さにもめげすにあ

よそ 170人の選手が集まりました。合回は、小学生と20歳

以上のペアで走る『家族マラソン』も新しく加わり、親

子で仲良くゴールするほほえましい姿が見られましだ。
まだ、ふるさとの広場では、食生活改善推進員のかだが

だの協力で温かいあしるこや豚汁、甘酒が配られ、選手

たちを元気づけていましだ。

►

t
f
ん
ば
れ
ー

応
援
も
一
生
懸
命

►

準
備
は
万
端
／
．

親子

村の助成が廃止される簡易焼却炉

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
我
が
国
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
総
排
出
量
の
8
\

9

割
は
、
廃
棄
物
焼
却
施
設
か
ら
排

出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
推
計
も
あ
り
、

廃
棄
物
の
焼
却
に
伴
う
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
排
出
を
削
減
し
て
い
く
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
平
成

9

年
認
月
1

日
か
ら
廃
棄
物
処
理
法
を

改
正
し
、
廃
棄
物
の
焼
却
に
つ
い
て

規
制
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
年
々
増
え
続
け
る
ご

み
を
減
ら
す
た
め
に
、
簡
易
焼
却
炉

（
ド
ラ
ム
缶
、
軽
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
購
入

者
に
対
し
半
額
の
助
成
を
行
っ
て
き

(tJ年）

1,000 

800 

600 

400 

200 

日月和村の年度別可燃性葵棄物焼却処理量の推移

（単位：トン）

200 

645 

976 
941 

803 
ノ

747 

ま
し
た
が
、
平
成
1
0年
3

月

3
1日
限

り
で
あ
っ
せ
ん
と
助
成
を
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
生
ご

み
処
理
槽
な
ど
は
引
き
続
き
助
成
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3

月
3
1日
で
廃
止
し
ま
す

簡
易
焼
却
炉
設
置
助
成

（昭和） so 55 60 （平成） 2 5 6 7 8 （年度）

(9) 平成10年 2 月 10 日（火）



増9Iする匿癒費

お医者さんにかかったときの医療費が毎年増え続けています。医療費が増加すれば、国

民健康保険税や、個人の一部負担金の値上げなどが検討されます。皆さんで健康づくりに

取り組んで、一人ひとりが病気予防を心がけ、はつらつとした元気な生活を送りましょう。

総医療費と一人当たり医療費の推移

老人総医療費
年度

1 人当だ(,)の医療費

58 1, 719,017円 7
 

平均受給者1, 178入

朕
板
費
全
体
の

動
阿

老
人
人
口
の
増
加
、
医
療
技
術
の
高

度
化
に
伴
っ
て
、
医
療
費
が
合
後
と
も

増
大
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

で
す
が
、
平
成
8

年
度
明
和
村
の
老
人

医
療
費
は
、
一
人
当
た
り

5
6
1
,
6

8
3

円
と
な
り
、
対
前
年
比
1
1
8
.

4

％
で
票
下
第
7

番
目
の
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。

688,622,537円

（見込み） 73 1,650, 798円

8
 
平均受給者1,226人

, 

56 1, 683 円

（見込み） 566,294 円

平均受給者1, 292人

こ
の
制
度
は
、
本
格
的
な
高

齢
化
社
会
に
備
え
、
国
民
み
ん

な
で
医
療
費
を
出
し
合
い
、
お

年
寄
り
の
か
た
が
病
気
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
昭
和
5
8
年
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

老
人
医
療
費
の
対
象
者
は
、

7
0
歳
以
上
の
か
た
（
寝
た
き
り

な
ど
の
人
は
6
5
歳
以
上
）
で
、

老人医療費の負担割合

老
人
保
健
制
度
と
は

（平成 8 年度）

老人医療費

688,622,537 円

r-----------
l 

：ぅち本人負担額
l 

: 33, 262, 462 円
l 

30% 

7
0
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
(
1日

生
れ
の
か
た
は
そ
の
月
）
か
ら

対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
か
た
は
、
住
民
課

よ
り
連
絡
し
ま
す
。

※

6
5
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
か

た
と
は
、
村
長
の
認
定
を
受
け

た
人
を
い
い
ま
す
。

回民健康保険

（村の国保特別会計

から拠出します

107,056,229 円）

政管健保

健保組合

船員保険

共済組合

上記による拠出金

458,752,052円

70% 

平成10年 2 月 10 日因 (10) 



村
で
は
後
継
者
育
成
事
業
の
一
環
と

し
て
、
適
齢
者
の
結
婚
相
談
の
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
電
話
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
お
近
く
の
相
談
員
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

適
齢
者
結
謳
相
談

あ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

コ

の
斗
合
田
橋
本
武
雄

下
江
黒
柴
崎
春
雄

上
江
黒
森
原
宏

千
津
井
薗
部
静
雄

江
口
柿
沼
釣
一

江
口
蜜
井
奎
二

田
島
奈
良
喜
一
郎

交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、

明
和
村
・
館
林
市
・
板
倉
町
の
3

市
町
村
合
同
で
実
施
さ
れ
ま
し
た

第
1
8
回
行
政
区
別
無
事
故
・
無
違

反
コ
ン
ク
ー
ル
（
平
成
9
年
1

月

1

日
ー
1
2月
3
1
日
）
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
家
族
や
地
域
か
ら
事

故
や
違
反
を
な
く
し
、
交
通
事
故
・

違
反
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

霞冗穴公云霞云

(84) (84) (84) (7 4) (73) (73) (7 4) 
2 3 2 4 7 8 2 
4 7 3 1 1 8 8 
5 3 0 2 5 2 6 
5 7 6 1 5 5 7 

結
婚
相
談
員

大矢入大大須川梅中新新新南南
佐ヶ 墨大大
貰島谷輪輪賀俣原谷里助里島島

墜
篠渡金松柿加石柴豊瀬江石本島
木邊子本沼藤塚崎嶋下原村澤田

ミ

茂和利芳廣米閑昭チ恒 く金晃
雄夫男雄一子子夫子男勉に五元

匹公公公霞霞霞霞匹匹云穴公霞

(84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) (84) 
2 3 3 2 3 3 3 3 3 2 3 2 3 3 
2 6 0 6 2 3 9 5 9 6 1 9 0 1 
5 2 6 3 9 4 3 3 9 5 1 0 9 8 
0 9 9 5 6 0 6 7 3 0 1 5 3 3 

位[ 
交通事故種別 悪質違反行為

[ 行政
事故

死亡事故 事重傷故 軽傷事故 物損事故 [ 酒面贋塁 無違反率
区名

(%) 酔ぃ上闘 免許
1 JI I 俣 35.80 

件 件 2件 5 件 件 件 件 4

2 新 里 39.30 2 , 12 2 3 

3 矢 島 41. 55 1 4 7 16 

4 千津井 47. 70 3 5 1 12 

5 入ヶ谷 49.59 3 5 

6 南大島 50.55 5 12 2 1 7 

7 大 輪 59.96 2 7 7 2 8 

8 大佐貫 62. 15 3 , 1 2 10 , 中 クロ 63.39 8 10 4 1 14 

10 下江黒 65.90 1 4 1 , 
11 江 口 77. 74 1 3 2 4 11 

12 梅原 80. 71 1 8 , 4 1 6 

13 斗合田 96.00 1 1 1 6 1 2 

14 田 島 102. 04 2 4 3 1 15 

15 須 カ貝ロ 106.99 1 4 4 13 

16 上江黒 126.48 2 2 4 3 2 1 

計
平均
3 11 56 103 32 3 5 

64. 79 

行
政
区
別
無
事
故レ＇ノ

ン
ク
_
 

最

無
違
反

終
結
果

. 

（平成 9 年 1 月 1 日～ 12月 31 日）

わ
ず
か
な
会
費
で
、
万
一
の
交
通

事
故
の
と
き
に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

る
「
交
通
災
害
共
済
」
の
平
成1
0年
度

の
会
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

車
社
会
の
現
在
、
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
て
も
油
断
は
禁

物
で
す
。
万
一
に
備
え
て
現
在
加
入

し
て
い
る
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま

で
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
か
た
も
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
で
き
る
人

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
、

ま
た
は
、
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て

い
る
人

◇
会
費一人

年
額
5
0
0

円
（
年
度
途
中

に
加
入
し
て
も
同
額
）

◇
共
済
期
間

平
成
1
0年
4

月
1

日
＼
平
成
1
1年

3

月

3
1
日
（
途
中
加
入
の
場
合
は
、

加
入
日
か
ら
平
成

1
1年
3

月

3
1
日

ま
で
）

◇
申
し
込
み
万
法

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
台
帳

兼
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

会
費
を
添
え
て
隣
組
長
さ
ん
を
通

じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
3

月
9

日
囲
以
後
の
申
し
込
み

は
、
直
接
役
場
総
務
課
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

等］良： 傷害の程度 金 額

1 死亡した場合 1,000,000円

2 身障手帳l 、 2級の交付されたもの 300,000円

3 180 日以上の実日数治療を要した傷害 200,000円

4 100 日 ケ 100,000円

5 80 日 ケ 80,000円

6 60 日 ケ 60,000円

7 40 日 ク 40,000円

8 30 日 ク 30,000円

、 9 5 日 ケ 20,000円

共

済
見
舞
金

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故

車
両
（
自
動
車
、
原
付
自
転
車
、

自
転
車
、
荷
車
テ
ー
ラ
ー
等
）
に

よ
っ
て
発
生
し
た
人
身
事
故
で
、

道
路
法
上
の
道
路
で
起
き
た
も
の

（
自
損
事
故
も
含
む
）
。
日
本
国
内

ど
こ
で
起
き
た
事
故
で
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

◇
見
舞
金
請
求
期
限

事
故
発
生
か
ら
2

年
以
内

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
6
闘
3

1
1
1

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済

1
0年
度
会
員
募
集

家
族
全
員
そ
ろ

つ

て
加
入
を

(11) 平成10年 2 月 10 日（火）



ぁらのゎだ
住民に防火を呼び掛け

消防出初式

◄

見
事
な
梯
子
乗
り

1

月

1
1日
に
平
成
1
0
年
消
防
出
初
式

が
行
わ
れ
、
館
林
市
三
の
丸
駐
車
場
に

館
林
市
お
よ
び
郡
内
4

町
村
の
消
防
隊

が
集
結
し
ま
し
た
。

本
村
読
ら
も
明
和
切
環
的
消
防
団
の

ほ
か
、
鳶
職
組
合
の
若
鳶
会
の
メ
ン
バ

ー
も
加
わ
り
、
参
加
者
は
総
勢
9
4
8
名
。

式
で
は
、
若
鳶
会
に
よ
る
梯
子
乗
り

の
演
技
や
消
防
団
ら
に
よ
る
カ
ラ
フ
ル

な
一
斉
放
水
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
見
学
し
て
い
た
人
々

を
圧
倒
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
館
林
市
内
で
の
分
列
行

進
も
行
わ
れ
、
住
民
に
防
火
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

\ ̀
 ヽ

\ t

4
 

~, 

ヽ
＇

\ 

'
¢
f
t
i
ヽ
＇

, 

一字一字に心を込めて
書き初め大会

—/ - -.— 

ヽ

.L¥ 

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

◄

消
防
団
に
よ
る

カ
ラ
フ
ル
な
一
斉
放
水

笠
一
，

1

月
1
7
日
、
矢
島
地
区
で
は
区
、

明
る
い
村
づ
く
り
、
子
ど
も
会
育
成

会
の
共
催
で
、
無
病
息
災
な
ど
を
祈

る
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
同
地
区
の
田

ん
ば
で
行
わ
れ
、
約
1
2
0

名
が
参

事
加
し
ま
し
た
。

イ
＇
役
員
ら
が
青
竹
を
組
み
、
稲
わ
ら

一
丁紆

を
積
み
上
げ
た
大
小
二
つ
の
や
ぐ
ら

の
回
り
に
、
し
め
飾
り
や
だ
る
ま
な

伝
ど
を
飾
り
つ
け
ま
し
た
。
午
後

6

時

の月E

半
に
点
火
さ
れ
る
と
夜
空
に
真
っ
赤

小
な
炎
が
高
く
舞
い
上
が
り
、
竹
の
は

じ
け
る
音
に
喚
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
一
面
に
数
日
前
の
積
雪
が
残

る
中
、
参
加
者
に
甘
酒
な
ど
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
体
を
温
め
な
が
ら
小
正
月

の
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
春
恒
例
の
村
の
書
き
初
め
大
会
が

1

月
4

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

小
学
生
か
ら
一
般
成
人
ま
で
3
3
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

小
学
1

年
は
「
つ
げ
と
き
く
」
、2
年

「
明
る
い
村
」
を
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
で
、3

年
以
上
は
毛
筆
で
「
ゆ
た
か
な
村
」
「
福

祉
の
村
」
な
ど
村
民
憲
章
に
記
さ
れ
て

い
る
規
定
字
を
一
字
一
字
に
心
を
込
め

て
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
村
内
の
3

人
の
講
師
の

か
た
か
ら
助
言
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

新
た
な
気
持
ち
で
挑
戦
。
こ
の
結
果
は
、

書
き
初
め
大
会
作
品
展
に
展
示
さ
れ
た

後
、
公
民
館
ま
つ
り
で
展
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

無病息災祈りどんど焼き

平成10年 2 月 10 日因 (12) 



大会の結果（上位入賞者）
村大会

小学生低学年の部…男子団体戦
①南大島（松崎大介、松崎陽介、島田昌史、
栗原弘樹） ＠梅原（野口泰史、吉永敦郎、吉
永一徳、開 □大地） ③下江黒（柴崎智史、木
村柏大、荻野仁史、小林淳一）
同…男子個人戦

①深野修平（千津井） ②要原秀雄（南大島）
③永野良（新里）
同…女子団体戦

①上江黒（荒川美菜、丸山博未、薗部百合香、
上野みどり） ②梅原（田村直子、吉永真奈美、
始憚恵、吉永香織） ③田島（新井聡美、大
援有里恵、奈良恵莉子、柿沼那央子）
同…女子個人戦

①叫寸白樹子（下江黒） ②今成香織（江口）
③牛久保朋恵（上江黒）
小学生高学年の部…男子団体戦

①新里（飯援勇日、坂本旬、高瀕利也、i睾
浦 究） ②斗合田（機村直義、栃本直裁、橋
本大亮、砂賀一樹） ③矢島（渋欅健輔、景山

地区の期待を担って熱戦
上毛かるた大会

新
春
恒
例
の
上
毛
か

る
た
大
会
が
1

月
1
1
日
、

社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、

各
地
区
の
子
ど
も
会
か

ら
選
ば
れ
た
小
・
中
学

生
3
6
0

人
余
り
が
団

体
や
個
人
の
部
で
熟
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
子
ど

も
た
ち
が
競
技
を
通
し

て
親
睦
を
図
り
、
郷
土

群
馬
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
今
年
で
3
1
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
団
体
・
個
人

と
も
優
勝
者
は
郡
大
会

に
出
場
し
健
闘
し
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

浩之、柴田 賢、清水巨樹）
同…男子個人戦

①砂賀紳惜（斗合田） ②池田
小林正和（下江黒）
同・・女子団体戦

①下江黒（中村紫乃部、小林瑠実、柴崎仁美、
開口綾香） ②甫大島（久保日育美、本澤 舞、
福島野恵、島田知佳） ③妍里（宇南山恥衣、
磯敦子、鎌田由香、久保日尚代）
同…女子個人戦

①吉羽直美（南大島） ②奈良愛美（田島）③
河野千紘（中谷）
中学生の部…男子団体戦

①大佐貫（折原惇朗、堀江圭紺、篠木優甫、
鯉沼寛己） ②上江黒（砂賀逸人、江森大介、
新井啓太、森田圭紀） ③大輪（原日健二、斉
藤亘由、斉藤和也、斉藤正好）
同…男子個人戦

①小野浩平（宦大島） ②永野裕介（新里）③
疇柘二（江口）
同・・女子団体戦

①千津井（小林里美、小久保祐美、野本亜沙
子、江原麻美） ②大輪（田口 綾、新井白子、

種目を離れて交流
スポーツ少年団交流会

翔（中谷）③

早川めぐみ） ③矢島（清水美里、山田香織、
斉藤真理、野村伊代）
同…女子個人戦

①吉田枝里子（大輪） ②佐藤加奈恵（上江黒）
③中村知恵（下江黒）

郡大会（明和村のみ）

村大会の各部門優勝者（個人・団体）は、
1 月 25 日、千代田町民プラザで開かれた郡大
会に出場 。
上位入賞者は次のとおりでした。
小学生高学年の部

男子個人戦＝砂賀紳悟（斗合日）
女子個人戦＝古羽直美（南大島）
中学生の音〖

女子団体＝千津井子ども会…………第 3 位

勝
勝
優
優

.. .. .. .. .. .. 

県大会出場

なお、邑楽郡代表として、 2 月 11 日に開か
れる県大会へ小学生裔学年個人の部で吉凋直
美さん（南大鳥）が出場します。

日ごろの不安を解消
給食センター試食会

こ
の
ほ
ど
、
中
央
幼
稚
園
を
皮
切

り
に
西
幼
稚
園
、
東
小
学
校
の
保
護

者
な
ど
約
8
4
名
が
給
食
セ
ン
タ
ー
で

給
食
の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
保
護
者
か
ら
の
声
に
答
え
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

所
長
か
ら
施
設
の
概
要
、
そ
し
て

栄
養
士
か
ら
は
、
衛
生
面
や
栄
養
面

の
説
明
を
聞
い
て
、
日
ご
ろ
の
不
安

も
解
消
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
こ
の

後
施
設
を
見
学
し
、
給
食
の
試
食
会

に
入
り
ま
し
た
。
保
護
者
か
ら
は
「
家

で
は
野
菜
を
食
べ
な
い
の
に
給
食
で

は
食
べ
る
ん
で
す
ね
。
調
理
方
法
な

ど
聞
い
て
い
か
な
く
て
は
…
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
青
少
年
を
健

全
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
村
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
本
部
長
築
比
地
榮

教
育
長
）
で
は
1
2
月
に
ふ
る
さ
と
の
広

場
で
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催

し
、
親
子
ー
1
0

人
余
り
が
参
加
し
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

普
段
は
、
自
分
の
好
き
な
種
目
に
熟

中
し
て
い
る
東
西
小
学
校
の
団
員
た
ち

が
団
を
離
れ
て
4

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

綱
引
き
、
大
縄
跳
び
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
、
お
昼
に
は
、
お
母
さ
ん

た
ち
の
手
作
り
カ
レ
ー
を
お
い
し
く
食

ベ
終
了
し
ま
し
た
。

(13) 平成10年 2 月 10 日因



生活習椙病
予防のだめに

100種類以上の発がん物質

タバコには100種類以上の発がん物

質が含まれており、主成分であるニ

コチンは青酸カリよりも強い毒性を

持っています。また、喫煙時に発生

する一酸化炭素など、さまざまな害

があリます。喫煙している人は節煙

から禁煙へ、どうしても吸いたい人
は吸わない人から離れて喫煙する分

煙を守リましょう。

HEALT¥-¥ 

禁煙

怖い副流煙

タバコの発がん物質は、

本人が吸い込む煙よりも、

立ちのぼる煙（副流煙）の

方に多く含まれています。

喫煙者の夫を持つ非喫煙の

妻は、罪喫煙の天を持つ非

喫煙の妻よリ、肺がんにな

リやすいことも報告されて

います。

. 節煙を

:g全
孟は9;;;;~
者の肺にはいる

タ
バ
コ
の
煙
の
刺
激
に
よ
っ
て
、
気

道
が
慢
性
的
に
炎
症
を
起
こ
し
、
ま
た

煙
の
刺
激
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、

肺
の
一
部
が
壊
さ
れ
た
り
、
傷
つ
い
た

り
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
し
だ
い
に
肺

の
弾
力
が
な
く
な
り
、
息
切
れ
や
呼
吸

困
難
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

タ
／
コ
と
呼
吸
器
疾
患

血
管
を
収
縮
さ
せ
、
血
圧
を
上
昇
さ

せ
る
働
き
の
あ
る
タ
バ
コ
が
、
心
臓
に

負
担
を
か
け
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
タ
バ
コ
は
血
液
中
の
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
た
り
、
血
管
の

中
で
血
液
を
固
ま
り
や
す
く
す
る
働
き

も
あ
り
ま
す
。

タ
バ
コ
と
心
臓
病

タ
バ
コ
と
が
ん

タ
バ
コ
は
肺
が
ん
を
は
じ
め
、
ほ
と

ん
ど
の
が
ん
の
発
生
に
関
わ
り
が
あ
り

ま
す
。

特
に
、
タ
ー
ル
が
吸
着
さ
れ
や
す
い

肺
、
口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
、
食
道
の
が

ん
と
の
関
わ
り
が
深
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
喫
煙
の
習
慣
と
飲
酒
の
習
慣

の
両
方
が
あ
る
と
、
が
ん
の
発
生
は
さ

ら
に
高
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
あ
な
た
は

吸
い
続
け
ま
す
か

■非喫煙者と比較した喫煙者の

がんによる死亡の上昇率計画

調査（ 1966~1982男） ，ィ

●口腔．咽頭がん 2.9倍／／／］
●肺がん 4.5侶

●肝臓がん 2.1 倍

図子宮頚がん 1.6倍

x·0麟頭がん
32.5倍 Ill 

●食道がん 2.2倍

●胃がん 1.5倍

●膵臓がん 1.6倍

●膀腕がん 1.6倍

資料／平山雄 (1987)

①
タ
バ
コ
に
関
す
る
一
切
の
も
の
を
身

の
回
り
か
ら
追
放
す
る
。

②
禁
煙
し
て
6

時
間
を
経
過
す
る
こ
ろ

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
離
脱
症
状
が
現
れ

て
く
る
こ
と
が
多
い
。

も
し
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
…
…

●
深
呼
吸
を
ゆ
っ
く
り
と

3
\
4

回
す

る
。

●
水
を
コ
ッ
プ
一
杯
飲
む
。

●
散
歩
に
出
か
け
る
。

●
軽
い
体
操
を
す
る
。

③
タ
バ
コ
に
近
つ
か
な
い
環
境
を
つ
く

る
。

喫
煙
者
に
な
る
べ
く
近
づ
か
な
い
。

食
後
の
一
服
の
誘
惑
に
負
け
な
い
た

め
に
、
食
事
は
腹
八
分
目
に
し
、
油

っ
こ
い
料
理
を
避
け
、
薄
味
で
あ
っ

さ
り
し
た
水
分
の
多
い
も
の
に
す
る
。

④
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
し
ま
っ
て
も
く
じ

け
な
い
。

⑤
5
日
間
の
禁
煙
に
成
功
し
て
も

3

か

月
は
要
注
意
。

禁
煙
後
、
再
び
喫
煙
を
始
め
る
人
の

ほ
と
ん
ど
が
、
3

か
月
以
内
に
吸
い

始
め
て
い
ま
す
。

6

か
月
以
上
た
っ

と
ほ
ぼ
成
功
と
い
え
ま
す
。

仕
事
が
忙
し
か
っ
た
り
し
て
つ
い
ー

本
、
「
タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
」
衝
動
に

負
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
失
敗
し
て
も
投
げ
だ
さ

ず
、
何
度
で
も
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

5

日
間
で

タ
バ
コ
を
や
め
る
方
法

平成10年 2 月 10 日侠） (14) 



二
月
と
な
れ
ば
ま
ず
節
分
、
立
春
と

春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

節
分
に
つ
い
て
辞
典
に
は
季
節
の
移

り
変
わ
る
時
、
つ
ま
り
立
春
、
立
夏
、

立
秋
、
立
冬
の
こ
と
を
指
す
が
、
特
に

立
春
の
前
日
を
そ
う
呼
び
、
こ
の
日
の

夕
暮
れ
に
柊
の
枝
に
鰯
の
頭
を
さ
し
た

も
の
を
戸
口
に
立
て
、
鬼
打
豆
と
称
し

て
炒
っ
た
大
豆
を
ま
く
習
慣
が
あ
る
と

説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

節
分
の
行
事
は
私
た
ち
の
家
々
で
も

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
別

名
「
年
取
り
」
と
も
言
い
、
こ
の
日
は

豆
が
ら
を
燃
や
し
て
大
豆
を
炒
り
、
一

升
枡
に
入
れ
て
神
棚
に
供
え
、
そ
の
家

の
年
男
が
一
般
的
に
は
「
福
は
内
」
（
ニ

回
）
「
鬼
は
外
」
（
一
回
）
と
大
声
で
唱

（節分の豆やかがし福茶ユズ］
え
な
が
ら
豆
を
ま
き
、
は
じ
め
は
家
の

中
の
部
屋
を
順
々
に
、
次
に
外
の
順
で

屋
敷
稲
荷
ま
で
、
そ
の
後
鎮
守
ま
で
行

っ
た
家
も
あ
り
ま
し
た
。

豆
ま
き
が
済
む
と
、
豆
を
家
族
の
各
々

が
自
分
の
年
齢
の
数
（
大
人
は
十
の
位

は
省
き
一
の
位
の
数
）
だ
け
食
べ
る
と

い
う
習
わ
し
、
厄
神
を
送
り
出
す
と
い

っ
て
自
分
の
年
齢
の
数
だ
け
の
豆
を
取

っ
て
息
を
吹
き
か
け
た
後
、
紙
に
箆
ん

つ
じ

で
辻
へ
置
い
て
く
る
と
い
う
所
、
家
族

の
各
々
が
年
齢
の
数
だ
け
の
豆
を
取
り
、

そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
紙
に
包
み
、
こ
れ

で
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
念
じ
な

が
ら
全
員
の
体
を
撫
で
た
後
、
そ
の
紙

包
み
を
三
方
の
辻
（
T

字
路
）
に
持
っ

て
い
き
置
い
て
く
る
。
た
だ
し
、
帰
る

途
中
後
ろ
を
振
り
向
く
と
病
気
を
背
負

い
込
ん
で
し
ま
う
と
言
わ
れ
、
置
い
た

ら
真
っ
す
ぐ
家
に
向
か
っ

て
駆
け
足
で
帰
っ
て
く
る

習
わ
し
も
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
夕
食
後

に
は
豆
を
入
れ
た
福
茶
を

飲
み
な
が
ら
冬
至
ユ
ズ
（
冬

至
の
日
に
味
噌
漬
に
し
た

ユ
ズ
）
を
食
べ
る
習
わ
し

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
こ
、
は
つ
、
社
5

豆
は
節
分
の
後
の
初
午
の

日
に
つ
く
ら
れ
る
「
ス
ミ

ッ
カ
リ
」
（
ス
ミ
ッ
カ
レ
）

に
使
わ
れ
る
ほ
か
に
、
初

雷
の
時
に
食
べ
る
と
雷
が

落
ち
な
い
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

次
に
鰯
の
頭
に
豆
が
ら

の
茎
を
さ
し
た
も
の
を
「
や

か
が
し
」
（
や
き
か
が
し
）

( 

やかがし

と
呼
び
、
二
本
つ
く
ら
れ
る
の
が
普
通

つ
ば

で
、
豆
を
炒
る
時
こ
れ
に
唾
を
か
け
「
畑

の
虫
を
焼
き
申
す
」
、
「
百
日
の
虫
を
殺

し
て
お
く
れ
」
、
「
虫
殺
せ
」
等
地
区
に

よ
り
多
少
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
繰

り
返
し
唱
え
な
が
ら
焼
き
、
は
じ
め
神

棚
に
供
え
、
節
分
が
過
ぎ
る
と
戸
口
（
家

に
よ
っ
て
は
門
口
）
に
立
て
る
習
わ
し

が
あ
り
、
今
で
も
続
け
て
い
る
家
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
節
分
に
つ
い

て
変
わ
っ
た
習
わ
し
の
あ
る
家
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

最
近
で
は
隣
近
所
の
家
々
か
ら
の
あ

の
威
勢
の
よ
い
豆
ま
き
の
声
も
昔
ほ
ど

に
は
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す

が
、
こ
れ
も
時
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
。

参
考
資
料
「
明
和
村
の
民
俗
」

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員
記
）

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田
板倉地区

明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

浜野病院 小倉医院 橋田クリニック 岡田医院 館林地区と 館林地区と
2 月 22 日

8(88)5678 8(72)0606 匹（72)0001 匹（72)3163 同じです。 同じです。

日
白沢医院 大神医院 記念病院 岡田医院 わたらせクリニック 竹越医院

3 月 1 日
匹（72)1600 匹（62)2200 匹（72)3155 匹（72)3163 匹（77)2727 匹（84)3137

当
土井クリニック 川田（耳）医院 横田（圭）医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と

3 月 8 日
匹（72)8841 匹（72)3314 匹（72)0255 匹（72)6000 同じです。同じです。

番
落合医院 川村医院 後藤（内）医院 最上医院 井上医院 館林地区と

3 月 15 日
8(72)3160 匹（72)1337 匹（72)0134 匹（74)3763 匹（82)1131 同じです。

医 ◎祝日は館林厚生病院〔匹（72)3140〕が担当します。（内科・外科・産婦人科のみ）

◎耳鼻科に限り診療時間は午後 1 時までです。

※変更になる場合がありますので確認してから受診してください。

(15) 平成10年 2 月 10 日（火）



水泳教室
参加者募集

l B &G海洋センタ； (84) 5511 -

B&G海洋センターでは、平成10

年度長期水泳教室の参加者を募集し

ます。

◇各教室の募集内容

小学生水泳敦室…小学生を対象に

毎週火・水・木・金のいずれかの

曜日で、週 1 回午後 5 時から 6 時

までです。 (8 月は除く）

家庭婦人水泳数室…家庭婦人を対

象に毎週火曜日の午前10時30分か

ら 11時30分までです。 (8 月は除く）

一般男女水泳孝ダ室…一般男女を対

象に毎週水・木のいずれかの曜日

で、午後 7 時から 8 時までです。 (8

月は除く）

高齢者水泳毅室…お年寄り等を対

象に毎週木曜日の午前10時30分か

ら 11時30分までです。 (8 月は除く）

幼児アクア運動プログラム孝ダ室…
平成 4 年 4 月 2 日から 5 年 4 月 1

日までに生まれた幼児を対象に毎

週金曜日の午後 3 時から 4 時まで

です。 (7 月、 8 月は除く）

◇募集期間 2 月 20 日（金）から 3 月 8

日（日） （月曜日を除く）

◇申し込み B&G海洋センター（電

話不可）へ

東毛地区新入社員

研修会開催

l 役場経済課 匹（84) 3111 こ
今年の春に入社する新入社員を対

象に、社会人としての必要な基礎知

識、職業人としての初歩的知識を提

供し、その自覚を促し勤労に対する

意欲を高めるため開催します。

◇期日 3 月 11 日（水）・ 12 日（木）〔通講

2 日間〕

◇対象者 東毛地区中小企業の事業

所（採用者数20名以下）に入社す

る新入社員

◇定員 180名（定員になり次第締め

切ります）

◇参加費 1 人当たり 3,000円（食費・

テキスト・傷害保険料等）

◇会場太田市勤労会館

◇申し込み 2 月 25 日（水）までに役場

経済課へ参加費を添えてお申し込

みください。

無添加ソーセージ
作りに参加しませんか

l 役場経済課
匹 (84) 3111 

村には、ソーセージ作りの機械が

購入してあります。広く村民の皆さ

んに利用していただくため、下記の

とおり料理講習会を開催します。

◇期日 3 月 3 日（火） 午前 9 時～午

後 2 時

◇会場 中央公民館調理室

◇内容 無添加ソーセージとピザの

実習

◇参加費 1,500円

◇申し込み 2 月 25 日（水）までに電話

で役場経済課商工係へお申し込み

ください。

桐生女子高等学校

通信制課程生徒募集

県立桐生女子高等学校
8 0277 (32) 2182 

県立桐生女子高等学校通信制課程

は、男女共学普通科で年齢に関係な

く入学できます。月に 2 回（隔週）

ほど登校すればよいので、主婦や働

きながら学ぼうとするかたにとって

は、大変好都合な勉強方法です。

また、高等学校の中途退学の場合

は、編入学が許されます。

◇応募資格 中学校もしくはこれに

準ずる学校を卒業（平成10年 3 月

卒業見込み含む）した人

◇入学願書受付 3 月 3 日（火）～ 4 月

3 日（金）

春の全国火災予防運動

村営住宅

入居者募集

l 役函函7――匹（84) 3111 こ
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は

◇南大島・新田団地 10戸

家賃…月領 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

県立館林高等学校

定時制課程生徒募集

県立館林高等学校

匹（72) 4307 

◇応募資格 中学校もしくはこれに

準ずる学校を卒業した者、または

平成10年 3 月中学校卒業見込みの

者

◇募集定員普通科40名（男・女）

◇入学願書受付日

3 月 24 日（火）午前 9 時～午後 4 時

3 月 25 日（水）午前 9 時～正午

同校で受け付け、定員に満たない

場合は、再募集の制度あり

◇必要書類 入学願書・調査書、そ

の他指示する書類

◇学力検盃あよび面接 3 月 26 日（木）

国語・数学・面接

※ 4 か年で卒業でき、卒業資格は全

日制と全く同じです。また、定時制

は授業料が全日制に比べ低額、教科

書代が働きながら学ぶ生徒に全額補

助などの特典があります。

3月 9`-1-日（日）～干日(±)

「つけだ火は ちゃんと消すまであなだの火」

3 月 1 日から 7 日まで春の全国火災予防運動が実施されます。

これを機会に、私たち一人ひとりが尊い命や大切な財産を守るた

め、次のようなことに注意して火災予防に努めましょう。

火の用心 7 つのポイント

①家のまわりに燃えやすいものを置かない。

②寝タバコやタバコの投げ捨てをしない。

③てんぷらを揚げるときは、その場を離れない。

④風の強いときは、たき火をしない。

⑤子どもには、マッチやライターで遊ばせない。

⑤電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。，
⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

シートベルトは命綱 夜間事故は重大事故に 歩行者事故は被害大 平成10年 2 月 10 日（火） (16) 



◇日時＝ 3 月 10 日（火）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 3 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

◇日時＝ 3 月 12 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年3月、 8月、 11 月生

親 子 映 画

◇日時＝ 3 月 3 日（火）、 19 日（木）

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター

汲緬認泌忽滋涵認滋容滋ゞ忽滋＜

◇日時＝ 3 月 16 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

褒
◇日時＝ 3 月 16 日閲

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

壼◇日時＝ 3 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

裏
◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 2 月 27 日（金）

ふるさと産業文化館

8(84)5555 

一番かわいくて元気が出る、涙と

感動のグースのドラマです。

◇日時 3 月 22 日（日） 開場：午後 l

時30分上映：午後 2 時

◇会場 ふるさと産業文化館

◇料金大人500円小人400円

◇チケット ふるさと産業文化館、

中央公民館、 B&G 海洋センター

の窓口で販売しています。

邑
芸
楽
ムヒ
目t,

館林郷土

発表大会

l ふるさと産業文化館匹（84)5555
◇日時 3 月 15 日（日） 開場：正午

開演：午後 0 時30分

◇会場 ふるさと産業文化館

◇村内出演団体 明和八木節保存会、

明和太鼓稲妻会

◇入場料無料

エイズチャリティ・トーク
＆ライブ参加者募集

館林地域保健所

匹（72)3230

エイズ予防啓発事業として、エイ

ズチャリティ・トーク＆ライブを開

催し、集まった募金はエイズ予防財

団に寄附します。

◇日時 3 月 20 日（金）

8 時

◇場所 ロートルメゾン

林市大手町6-41)

◇参加人薮 80名（応募者多数の場

合は抽選）

◇費用 入場料は募金

◇内容

O 1 部：「TALK ABOUT AIDS」

午後 6 時30分～ 7 時

館林地域保健所長 五乙女千恵子

エフエム群馬アナウンサー 針令木斜屯子一

02 部：シャンソンライブ

午後 7 時10分～ 8 時

堀 陽子（シャンソン＆ピアノ）

曲目 愛の旅立ち、愛の讃歌ほか

◇参加万法 2 月 27 日（金）までに電話

またはFAX(72)4628で館林地域保

健所へお申し込みください。チケ

ットは申込者 1 人 1 枚とします。

午後 6 時30分～

西の洞（館

自分の資産を縦覧

してみませんか

役場税務課

匹（84)3111 

土地、家屋および償却資産の所有

者に課税される固定資産税は、納税

者からの申告によらないで課税する

賦課課税方式という方法をとってい

ます。そこで、賦課の基礎となる固

定資産税課税台帳の内容をご覧いた

だくために、縦覧期間を設けていま

す。また、今回宅地等について価格

の修正（下落修正）を行いましたの

で、この機会にご自分の所有資産を

確かめてはいかがですか。

なお、固定資産課税明細書を 5 月

に送付しますので、合わせてご利用

ください。

◇期間 3 月 2 日（月）～ 20 日（金）

◇時間午前 9 時～午後 5 時

◇場所役場税務課

◇縦覧できる人

①納税者本人

②納税者の同意・委任を受けた人

③納税管理人

国民年金保険料・基金掛金

所得から控除されます

役場住民課

匹（84)3111

国民年金の保険料や国民年金基金

の掛金は、社会保険料控除として所

得控除の対象となります。

控除対象となるのは、平成 9 年中

に納めた保険料と掛金で、納め忘れ

になっていた保険料を納めた場合や、

保険料の納付を免除されていた期間

をさかのほって納めた保険料も含ま

れます。

また、ご家族のために納めた保険

料と掛金についても控除の対象とな

ります。確定申告の際には、忘れず

に手続きしてください。

なお、昨年の保険料は次のとおり

です。

平成 9 年の国民年金保険料

月
額

定
額
1 ~ 3 月 12,300円

4 ~12月 12,800 円

付加保険料 400円

前
納
額

定 額 149,890 円

定額＋付加 154,570円

c
 

(17) 平成10年 2 月 10 日（火） 群馬県の交通事故発生率全国第 2 位返上キャンペーン実施中 交差点の通行注意



皇
作
も
素
直
に
喜
べ
ぬ
世

r

な
り

1

ら
追
い
の
音
も
佗
ー
く
饗
く

原
ワ
美
津
子

や
ま
か
い

山
峡
の
位
葉
炎
ゆ
る
鉄
稿
を
煙
を

吐
さ
つ
つ
S
L

渡
る

枯
l
i
J
初
江

見
つ
か
り
し
昔
は
や
り
の
手
編
の

セ
ー
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
思
っ
っ
夜

原
ワ

級
友
r

ょ
せ
鍋
困
み
キ
、
か
づ
き
を

上
ぐ
る
ビ
ー
ル
の
泡
が
、
、
ば
る
る

泉
l
f
J
政
子

鱗
光
る
三
キ
ロ
の
奴
す
く
い
上
げ

腰
曲
げ
両
手
に
か
か
ふ
る
久
は

奈
良
墜
チ

芋
虫
は
太
き
体
で

C
<
t
<
t
鼻

伸
し
つ
つ
何
虞
ま
で
貶
t
う

野
本
み
ね
子

.

.
 
[
2
·
·

一
●
：

·
·
·
T

●

-
•
I
:

—
●
:
-
•
―

•
I

.

.

.
 ーー
●
：

•
I

.. 
I
ｷ
 

ン
」
さ
息
子
思
い
た
た
ず
t
我
兄
の

姿
み
つ
め
l

涙
あ
ふ
る
る水

島
登
志
子

半
に
は
ぐ
ー
を
り

.̀::t::.. 
庄忌

富

士
芸

文
江

竺で竺？’”色

゜
坂
村
操

く
ら

軽
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
団
体
の
「
さ
く

ら
」
は
、
卓
球
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
等
を
楽
し
む
、
発
足
し

て
か
ら
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は
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催
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中
高
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終
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が
多
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4
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ら
5
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の
メ
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バ
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性
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数
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ま
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。
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活
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か
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運
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な
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筋
肉
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使
い
た
い

人
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分
の
健
康
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持
に
関
心
の

あ
る
か
た
は
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我
々
な
か
ま
と
心
地

よ
い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

3

月
、
4

月
に
は
会
員
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
入
会
を
会
員
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
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ご
連

絡
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だ
さ
い
。
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村の人口と世帯
2 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,268戸(+ 3) 

人口総数 11, 605人(- 1) 

1 月の救急車出動回数

病 13件 交通事故 5 件

男 5,827人・女 5,778人

〈 1 月中の動き〉

出生 8 人・死亡 9 人

転入 21 人・転出 21 人

その他 3 件 合 計 21 件

名氏; 
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※褐載を希望されないかだは、届出の際に申し出てください。
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上
毛
か
る
た
の
読
み
札
に
「
力
あ
わ
せ
る
二
百
万
」
と

い
う
札
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
学
生
の
こ
ろ
は
「
力
あ
わ

せ
る
百
六
十
万
」
（
当
時
の
人
口
）
で
し
た
。
郷
土
の
歴
史

や
人
物
等
を
再
認
識
す
る
上
毛
か
る
た
大
会
で
、
群
馬
県

の
大
き
な
発
展
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。
®

風
邪
を
ひ
い
て
い
る
か
た
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
風
邪

ぐ
ら
い
な
ど
と
侮
ら
ず
、
風
邪
は
万
病
の
も
と
と
言
わ
れ

ま
す
。
十
分
な
休
養
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
栄
養
補
給
を

心
掛
け
る
な
ど
気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
ね
。
©

1

月

2
5日
に
新
春
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
取
材
し
ま
し

た
。
今
回
初
め
て
の
「
家
族
マ
ラ
ソ
ン
」
で
、
手
を
つ
な

い
で
親
子
が
ゴ
ー
ル
し
て
い
る
姿
は
、
ほ
の
ぽ
の
と
し
て

い
て
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
⑭

女 男 女 男 女 女 女 女
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日明租 町にe·
町制施行検討委員会が村長1こ答申

石村委員長から答申書を受ける斎藤村長

明
和
村
町
制
施
行
検
討
委
員
会
で
は
、

1

月
2
2
日
、
「
明
和
村
」
を
「
明
和
町
」

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
諮
問
を
受
け

て
、
3

回
ほ
と
慎
重
に
審
議
・
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
結
果
、

3
月
4

日
に

答
申
内
容
を
確
認
し
諮
問
の
と
あ
り
答

申
が
出
さ
れ
、
石
村
委
員
長
（
村
議
会

議
長
）
か
ら
斎
藤
村
長
に
答
申
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
だ
。

答
申
書
の
内
容
は
、
町
制
施
行
の
時

期
を
「
平
成
1
0
年
1
0
月
1

日
」
、
町
名
を

「
明
和
町
」
、
住
所
の
「
大
字
」
の
字
句

を
削
除
す
る
こ
と
と
し
ま
し
だ
。

合
後
の
手
順
は
、
村
を
町
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
群
馬
県
知
事
に
申
請
す

る
の
に
必
要
と
な
る
村
議
会
の
議
決
、

そ
し
て
、
こ
れ
を
受
け
た
県
で
は
、
県

議
会
の
議
決
を
経
て
、
知
事
決
定
後
告

示
、
さ
ら
に
自
治
大
臣
告
示
、
こ
れ
が

計
画
ど
あ
り
進
む
と
1
0
月
1

日
に
「
明

和
町
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
あ
、
村
長
に
答
申
さ
れ
だ
こ
と
に

よ
り
、
同
委
員
会
は
解
散
し
ま
し
だ
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
町
制
賛
成

者
3

、
4
4
5

人

(
6
4
.
9
%
)
の

う
ち
2

、
4
7
1

人

(
7
1
.
7
%
)

が
平
成
1
0
年
実
施
と
答
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
意
向
を
尊
重
し
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
考
慮
の
上
、
平
成
1
0

年
度
下
半
期
ス
タ
ー
ト
と
い
う
切
り
の

よ
い
時
期
で
1
0
月
1

巳
と
す
る
も
の
で

す
。

「
甲
和
」
と
い
う
名
称
は
、
甲
和
村

が
誕
生
以
来
4
3
年
の
歴
史
が
あ
リ
、
愛

着
が
あ
リ
ま
す
。
ま
た
、
嗅
内
の
過
去

の
町
制
移
行
で
は
同
じ
名
称
に
し
て
お

り
、
対
外
的
に
知
名
度
が
浸
透
し
や
す

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
同
じ
名
称
の
唄
和
町
と
す
る
も

の
で
す
。

現
在
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
字
の

区
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
字
が
つ
い

て
お
リ
ま
す
が
、
簡
素
化
と
イ
メ
ー
ジ

ァ
ッ
プ
の
一
っ
と
し
て
、
町
制
施
行
に

併
せ
て
、
大
字
の
字
句
を
削
除
す
る
も

の
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
村
か
ら
町
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
疑
商
を
抱
く
こ
と
が
あ
る
か

大
字
の
字
句
の
削
除

町
名

町
制
施
行
の
時
期

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
い
く
つ
か

の
疑
思
点
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

疑
問
①
村
か
ら
町
に
な
っ
て
税
金
が

上
が
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？

答
住
民
税
は
人
口
が

5

万
人
以
上
の

市
に
な
る
と
均
等
割
が
上
が
り
ま
す
が
、

人
□
5

万
人
未
満
で
あ
る
明
和
村
で
は
、

町
に
な
っ
て
も
住
民
税
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
固
定
資
産
税
の
評
価
額
は
国

で
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ

い
て
価
格
の
決
定
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

村
か
ら
町
に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん

し
、
税
率
も
同
じ
で
す
。

さ
ら
に
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
、

特
別
土
地
保
有
税
、
国
民
健
康
保
険
税

も
村
か
ら
町
に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。

疑
問
②
村
か
ら
町
に
な
っ
て
、
農
業

が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
の
で
は
？

答
今
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
生
産
基

盤
整
備
の
促
進
、
担
い
手
農
家
へ
の
農

地
の
集
約
と
育
成
な
ど
農
業
振
興
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
に
な
っ
て
も
高
生
産
性
・

都
市
近
郊
型
農
業
、
観
光
型
農
業
の
振

興
を
図
り
、
近
代
農
業
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

疑
問
③
村
長
、
議
員
等
の
給
料
・
報

酬
が
上
が
る
の
で
は
？

答
町
村
長
、
議
員
の
報
酬
は
県
町
村

会
、
県
議
長
会
等
で
人
口
段
階
区
分
が

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
区
分
に
よ
り
標
準

報
酬
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
村
か
ら
町
に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。

平成10年 3 月 10 日（火） (2) 



威
言
察
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
昨
年1

月
か
ら

1
1月
末
ま
で
に
、
殺
人
や
強
盗

事
件
等
の
凶
悪
事
件
で
補
導
さ
れ
た
少

年
は
2
,
0
0
0

人
を
越
え
、
覚
せ
い
剤

な
ど
の
薬
物
乱
用
も
急
増
し
て
い
る
な

ど
、
少
年
非
行
は
戦
後
混
乱
期
、
学
生

運
動
高
揚
期
、
暴
走
族
急
増
期
に
続
き
、

第
四
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
（
「
少
年
非
行
の
概
要
」

平
成
9

年
1
2月
1
8日
）

皆
様
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
去
る

1

月

2
8日
に
は
栃
木
県
で
中
学
生
が
女
性

教
師
を
刺
殺
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事

件
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
2

月
2

日
に
は
、
東
京
都
で
中
学
生
が
拳
銃
欲

し
さ
に
蓼
言
官
を
襲
う
と
い
う
事
件
も
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

思
春
期
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
に
移

行
す
る
際
、
自
分
の
価
値
観
を
構
築
で

き
ず
に
、
不
安
や
悩
み
が
つ
き
ま
と
い
、

そ
の
反
動
と
し
て
攻
撃
的
な
衝
動
も
現

れ
る
時
期
で
す
が
、
最
近
の
青
少
年
は

不
安
、
悩
み
に
立
ち
向
か
お
う
と
せ
ず
、

安
易
に
衝
動
に
任
せ
た
暴
力
行
為
を
起

こ
し
た
り
、
薬
物
の
乱
用
に
逃
避
し
た

り
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

家
庭
、
地
域
、
教
員
を
問
わ
ず
、
大

や
た

人
た
ち
が
子
ど
も
の
不
安
や
悩
み
を
受

け
止
め
て
あ
げ
、
子
ど
も
が
自
己
を
肯

定
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
同
時
に
、
自
他
の
生
命
を
尊
重

し
社
会
生
活
を
送
る
上
で
基
本
的
な
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
教

え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健

康
で
、
意
欲
的
に
活
動
が
で
き
る
よ
う

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
、
「
春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
」

を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
具
体
例

家
庭
で
は
0

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
と
話

し
た
り
ふ
れ
あ
い
の
特

閏
を
多
く
持
つ
。

0

子
ど
も
の
悩
み
・
不
安
に

つ
い
て
相
談
で
き
る
湿
か

い
家
庭
つ
く
リ
に
心
が
け

る
。

0

生
命
の
大
切
さ
等
に
つ
い

て
話
し
合
う
。

0

平
ど
も
の
行
動
、
持
ち
物

に
関
心
を
も
つ
等

平成10年

春の青少年健全育成運動

3 月 16 日（月）～ 4 月 15 日（水）

増加する少年犯罪を防止し

よう．I

子どもたちに命の大切さを

伝えよう．I

地
域
で
は
0

近
所
の
子
ど
も
に
関
心
を

持
ち
気
軽
に
声
か
け
を
す

る
。

0

問
聾
行
動
を
見
か
け
た
ら

学
校
、
関
係
者
に
連
絡
す

る
等

学
校
で
は
0

生
命
の
尊
さ
や
思
い
や
リ

の
心
を
育
て
る
こ
と
等
を

指
導
す
る
。

〇
児
童
生
徒
の
悩
み
等
の
把

握
に
努
め
、
家
庭
訪
胴
な

ど
適
切
な
指
導
を
図
る
。

〇
保
護
者
の
悩
み
に
こ
た
え

る
相
談
窓
口
を
設
け
る
。

0

生
徒
と
の
信
頼
閑
係
を
結

ぶ
こ
と
に
努
め
る
等

青
少
年

に

< 

ま

さ

し
< 

し

い

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
な
た
が
主
役
／
．
交
通
安
全
」

◇
期
間

4

月
6

日
同
か
ら
4

月

1
5日
困
ま

で
の
1
0日
間 「

あ
な
た
が
主
役
I, く

ん
と
減
0
そ
う

く
ん
ま
の
事
故

4

月

6

日
同
ー

1
5
日
困

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

◇
目
的

県
民
一
人
ひ
と
り
に
「
交
通
安
全

の
主
役
は
自
分
で
あ
る
」
と
の
意

識
を
普
及
し
、
交
通
ル
ー
ル
と
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
止

を
図
る
も
の
で
す
。

◇
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
0

子
ど
も
の
交
通
事
故

負
傷
率
全
国
ワ
ー
ス
ト
1

位

0

吉
向
齢
者
の
交
通
事
故

事
故
死
者
に
占
め
る
割
合
が
急
増

交
通
安
全
」

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
等
の
着
用
の
徹
底

依
然
、
非
着
用
に
よ
る
死
者
が
多

ヽ
→

じ
＞

◇
そ
の
他
の
実
施
事
項

①
交
通
事
故
発
生
率
全
国
ワ
ー
ス
ト

2

位
返
上
気
運
の
醸
成

②
運
転
中
の
携
帝
電
話
使
用
等
に
よ

る
漫
然
運
転
の
防
止

③
交
差
点
等
に
お
け
る
「
止
ま
っ
て

確
か
め
る
運
動
」
の
推
進

(3) 平成10年 3 月 10 日（火）



144人が社会人への第一夢

少 年立春 式

誇
り
と
責
任
を
自
覚
し
て
も
ら
お
う

と
、
中
望
一
年
生
を
対
象
に
一
一
月
四
日
、

第
三
十
三
回
少
年
立
春
式
が
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、
一
四
四
人
が

気
持
ち
を
新
た
に
社
会
人
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
築
比
地
教
育
長
、
橋
本
校

長
な
ど
関
係
者
お
よ
び
、
来
賓
と
し
て

斎
藤
村
長
、
石
村
議
長
ら
二
十
人
余
り

が
参
列
し
、
中
学
―
一
年
生
を
激
励
し
ま

し
た
。築

比
地
教
育
長
は
「
人
間
と
し
て
自

分
を
向
上
さ
せ
て
行
く
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
に
学
習
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
心
の
教
育

を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
。
健
康
を
維

持
す
る
こ
と
の
三
つ
が
大
切
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
斎
藤
村
長
か
ら
「
今

後
は
、
さ
ら
に
厳
し
く
自
分

の
行
動
に
責
任
を
持
ち
続
け

る
と
と
も
に
、
正
し
く
判
断

し
行
動
の
で
き
る
、
思
い
や

り
の
あ
る
人
間
に
自
分
自
身

を
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
生
徒
は
熟

心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
年
生
を
代
表

し
て
江
森
聖
弥
君
が
「
激
励

の
辞
」
を
、
二
年
生
を
代
表

し
て
折
原
惇
朗
君
が
「
謝
辞
」

を
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く
読
み
上

げ
ま
し
た
。

熱心に聴き入る中学 2 年生

立
春
式
を
迎
え
た
二
年
生
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
が
明
和
中
学

校
の
中
心
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
勉
強

に
部
活
動
に
梅
い
の
残
ら
な
い
よ
う
一

生
懸
命
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。本

日
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

立
春
式
を
催
し
て
頂
き
、
ま
た
、
村
長

さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々
に

ご
臨
席
頂
い
た
こ
と
を
、
生
徒
一
同
を

代
表
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
は
、
こ
の
十
四
年
間
、
両
親
や

多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
成

長
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
身
体
こ

お
礼
の
こ
と
ば

2 年生代表

折原悸朗君

3 年生代表

江森聖弥君

激
励
の
こ
と
ば

今
日
、
立
春
式
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は

大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中

で
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し

た
ら
良
い
か
を
考
え
、
常
に
自
分
の
言

動
に
責
任
を
持
ち
、
少
し
で
も
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

進
路
選
択
を
し
て
い
く
中
で
は
、
様
々

な
問
題
や
悩
み
が
生
じ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
日
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
一
っ
―
つ
乗
り
越
え
頑
張
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
、
ま
す
ま
す

の
活
躍
と
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
大
き
く
な
っ
た
も
の
の
、
精
神
的
に

は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
様
々
な
困
難
が

生
じ
て
き
た
時
に
は
一
人
で
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
立
春
式
を
機
会
に
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
、
中
学
校
最
高
学
年
を

迎
え
、
さ
ら
に
社
会
の
一
員
と
な
る
こ

と
へ
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
善
悪
を

良
く
見
極
め
ら
れ
る
人
間
と
し
て
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

や
が
て
は
こ
れ
か
ら
来
る
二
十
一
世
紀

の
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

周
囲
の
方
々
に
頼
る
こ
と
が
多
い
私

達
で
す
が
、
皆
様
方
の
温
か
い
お
言
葉

を
励
み
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成10年 3 月 10 日因 (4) 



ブチャッテ

生活背表会（仙）＆おゆうさ公（i闊）
2 月 20 日（西保）と 27 日（中央保）に保育園のおゆう

ぎ会が中央公民館で、 26 日に幼稚園の生活発表会が各幼

稚園で行われました。保育園のおゆうぎ会では、かわい

い園児達による華麗な演技が披露され、幼稚園の生活発

表会では、歌や合奏、劇、竹踊りなどバラエティに富ん

だ催し物で会場をわかせていました。おゆうぎ会に招待

された 1 人暮らしのお年寄りのかたがたは「うれしくて

眠れないくらい楽しみでした」「衣装もかわいいし、リズ

ムに乗ってる」と、本当にうれしそうに話していました。

も本物そ:::,

►

僕
の
恋
人
は
黒
い
猫
響
（
中
央
保
）

◄

「
リ
ズ
ム
」
に
乗
っ
て
戸
（
西
幼
）

▲孫悟空参上．， （西保）
►

オ
ー
レ
9
．
（
西
保
）

◄

ォ
レ
様
は
大
魔
人
だ
9
．
（
西
幼
）

ー

(5) 平成10年 3 月 10 日（火）



ぁ らのゎだ

環境問題の原点を訴える
川俣事件講演会

講演する田村紀雄孝ダ授

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
釧
3
1
1
1

明
和
村
で
起
き
た
川
俣
事
件
を
知
り
、
現
代
杜
会
の

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
「
川
俣
事
件
講
演
会
」

が
2

月
8

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

川
俣
事
件
は
、
今
か
ら
約

1
0
0

年
前

(
1
9
0
0

年
）
の
明
治
3
3
年2
月
1
3
日
、
本
村
の
川
俣
地
内
で
起

こ
っ
た
も
の
で
、
日
本
で
最
初
の
公
害
闘
争
。

足
尾
銅
山
か
ら
流
れ
出
る
鉱
毒
に
苦
し
め
ら
れ
続
け

て
い
た
農
民
が
、
鉱
業
停
止
と
渡
良
瀬
川
の
堤
防
工
事

の
請
願
を
直
接
政
府
へ
訴
え
る
た
め
上
京
す
る
時
に
、

こ
れ
を
阻
止
す
る
威
―
-
―
―
＝
察
官
と
川
俣
地
区
で
激
し
く
衝
突

し
た
事
件
で
す
。

講
師
に
東
京
経
済
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

な
ぜ

の
田
村
紀
雄
教
授
を
招
き
「
川
俣
事
件
は
何
故
ひ
き
お

こ
さ
れ
た
の
か
」
と
題
し
て
講
演
。
環
境
問
題
な
ど
に

つ
い
て
訴
え
か
け
、
こ
の
事
件
の
真
相
を
探
り
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
は
、
足
尾
鉱
毒
事
件
関
係
の

ら
ん
る

映
画
「
檻
悽
の
旗
」
が
上
映
さ
れ
、
約
3
5
0

人
の
参

加
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

吉羽直美さん県大会で健闘
上毛かるた大会

い

<‘んまの農業農村名人（こ
吉本謙次さん

ふ
る
さ
と
の
香
り
高
い
優
れ
た
技
術

や
技
能
を
有
す
る
者
を
認
定
す
る
「
ぐ

ん
ま
の
農
業
農
村
名
人
認
定
式
」
が
2

月
1
9
日
、
前
橋
市
の
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
本
村
の
吉
本
謙
次
さ

ん
（
大
輪
）
に
知
事
か
ら
認
定
証
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

吉
本
さ
ん
は
、
郷
上
芸
能
部
門
で
神

楽
踊
り
名
人
と
し
て
認
定
。
米
の
豊
作

を
願
う
雨
ご
い
の
た
め
の
踊
り
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
神
楽
踊
り
を
幼
年

の
こ
ろ
か
ら
学
び
始
め
、
伝
統
を
守
り

伝
え
る
た
め
、
地
域
内
外
で
の
お
祭
り

等
で
意
欲
的
に
活
動
し
て
お
り
、
地
域

住
民
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

上
毛
か
る
た
競
技
県
大
会
が
2

月

1
1

日
、
前
橋
市
の
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

ぐ
ん
ま
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
、
本
村
か

ら
邑
楽
郡
の
代
表
と
し
て
小
学
生
高
学

年
個
人
の
部
で
、
南
大
島
の
吉
羽
直
美

さ
ん
（
東
小
6
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

今
回
の
県
大
会
に
は
、
郡
・
市
の
代

表
と
し
て
小
・
中
学
生
の
団
体
、
個
人

を
合
わ
せ
て
約
3
0
0

人
が
参
加
し
、

白
熟
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

吉
羽
さ
ん
は
、
予
選

A
ブ
ロ
ッ
ク
の

リ
ー
グ
戦
へ
出
場
し
、

3

勝
を
上
げ
ま

し
た
。
惜
し
く
も
決
勝
リ
ー
グ
ヘ
は
進

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
郡
代
表
と
し
て

健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

平成10年 3 月 10 日（火） (6) 



気持ちが若返って楽しい
芸能発表会

明
和
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
芸
能
発

表
会
が
2

月
1
9
日
に
同
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
民
謡
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

各
々
の
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
『
心
の
通
う
福
祉
の

村
づ
く
り
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
毎
年
定
期

的
に
行
わ
れ
、
今
回
は
お
よ
そ

2
7
0
人
も

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し

こ
。t
 

参
加
さ
れ
た
か
た
は
「
自
分
の
気
持

ち
が
若
返
っ
た
よ
う
で
と
て
も
楽
し
い
。

踊
り
を
通
じ
て
友
達
と
の
輪
が
で
き
、

気
持
ち
が
和
ら
ぎ
ま
す
」
と
、
本
当
に

楽
し
そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

楽しい時間をありがとう
ボランティア演奏会

平
成
6

年
6

月
開
館
以
来
3

年
8

か

月
目
の
2

月
2
2
日
に
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
が
3
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

3
0
万
人
目
は
上
江
黒
の
高
校
生
森
原

昌
代
さ
ん
で
、
陸
上
の
冬
期
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
た
め
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
3
0
万
人

前
後
は
上
江
黒
の
森
原
千
里
さ
ん
と
羽

生
市
の
早
川
潔
さ
ん
で
し
た
。
3
0
万
人

目
と
そ
の
前
後
9

人
ず
つ
の
計
1
9
名
に

は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
は
開
館
以
来
、
年
間

通
じ
て
一
日
平
均

2
7
0
人
の
利
用
が
あ
り
、

村
内
外
問
わ
ず
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど

も
ま
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

2

月
8

日
の
午
後
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
会
が

開
か
れ
、
お
よ
そ
9
0
人
の
か
た
が
瀕

奏
さ
れ
る
童
謡
や
な
つ
メ
ロ
な
ど
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
、
体
の
不
自
由
な

お
年
寄
り
に
聴
い
て
も
ら
う
た
め
に
、

館
林
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長

•
岩
田
繁
さ
ん
）
の
「
南L
C
|
B
A

N
D

」
の
協
力
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

本
村
で
開
か
れ
る
の
は
今
回
で
2

度

目
で
す
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
観
客

は
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
や

演
奏
を
1

時
間
、
存
分
に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

_. • - - - r -•,-•--- ---—ュ

•一999'―
明和村老人福祉センター慰

館林南ライオンズクラフ•一

3 年 8 か月で30万人．~I
海洋センター

+ -

達
成

漏洋セン◇
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土に親しみ収穫の喜びを
ふれあい家庭菜園

村
で
は
2

月
1
1
日
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
北
側
の
南
大
島
地
内
に
「
ふ
れ

あ
い
家
庭
菜
園
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

同
菜
園
は
、
野
菜
や
花
等
の
栽
培
を

通
し
て
自
然
に
ふ
れ
あ
う
と
と
も
に
、

農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
初
め
て
2
2
区
画
を
開
設
。
2
8
人
の

応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
2
2
人
が
決
定
し
、

オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
農
具
用
物
置
の
鍵

等
が
利
用
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
菜
園
管
理
者
と
し
て
須
賀
の

落
合
徳
一
さ
ん
が
栽
培
の
指
導
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
は
「
土
に
親
し
ん
で
、
色
々

な
野
菜
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
収
穫
が

楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(7) 平成10年 3 月 10 日因
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平成 10年度 男Lに初違言含0)お知らせ
乳児健診は、あ子さんの発育•発達を見るのに大切なものですから、必ず受けましょう。

・期 日

・受付時間

・場 所

・内 容

下記予定表のとおり

午後 1 時～ 2 時

保健センター

問診→身体計測→診察→歯科相談→フッ素塗布（希望者）

→保健指導（育児相談・栄養相談等）

平成10年度乳児健診予定表

: 対象者 平成10年 平成11年

4 月 9 日 5 月 14日 6 月 11 日 7 月 9 日 8 月 12 日 9 月 10 日 10月 8 日 11 月 12 日 12月 10 日 1 月 14日 2 月 12 日 3 月 11 日

生後 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生

4 か月児 9 12 10. 1 10. 2 10. 3 10. 4 10. 5 10. 6 10. 7 10. 8 10. 9 10 10 10. 11 

7 ガ月児 9 9 9 10 9 11 9 12 10 1 10. 2 10. 3 10. 4 10. 5 10 6 10. 7 10. 8 

1 歳児 9 4 g 5 9 6 g 7 9 8 9 9 9 10 9 11 9 12 10. 1 10. 2 10. 3 

◇
場

所

次
の
日
程
で
精
神
衛
生
相
談
を
開
催

し
ま
す
。

ボ
ケ
の
予
防
な
ど
、
心
の
健
康
に
関

す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

4

月
1
6
日
困
、
午
後2
時
＼

4

時
保
健
セ
ン
タ
ー

館
林
厚
生
病
院

精
神
神
経
科

医
長
狩
野
正
之
医
師

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

3

月

3
1
日
因
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
6
闘
4

6
8
6

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
医

精
神
衛
生
相
談
が
開
か
れ
ま
す

か
つ
て
は
、
患
者
、
死
亡
者
数
が
多

か
っ
た
結
核
で
す
が
、
そ
の
後
の
生
活

文
化
の
向
上
、
栄
養
の
改
善
、
さ
ら
に

は
、
効
果
の
高
い
治
療
薬
に
よ
り
国
全

体
と
し
て
は
著
し
く
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に

1

年
間
に
3
,
0

0
0

人
を
超
え
る
患
者
が
結
核
で
死
亡

し
、

4
0
,
0
0
0

人
を
超
え
る
患
者
が

新
た
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
今
で
も
結

核
は
最
大
の
感
染
症
で
す
。
そ
の
中
で

も
新
規
登
録
患
者
の
約
6
0
％
が
6
0
歳
以

上
の
高
齢
患
者
で
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
高
齢
者
の
発
症
の
多
く
は
、
高
齢

化
に
伴
い
免
疫
力
が
低
下
し
た
た
め
、

何
年
も
前
に
初
感
染
を
受
け
て
い
た
人

が
発
症
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

で
す
。

高
齢
者
の
結
核
は
早
期
発
見
が
望
ま

れ
ま
す
が
、
以
前
に
比
べ
結
核
に
対
す

る
関
心
が
詞
下
江
‘
健
康
診
断
を
受
け

な
く
な
り
咳
や
痰
が
続
い
て
も
、
ま
さ

か
結
核
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
受
診
が
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

6
0
歳
以
上
の
患
者
を
対
象
に
、
い
つ

検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）
を
受

け
た
か
調
べ
て
み
る
と
、

1

ー

2

年
以

内
に
受
け
て
い
る
人
は
約
3
5
％
で
、
ほ

か
は
覚
え
て
い
な
い
を
含
め
、
長
い
間

受
け
て
い
な
い
状
況
で
す
。
結
核
の
初

期
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、

2

週
間
以
上
、
咳
、
痰
、
血
痰
、
胸
痛
、

発
熱
、
だ
る
さ
が
続
き
、
お
か
し
い
な

と
思
っ
た
ら
一
度
受
診
し
て
み
ま
し
ょ

゜

、
つ

結
核
は
、
か
つ
て
は
長
い
療
養
生
活

を
必
要
と
す
る
慢
性
の
病
気
で
し
た
が
、

現
在
は
よ
い
薬
が
あ
り
短
期
間
で
治
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

症
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
に

一
度
は
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

忘
れ
て
は
い
け
な
い

感
染
症
「
結
核
」

平成10年 3 月 10 日（火） (8) 



統
計
調
査
員
の
野
本
敏
夫
さ
ん
（
千

津
井
）
に
、
1

月
2
2
日
開
催
の
群
馬

県
統
計
大
会
で
県
統
計
協
会
長
の
県

知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

野
本
さ
ん
は
、
昭
和
6
2
年
か
ら
1
0

年
余
の
永
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員

と
し
て
、
各
種
統
計
調
査
の
実
施
に

あ
た
り
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
統

計
業
務
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

県
統
計
協
会
長
感
謝
状

野
本
敏
夫
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
1
0
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
特

別
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
1
0
年
分
所
得
税

の
納
税
者
に
対
し
て
、
そ
の
か
た
の
年

税
額
か
ら
扶
養
競
族
等
の
人
数
な
ど
に

応
じ
た
一
定
額
を
控
除
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

◇
特
別
減
税
の
対
象
と
な
る
人

平
成
1
0
年
分
所
得
税
の
納
税
者

◇
特
別
減
税
額

特
別
減
税
額
は
、
次
の
金
額
の
合
計

額
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
合
計
額
が

本
人
の
所
得
税
額
を
超
え
る
場
合
に

は
、
そ
の
所
得
税
額
が
限
度
で
す
。

0
本
人

1
8
,
0
0
0

円

〇
控
除
対
象
配
偶
者
と
扶
養
親
族

1

人
に
つ
き
9
,
0
0
0

円

◇
特
別
減
税
の
実
施
万
法

①
給
与
所
得
が
あ
る
か
だ

扶
養
控
除
等
申
告
書
を
提
出
し
て
給

与
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

平
成
1
0
年2
月
以
後
最
初
に
支
払
わ

れ
る
給
与
の
源
泉
徴
収
税
額
か
ら
特

別
減
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

控
除
し
き
れ
な
い
分
は
、
以
後
平
成

1
0
年
中
に
支
払
わ
れ
る
給
与
の
源
泉

徴
収
税
額
か
ら
順
次
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
末
調
整
に
お
い
て
、
平
成

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

平
成
1
0年
分
所
得
税
の

1
0
年
分
の
給
与
に
対
す
る
年
税
額
か

ら
特
別
減
税
額
が
控
除
（
精
算
）
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
を
受
け
て
い
る
か
だ

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
公

的
年
金
等
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か

た
は
、
平
成
1
0
年
2

月
以
後
最
初
に

支
払
わ
れ
る
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
税
額
か
ら
特
別
減
税
額
が
控
除
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
控
除
し
き
れ
な
い

分
は
、
以
後
平
成
1
0
年
中
に
支
払
わ

れ
る
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
税
額

か
ら
順
次
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

最
終
的
に
は
確
定
申
告
の
際
に
特
別

減
税
額
を
精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

③
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ

る
か
だ

確
定
申
告
を
す
る
事
業
所
得
や
不
動

産
所
得
な
ど
が
あ
る
か
た
は
、
平
成

1
0
年
分
の
所
得
税
の
納
付
は
、
平
成

1
0
年7
月
の
予
定
納
税
か
ら
始
ま
り

ま
す
の
で
、
そ
の
際
の
予
定
納
税
額

か
ら
特
別
減
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

予
定
納
税
の
な
い
か
た
は
、
平
成
1
0

年
分
の
納
税
が
来
年
の
確
定
申
告
の

時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
特

別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
の
か
た

が
不
動
産
所
得
な
ど
の
他
の
所
得
が
あ

る
場
合
は
、
漉
泉
徴
収
段
階
で
特
別
減

税
の
適
用
を
受
け
た
上
、
最
終
的
に
は

確
定
申
告
の
際
に
特
別
減
税
額
を
精
算

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署

6
⑰
4
3

7
3

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か
た

に
、
抽
選
で
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
り

ま
す
。

◇
内
容

A

草
津
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
パ
レ

ス
ペ
ア
宿
泊
券
2
0
組

B

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

パ
ス
ポ
ー
ト
・
ペ
ア
券
2
0

組

ほ
か
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
な
ど

◇
応
募
資
格
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

①
平
成
1
0
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
を
前
納
し
た
か
た

②
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
新
た
に

国
民
年
金
保
険
料
は
、
1

年
分
ま

と
め
て
納
め
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

一
般
保
険
料
の1
年
分
1
5
9
,
6
0

0

円
が
1

年
分
前
納
す
る
と
1
5
5
,

7
5
0

円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
4

月
か
ら
一
般
保
険
料
は
、

1
3
,
3
0
0

円
、
附
加
保
険
料
は
、

1
3
,
8
0
0

円
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
保
険
年

金
係
6
闘
3
1
1
1

内
線
3
3
7

ヘ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

前
納
す
る
と
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を

申
し
込
ん
だ
か
た

③
平
成
7

年
4

月
か
ら
平
成
1
0
年3

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
を
す

べ
て
納
め
た
か
た

◇
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
応
募

資
格
の
番
号
、
希
望
の
商
品
（
A

ま
た
は

B
)、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
基
礎
年
金
番
号
を
記

入
し
、
〒
3
7
1
|
8
5
7
0

前
橋
市
中
央
局
留
県
庁
国
民
年

金
課
企
画
係
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
（
応
募
は
1

人
1

通
）

◇
応
募
期
間
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
）

3

月

1
5
日
同
＼5
月

1
5
日
固

宿
泊
券
等
プ
レ
ゼ
ン
ト

国
民
年
金
加
入
者
に

(9) 平成10年 3 月 10 日（火）



体育功労者を

表彰します
村体育協会では、一層のスポーツ振興を図るだめ

表彰規程を定め、該当者を表彰します。該当される

ガだは、社会体育館へご連絡ください。

流白〔ツ
迂

社会体育館

8(84)4626 

海洋センター

8(84)5511 

〔
競
技
優
秀
者
〕

◇
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
で
優
勝
し
た
者
お
よ
び
県

記
録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上

に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

◇
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上

で
優
秀
な
成
績
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
3

位
以
内
、
全
国
大
会
6

位
以
内
）

を
収
め
た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◇
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の

4

月

1

日
か
ら
翌
年
3

月

3
1日
ま
で
と
し

ま
す
。

〔
功
労
者
表
彰
〕

◇
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者

◇
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者
、

た
だ
し
、
5
0
歳
以
上
の
者
と
し
ま
す
。

◇
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者

〔
感
謝
状
〕

◇
多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
お
よ
び
理

事
〔
特
別
賞
〕

◇
そ
の
年
の
4

月
1

日
か
ら
翌
年
の
3

月

3
1日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ

ア
大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日

本
代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者

表
彰
規
程

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
あ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
の
表
彰
を
受
け
る
場
合
は
、

い
ず
れ
も
村
体
育
協
会
お
よ
び
加
盟
の

各
種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
村
内
の

各
学
校
長
の
推
せ
ん
が
必
要
と
な
り
、

選
考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
、
正
副

理
事
長
お
よ
び
指
導
部
正
副
部
長
で
構

成
）
で
決
定
し
ま
す
。

利
根
川
総
合
運
動
場
、
社
会
体
育
館
、

小
・
中
学
校
の
校
庭
、
大
輪
公
園
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
お
よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
、

ふ
る
さ
と
の
広
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

を
利
用
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録

が
必
要
で
す
。

9
9

口
"
I
9
3
r

廿

“
9
f
屯
切
'
i
'
コ

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

｛
代
表
者
会
議
開
催
一

~tJr~•rJ'~J

E‘ 

公
共
の
運
動
施
設
を
皆
さ
ん
に
公
平

円
滑
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
代

表
者
会
議
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
の

で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

3

月

2
5日
困
午
後
7

時
＼

◇
場
所
中
央
公
民
館

◇
対
象

1
0人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の
監
督

者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

登
録
が
必
要

一斉にスタートを切る選手

群
馬
県
B
&
G

水
泳
大
会
が
2
月
2
8

日
、
王
村
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
本
村
か
ら
は
小
・
中
・
高
校
生

の
男
女
2
4
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

県
内
に
5

か
所
あ
る
B
&
G

海
洋
セ

ン
タ
ー
で
、
日
ご
ろ
訓
練
し
て
い
る
青

少
年
を
対
象
に
今
回
初
め
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
自
由
形
、
背
泳
ぎ
、
平

泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
リ
レ
ー
の
種
目

で
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
結
果
、
9

種
目
で
1
1
人
が1
位
入
賞
。
ま
た
、
団

体
で
本
村
が
準
優
勝
と
健
闘
し
ま
し
た
。

泳

群
馬
嗅
B
&
G

水

大

会

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
つ
く
し

第
1
3
回
協
会
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

新春水泳大会に臨む選手たち

第
3

回
新
春
水
泳
大
会
が
1

月

2
5日

に
、
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。地

域
住
民
の
交
流
や
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
水

泳
大
会
。

参
加
者
は
、
着
衣
レ
ー
ス
や
ト
リ
ム

レ
ー
ス
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競

技
や
2
5
m競
泳
、
リ
レ
ー
な
ど
新
年
の

初
泳
ぎ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新
春
水
泳
大

第
3

回

会

平成10年 3 月 10 日（火） (10) 



利
根
川
は
日
本
で
は
最
大
級
の
川
と

ば
ん
ど
う
た
ろ
う

し
て
、
別
名
坂
東
太
郎
の
呼
び
名
で
親

し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
群
馬
に
住

む
人
た
ち
に
は
、
そ
の
源
流
が
同
じ
県

内
北
部
山
地
に
あ
る
こ
と
で
、
親
し
み

を
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

利
根
川
の
水
源
は
群
馬
県
の
最
北
端

上
越
境
の
大
水
上
山
（
標
高
一
、
八
三

四

m
、
山
名
は
利
根
川
の
み
な
か
み
、

つ
ま
り
源
流
で
あ
る
こ
と
に
由
来
）
の

南
面
の
谷
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
流
れ
は
利
根
の
山
合
い
を

流
れ
、
多
く
の
支
川
を
合
流
さ
せ
な
が

ら
、
関
東
地
方
を
北
西
か
ら
南
東
へ
貫

流
し
、
千
葉
県
銚
子
市
で
太
平
洋
に
注

ぐ
、
総
流
長
三
ニ
ニ

k
r
n（
信
濃
川
に
次

ぐ
日
本
第
二
位
）
、
流
域
面
積
一
六
、
八

流
れ
は
悠
々
太
平
洋
へ

■ ［雙咬ぎなみ①】

u 

海からの距離標識と礎石
（東武鉄橋よリ約20m 上流）

四
0
k
n
r
、
（
県
内
流
域
面
積
六
、
二
七
七

・
三
七
揺
、
こ
れ
は
県
の
総
面
積
六
、
三

五
五
•
六
一
揺
の
九
八
・
八
％
に
相
当
、

県
北
部
の
一
部
を
除
き
、
県
域
の
ほ
と

ん
ど
が
利
根
川
の
流
域
に
入
る
と
い
え

る
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

関
東
地
方
の
地
図
で
利
根
川
の
流
れ

を
見
ま
す
と
、
古
い
昔
か
ら
そ
の
流
れ

は
ご
く
自
然
に
太
平
洋
に
注
い
で
い
た

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
江
戸
時
代
以
前

は
現
在
と
は
異
な
っ
た
川
筋
を
た
ど
っ

て
、
し
か
も
洪
水
の
た
び
に
流
れ
を
変

え
て
い
た
こ
と
、
特
に
下
流
部
は
太
平

洋
で
は
な
く
江
戸
湾
（
現
東
京
湾
）
に

注
い
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
流
れ
が
銚
子
で
太
平
洋
に
注

ぐ
流
路
に
変
え
ら
れ
た
の
は
、
い
わ
ゆ

る
「
利
根
川
の
東
遷
」
と
い
わ
れ
た
大

工
事
に
よ
っ
て
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
私
た
ち
の
住
む
明
和
村
は
、

利
根
川
の
左
岸
に
沿
っ
た
中
流
域
に
あ

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
中
に

は
利
根
川
の
堤
防
上
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

己
）
ニ
＝
ロ

に
立
て
ら
れ
て
い
る
高
さ
―

m
位
の
白

色
の
標
識
（
そ
の
真
下
の
基
部
に
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
礎
石
）
に
気
づ
か
れ
た

か
た
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

標
識
に
は
「
海
か
ら
0
0
k
m
」
と
書
い

て
あ
り
、
こ
れ
は
海
か
ら
そ
の
地
点
ま

で
の
川
の
流
れ
を
示
す
も
の
で
、
約
一
、

o
o
o
m

の
間
隔
（
た
だ
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
礎
石
は
五
0
0
m

間
隔
に
設

置
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
和
村
の
区
域
で
は
斗
合
田
か
ら
大

輪
ま
で
の
間
に
一
四
四
k
m
か
ら
一
五
ニ

k
m
ま
で
の
九
つ
の
標
識
と
一
八
基
？
の

礎
石
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

試
み
に
舟
で
利
根
川
を
下
れ
ば
、
銚

子
ま
で
約
一
五
0
k
m
の
船
旅
と
い
え
ま

し
ょ
う
か
、
と
も
あ
れ
広
い
川
幅
、
堅

ご固
そ
の
も
の
の
堤
防
を
背
景
に
悠
々
と

流
れ
る
利
根
川
は
「
上
毛
か
る
た
」
に

も
う
た
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ま
さ
に

坂
東
一
の
川
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

I, : 館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※1: 耳◎鼻科 科のみ • 祝は日板倉地区
明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

なにー[ 
畠＾口亡りl 悶1, 弘a間多 一I, 上野医院新橋病院hｷ 

I 3 月 21 日
匹（72)3330 8(75)3011 

日 まは (匹72) 
小西医院今村クリニック 森下医院川島脳外科 増田医院 小西医院 す 孟 3 

3 月 22 日
匹 (86)2261 

の 1 
匹（86)2261 ff (70) 2221 匹（73)7776 匹（75)5511 匹 (82)2255 認ヽ 贔 4 

当 ま凸
しで が

根岸医院 川田医院 菅沼医院 小曽根医院 館林地区と 館林地区と てで

誓3 月 29 日
匹（72)3262 匹（72)3724 匹（72)9090 匹（72)7707 同じです。 同じです。 かす゚

ら

番 冒 ま
す

し ゜真中医院 小倉医院 清河堂医院 慶友病院 わたらせクリニック 竹越医院 て ^ 汀4 月 5 日
匹（72)1630 8(72)0606 匹（72)3070 匹（72)6000 匹（77)2727 8(84)3137 

< 
だ

医
さ

負し＼

浜野病院 大神医院 安楽岡医院 礫川堂医院 館林地区と 館林地区と ゜
4 月 12 日

匹 (88)5678 8(62)2200 匹（72)0572 8(74)0184 同じです。 同じです。 , 
ll 
h
u
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老人福祉センター利用者は

i資格者証の交付申請を
L凸出ぶa、~-~ユヽ込ゞー～ ~` —' 頌，•ミ ょ•..,.;.,.,_迂ss Jア

・役場福祉課（老人福祉センター内）
匹 (84)4926

老人福祉センターの資格者証は、

60歳以上の村民を対象に希望される
かたに交付しています。入場の際、

資格者証を呈示されますと入場料金

が無料となります。

資格者証の交付をご希望のかたは、

老人福祉センターまで申し出てくだ

さい。

心
度

安
制

て
済

し
共

入
養

加
扶

役場福祉課（老人福祉センター内）
8(84)4926 

心身に障害があるため、独立困難

な人を扶養している保護者が、毎月

掛金を納めて、万一残された心身障

害者に終身年金を支給する制度です。

なお、平成10年 4 月 1 日より掛金

が改定になります。

◇加入できる保護者

(1)県内に住所があること

(2)特別な疾病障害を有しないこと

(3)年齢が65歳未満であること

◇心身障害者の範囲

①精神薄弱者

②身体障害者の 1 級から 3 級のかた

③精神または身体に永続的な障害を

有するかたで、その障害程度が①、

②と同程度のかた

◇年金の支給

O 1 口月々 2 万円

O 2 口月々 4 万円

◇掛金額＝次のとおりです

掛金表（平成10年 4 月 1 日より）

加入時の年齢 掛金月額

35歳未満 3,500円

35歳以上40歳未満 4,500円

40歳以上45歳未満 6,000円

45歳以上50歳未満 7,400円

50歳以上55歳未満 8,900円

55歳以上60歳未満 10,800円

60歳以上65歳未満 13,300円

言

屑原付免許試験•原付技能

講習の実施万法が変更
~. L は改 ~“^1’~.. - -E •: -~~~ L ~ 94田、 S→5 し呻｀ ~ご｀ごミ ~.L ~ & ." ? ～~▲ヽ~．ゑ

県警察本部運転免許試験課
匹 027(255)5151

原付免許試験および原付技能講習

の実施方法が、 3 月 1 日（日）から次の

とおり変更されました。

◇試験日指定制度 原付免許試験を

受ける場合は、あらかじめ試験日

の指定を受ける必要があります。

試験日の指定は 2 週間以内に限り

ますが専用電話匹027(255)5151 ま

たは運転免許試験課窓口で直接申

し込んでください。

◎原付免許試験実施日（試験は午前中）

通常月水曜日及び金曜日

受験集中期 月曜日、火曜日、水曜

日、木曜日及び金曜日

夏休み期閏 月曜日、水曜日及び金

曜日

・通常月とは、受験集中期及び夏休

み期間以外

・受験集中期とは、 3 月 1 日から 4

月 10 日

・夏休み期間とは、 7 月 20 日から 8

月 31 日

◇原付技能講習 原付免許試験に合

格したかたは、午後、免許証交付

の要件として公安委員会の実施す

る原付技能講習（180分）を受講し

ていただき、受講後に免許証交付

となります。なお、受講手数料3,900

円が必要です。

◇その他 試験日指定以前の合格者

で原付技能講習を受けていないか

たは、講習実施団体である群馬県

交通安全協会連合会匹027(251) 9400 

に連絡して、指定された日に受講

してください。

義援金の申請は
平成 11 年 3 月 31 日までに

に1ゞミ ー、ー マ一．ぷ込て つ

兵庫県南部地震災害義援金募集
委員会事務局匹 078(362)4560

阪神・淡路大震災の被災者のかた

で義援金の申請をまだされておられ

ないかたは、平成11年 3 月 31 日まで

にしてください。

なお、当初平成10年 3 月 31 日まで

としていた住宅助成金についても、

平成11年 3 月 31 日までとなりました。

配分項目および申請書の提出先等

は、兵庫県南部地震災害義援金募集

委員会事務局（日本赤十字社兵庫県

支部内）へお問い合わせください。

l 役場建設課 匹（84)3111 こ
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 10戸

◇家賃 月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

＇自然に親しあ「親と子

のつとい」参加者募集
~ J・~―ヽ•一---「-

県立東毛少年自然の家

匹 0277(78)5666

◇期日 5 月 2 日(±)~ 3 日（日） 1 泊

2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家（薮

塚本町大字藪塚3657)

◇内容茶臼山登山、野外炊事等

◇対象 集団生活や活動に協力して

いただける親子（小中養護学校の

児童生徒）
◇定員親子120人（先着順）

◇費用 1 人2,800円（食事代等）

◇申込期間 3 月 10 日（火）～ 4 月 10 日

（金）

◇申込方法住所、氏名、性別、年

齢（学年）、電話番号を電話かファ

ックス (FAx:0277(78)7322) で県

立東毛少年自然の家へ

HIV 感染者が身体

障害者手帳の交付対象に
五～心‘,"· 9, - - -’マ9ｷ 9~"“”—』"•函心年処 ー一』ぶ叩

県庁障害対策課
B 027 (223) 1111 

平成10年 4 月 1 日より HIV （ヒ

卜免疫不全ウイルス）感染者も身体

障害者手帳の交付の対象となります。

これは身体障害者福祉法施行令の

一部の改正により、新たにヒト免疫

不全ウイルスによる免疫の機能の障

害が身体上の障害の範囲に加わった

ことに伴うものです。

◇障害程度等級 1 級～ 4 級

◇手帳の申請方法 身体障害者手帳

交付申請書に次の書類を添付して

役場福祉課へ提出してください。

・身体障害者福祉法に規定する医師

の診断書・意見書

・写真（縦 4 cmX横 3 cm脱帽して上

半身を撮影、申請時から 1 年以内）

平成10年 3 月 10 日0<) (12) 



聾◇日恥＝ 4 月 10 日（金）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 4 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

◇日時＝ 4 月 9 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年4月、 9 月、 12月生

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 3 月 31 日（火）

臨時福祉特別給付金

が支給されます

役場福祉課（老人福祉センター内）
匹 (84)4926

平成10年分所得税等の特別減税に

関連し、老齢福祉年金の受給者等お

よび高齢で低所得者の生活の安定と

1 福祉の向上、並びに低所得で在宅寝

たきり老人等に対する在宅介護の支

援に資するため、臨時福祉特別給付

金が支給されることになりました。

支給を受けようとされるかたの申

請期限は 3 月 25 日（水）ですが、事務の

都合上 3 月 13 日（金）までに老人福祉セ

ンター内福祉課へ申請手続きをして

ください。概要は次のとおりです。

◇給付金の種類・額

0 臨時福祉給付金… 1 万円

0 臨時介護福祉金… 3 万円

0 臨時特別給付金… 1 万円

◇支給対象者

0 臨時福祉給付金 次のいずれかに

該当する人

①老齢福祉年金受給者 ②障害基礎

年金等受給者で（ア）年金証書に記載さ

れている年金コードが「 6 3 5 」か

「 2 6 5 」で始まる人 （イ）同コードが

「 5 3 5 」か「 0 6 2 」で始まる人
③遺族基礎年金等受給者で（ア）同コー

ドが「 2 7 5 」か「 2 8 5 」で始ま
る人 （イ）同コードが「 6 4 5 」「 0 7 

2 」「 0 8 2 」か「 1 0 2 」で始まる
人 ④児童扶養手当受給者 ⑤特別

児童扶養手当受給者 ⑤特別障害者

1>: I 手当受給者 ⑦障害児福祉手当受給

者 ⑧福祉手当（経過措置分）受給

者 ⑨原爆被爆者諸手当（医療特別

手当、特別手当、健康管理手当、保

健手当）受給者

※②の（イ）、③の（イ）に該当する人につ

いては、市町村民税の納付すべき額

のない世帯に属する人に限ります。

0 臨時介護福祉金 生活保護受給者

または市町村民税の所得割で納付

すべき額のない世帯に属し、次の

いずれかに該当する人

•: I ①65歳以上で、常に介護が必要な状
態が 6 か月以上続いている人 ②特

別障害者手当、障害児福祉手当、福

祉手当（経過措置分）受給者

0 臨時特別給付金 市町村民税の納

付すべき額のない世帯に属する 65

歳以上で福祉給付金を受給できな
い人

◇基準日 平成10年 2 月 1 日（日）現在

◇申請方法福祉課にある申請用紙

◇支給日（予定） 3 月 31 日（火）

福祉タクジー利用の

対象者は申請ください

役場福祉課（老人福祉センター内）
匹（84)4926

在宅の障害者等が外出時にタクシ

ーを利用する場合、料金の一部を補

助する「福祉タクシー利用券」を毎

年度申請により交付しています。な

お、申請要領等は次のとおりです。

◇対象者

①身体障害者手帳 1 • 2 級のかた
②療育手帳の障害程度がA·B のかた

③70歳以上の 1 人暮らし世帯

④70歳以上と他方が65歳以上の 2 人

暮らし世帯

⑤母子家庭世帯

※①②については、自動車税、軽自

動車税の減免を受けていないかた

※③④⑤については、四輪自動車を

所有していない世帯

◇補助額

運賃のうち基本料金を補助

◇利用券の交付

対象者 1 人につき年間40枚交付

（年の途中申請は月割交付）

◇利用方法

タクシーの運転手に身体障害者手

帳等を見せ、利用券を 1 枚渡して

ください。

◇利用できるタクジ一

川俣タクシー、館林無線タクシー

共同配車センター加盟社（多々良

タクシー、館林合同タクシー、つ

つじタクシー）、矢島タクシー、す

みれタクシー、朝日タクシー

※申請していないかたは、地区の民生

委員または福祉課へご連絡ください。

館林厚生病

薬剤師募
一~ョ

l 館林厚生病院 冗（72)3140
館林厚生病院では薬剤師を募集し

ています。

◇職種人員薬剤師…若干人

◇応雲資格 日本国籍のあるかたで

昭和48年 4 月 2 日以降に生まれた

かた

◇願書締切 3 月 31 日（火）

◇提出書類履歴書、薬剤師免許の

写（有資格者） 新卒者は卒業証

書の写し・成績証明書

◇試験作文試験・面接試験（試験

日は後日応募者に通知します）

◇申し込み館林厚生病院庶務課ヘ

c
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自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
村
で
は
ふ
れ
あ
い
家
庭
菜
園
を
開
設

し
ま
し
た
。
最
近
の
消
費
者
の
健
康
志
向
、
有
機
農

業
ブ
ー
ム
の
中
、
自
分
の
手
で
作
物
を
育
て
収
穫
の

喜
び
を
多
く
の
か
た
が
味
わ
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
®

青
少
年
の
事
件
が
多
い
で
す
ね
。
事
件
を
耳
に
す

る
た
び
に
、
私
は
子
ど
も
の
心
を
ど
の
位
わ
か
っ
て

い
る
の
か
な
ど
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

1
6日
か
ら
青

少
年
健
全
育
成
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
会

に
子
ど
も
と
話
し
合
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
©

2

月
末
に
幼
稚
園
と
保
育
園
で
、
発
表
会
が
行
わ

れ
、
そ
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
か
わ
い
い
衣
装
で

元
気
よ
く
演
技
し
て
い
る
園
児
を
見
て
、
取
材
抜
き

で
ゆ
っ
く
り
見
に
来
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
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